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同じ建て坪なら ます

事 務 所 ・ 工 場 ・ 合 庫 な ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈 ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ し 、 。 中 位 が 不 要 で 、 問 11 、 開 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建てよ、Fなら、まず、情ヤらいに活用でき、合理的です。強机ててで、や、耐久↑

に 富 み 、 建 築 も 筒 単 。 360椅 以 上 の 標 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

E， 

. 健 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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東京都中央区八重洲 1 - 3

向 上

大阪市西区新町北通 1 - 17 

長 崎 市 大 柏 町 2 3  - 5  
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T E L  (541)  3785 干550

T E L  (45)  6216 〒852

前 回 商 庖

大阪市西区土佐堀通 5 - 64 (441) 5223 〒 550

村 井 工 業 所

大阪市生野区生野田島町 4 - 94 (757)  1725 干 544

山文商事株式会社

大阪市西区土佐堀通 1 - 13 (443)  1131 〒 550

一 一 工 事 業 一一

青盛建材株式会社

広島市鉄砲町 5 - 1  6  (21)  2281 干 730

麻田建材株式会社

大阪市天王寺区逢阪上之町16- 4 (771 )  6470 〒 543

旭化建工業株式会社

大阪市北区茶屋町 3 8  (371)  6555 干 530

池田涯青工業株式会社

大阪市住吉区長居町東 3 - 22 (699)  5757 〒 558

有 限 会 社 伊 東 工 業 所

徳島市昭和町 1 - 9  (52)  6881 干 770

石井建材株式会社

神戸市兵庫区荒田町 1 - 13 (51)  5353 干 652

株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 庖

大阪市西区江戸堀 1 - 1  0  1  (441)  8531 干 550

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

岡山市内山下 3 0  - 1  0  (25)  4868 干 700

大阪耐酸工業所

大阪市北区浮田町 8 2  (371)  1333 干 530

大芝建材株式会社

和歌山県東牟楼郡古座町西向841 古座局88 干649-41

大島応用化学工業株式会社

東大阪市新庄 1 1  4  (782)  4171 干 578

太田建材株式会社

三重県四 日市市追分 1 - 8  - 16 (45)  0531 干 510

岡田建材株式会社

名古屋市西区桜木町 3 - 8  (571)  7461 干 451

関 西 支 部 会 員 (業別五十音/ 11ft )

一一 製 造 業

アオイ化学工業株式会社

広島県安佐郡安古町下相 田 (08287)7-1341 ・干731-01

協和建材工業株式会社

大阪市東淀川区田 川通 5 - 9  1  (301)  6437 干 532

株 式 会 社 工 英 社

大阪市西成区橘通 9 - 2  4  (661)  8861 干 557

株 式 会 社 エ 盛 社

大阪市城東区西鴫野 6 - 4  3  (961)  4460 干 536

昭 和 石 油 ア ス フ ア ル ト 欄 大 阪 営 業 所

大阪市北区梅田町27 産経ビル (341)  6395 干 530

新関西化工株式会社

堺市浜寺船尾町東 4 - 2  7  0  (61)  1788 干 592

田島応用化工側 大阪営業所

大阪市西区京町堀 1 - 7  4  (441)  5951 干 550

東車工業株式会社

八尾市南太子堂 6 - 4  - 27(0729)( 23)3921 干581

七王工業株式会社

善通寺市善通寺町 2 4  0  (2)  9  5  0  〒 765

日 涯 化 学 工 業 側 大 阪 支 庖

大阪市東淀川区西中島 3丁目犬飼ビル (303)  0161 〒 532

日渥化学工業側 名古屋支庖

名古屋市港区南11- 2  - 6  (661) 8251 〒 455

日 新 工 業 側 大 阪 支 庖

大阪市東淀川区瑞光通 4 - 30- 2  (329)  7737 干 533

三島工業株式会社

伊予三 島市宮川 1 - 8  - 25 (3)  4420 干799-04

一一 販 売 業 一一

朝 日 涯 青 側 大 阪 支 庖

大阪市西区南場江大通 5 - 15 (538)  2731 干 550

梅本石油株式会社

大阪市西区新町北通1-17(イサオピル) (531)  9064 干 550

大阪丸油株式会社

大阪市福島区鷺洲本通 1 - 48 (451)  7601 干 553

川 崎 物 産 糊 大 阪 支 庖

大阪市北区堂島浜通 1 - 25 (344)  6651 干 530

大丸石油株式会社

大阪市東区安土町10新トヤマビル (262)  1421 干 541

中西涯青側 大阪営業所

大阪市北区老松町 2 - 7  (364)  4305 干 530

中西涯青側 名古屋営業所

名古屋市中区錦 1 - 20- 6  (211)  5011 〒 460

富士アスフアルト販売株式会社

大阪市西区京町堀 3 - 20 (441) 5195 干 550

株式会社 カナヱ商会

大阪市北区空心町 1 - 4  0  (352)  3412 干 530

桂 商 会

大阪市東住吉区西今川町 6 - 41 (702)  9305 〒 546

株 式 会 社 神 原 商 庖

守口市大庭町 2 - 3  1  (993)  1413 〒 570

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸塀i 5  - 5  (443)  0115 干 550

共栄涯青工業株式会社

大阪市東区船越町 2 - 3  4  (941) 5561 干 540

久 下 商 庖

京都市右京区西院春栄町23 (311)  2044 〒 615

¥ 
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アスフアル卜防水の材料と工事は

株 式 会 社 久 保 商 庖 中村渥青工業株式会社

大阪市北区真砂町 5 (364)  0206 干 530 神戸市生田区海岸通 4 - 1  6  (34)  5884 干 650

奥亙建材株式会社
日建涯青工業株式会社

京都市南区西九条南田町56 (691)  6883 干 601 神 戸市兵庫区水木通 8 - 5  (56)  0851 干 652

坂口興業株式会社

大阪市北区神山町 2 6  (312)  1118  干 530

日新建工制 大阪出張所

大阪市西区新町北通 1 - 1  8  (541)  1607 干 550

一 信 工 業 所
日新工材株式会社

神戸市兵庫区神田町 4 3  9  (36)  1071 干 652 大阪市西区新町北通 1 - 1  7  (541)  3:785 干 550

島 崎 奥 業 所 日東物産株式会社

大阪市北区西扇町扇町ビル (313)  3776 干 530 名古屋市中区東瓦町 3 9  (261)  2501  干 460

清水興業株式会社 日本涯青工業側 大阪支庖

大阪市北区鶴野町 3 4  (372)  0250 干 530 大阪市東淀川区元今里北通5-16 (309)  4701 干 541

正和商事株式会社 日本涯青工業側 名古屋支底

松山市一番町 3 - 3 - 5 (2)  8161 干 790 名古屋市東区矢田町10- 36 (711)  3321 干 461

関本建材株式会社 大日本アスフアルト株式会社

高槻市桃園 町 5 - 5  (75)  1646 干 569 神 戸市兵庫区塚本通 2 - 3 - 2 (55)  5814 干 652

園 建 材 工 業

京都市下京区猪熊木津屋橋下ル (361)  5311 干 600

株 式 会 社 浜 原 豊 商 庖

尾道市新浜 1 - 3 - 4 (23)  2760 干 722

高山工業側 大阪営業所

大阪市北区老松町2- 19 昭栄ビル (364)  7135 〒 530

東中国防水工業株式会社

岡山市磨屋町 7 - 1  8  (23)  1181  干 700

谷中建材工業株式会社

京都市下京区西七条掛越町54 (313)  5401 干 600

フタパ奥業株式会社

大阪府吹田市南金田 1 - 10- 18  (385)  2781 干 564

大三工業株式会社

高松市本町 2 - 1  7  (51)  6811 干 730

株 式 会 社 双 葉 商 会

大阪市東淀川区木川西ノ町1- 10- 14 (301) 3855 干 532

大成株式会社

尼崎市久々知西町 2- 2- 4 (427)  3726 干 661

株 式 会 社 不 藤 商 庖

西宮市町子園 9番町 4 - 5  (47:) 3033 干 662

大目特殊建材工業株式会社

大阪市城東区今福中 2 - 3  2  (939)  0156 干 536

古市断熱工業株式会社

高松市宮脇町 2 - 30- 5  (61)  5034 干 760

株 式 会 社 大 和 商 会

大阪市南区宮津町 4 番丁73 (631)  6221 干 542

マサル涯青工業側 大阪営業所

大阪市東淀 川区木川西ノ町 4 - 4  (303)  0241 〒 532

高 橋 建 材 庖

名古屋市中区丸ノ内 1 - 15- 24 (231)  3295 干 460

マルヱ工業有限会社

高松市福岡町 2 - 1  3  - 2  2  (21) 8410 干 760

株式会社 タテパヤシ商庖

京都市南区西九条大国町37 (681)  7221 干 601

マルエス工業株式会社

大阪市福島区上福島南 1 - 152 (458)  4841 干 553

棚田建材有限会社

神戸市葺合区上筒井通 8 - 22 (22)  9182 干 658

丸 藤 商 庖

大阪市北区天神橋筋 2 - 1  (351) 0308 干 530

千代田建材株式会社

姫路市神屋町 6 - 2  0  3  (22)  4471 干 670

三星産業側 大阪出張所

大阪市西区京町堀 1 一74 (443)  9721 干 550

中央建材工業株式会社

名古屋市千種区若水町 3 - 26 (052)  0761 干 464

株 式 会 社 名 建 商 会

名古屋市中区宮出町 4 1  - 2  (261) 3671 干 460

東洋アスフアルト工業株式会社 山田善次郎商庖

， 
大阪市北区岩井町 2 - 2  0  (358)  1051 干 530 大阪市旭区生江町 1 - 4  (922)  049.5  干 535

東洋建材株式会社

京都市下京区西酢屋町 1 0  (371)  6080 〒 600

y  
横 井 商 庖

西宮市今津曙町 1 3  - 1  0  (33)  5.613 干 662

友田工業株式会社

大阪市都島区都島中通3・3-6 (921) 0331 干 534

償 山 商 会

大阪市大淀区大淀町中 1 - 1  (451 )  .  4905 〒 531

内外工業株式会社

大阪市阿倍野区旭町 1 - 1  - 30 (641) 3434 〒 545

一一 賛 助 会 員 一一

丸善石油株式会社

株 式 会 社 中 出 商 会
大阪市南区長堀橋筋 1 - 3  (271) 1251 干 542

神戸市兵庫区上沢通 6 - 9 (51)  4501 干 652
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ドする画期的新製品グ
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電 動 開 問 機

L 型
実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 事 吉 機禍

お よ び L 型 機 禍

チエン収納箱

リミ ν トスイ y チ

ガ パ ナ 一 機 情

手 動 機情

・特長・

4寺宮司F出 願 中

... 

1. 開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2. 凸部のない真直な シ ャッターケ ース。

3 . 袖壁は不用です 。

4 . 減速機構はすべて完全密閉式です。

5 . 小型で耐久力に富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません。

7  エン ドレス強力ローラーチエンの内造。

8 . リミ ッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒュー ズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・ 遠関操作いづれも 可能です。

L 型 電 動 開 問 機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年にわたり 、 国 立 大 学 精 密 機 械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し 、 遂 に 従 来 の 問 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す。

こ の 開 閉 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件、 実 用 新 案 2 件 を出願 中 ) 、減速機、モータ一 、

プ レ ー キ 機械、 停 電時 用 手動装置はもとより、 リ ミッ トスイ γ

チ、 配電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円筒 内 に コ ン パ ク トに

納めであります。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、 取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャ ッタ 一 関 問 機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

日本シャッター製作所仰

浜
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営 業 所電話刊 (301)  3  6  5  6  

tlL話( 0720) (57)4535- 6  
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1豆諸問 (65)  6  1  3  1  
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円車

4 松下電器産業( 株) 奈良工場の見学会

日 時 10月 8 日( 金) 13.30 ( 集合) →16.∞( 解散)

集合場所 近鉄極原線 ・ 「筒井駅」出口 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 交通貨は各自負担，難波→筒井間往復4∞円)

往 12. 48 近鉄難波発特急乗車→西大寺lζ て乗替え，すぐ⑤の り

ばへ。

13. 16 橿原神宮前行乗車→13.28筒井下車( 郡山の次)

復 16. 19 筒井発乗車→西大寺にて乗替え。③の難波行特急に

16. 42 西大寺発特急乗車→17. ∞難波着

見学場所 奈良県大和郡山市筒井町8∞ ( T E L  07必5- 6ー 1121)

松下電器産業株式会社奈良工場

見学順序 13.30 筒井駅発徒歩5 分→工場へ

13.40→14.30 厨房機器事業本部本館 2 階集会室で説明をき

き，同じ 2 階のショウルーム見学

14.30→16. ∞下記各工場を見学した後，工場にて解散

1. 厨房機器事業本部

定 員 30名

瓦斯機器 ・塗装 ・プレス ・瓦斯湯沸器 ・オートホット

・ホーローの各工場

2 包子レンジ事業本部

組立工場

3. 石油機器事業本部

プレス ・塗装 ・石油ストーブの各工場

4.暖房機器事業本部

電気暖房工場 ・沼気毛布工場

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職 ・連絡の電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 9 月25日 ( 土) までに事業課へ。た

だし定員を超過したときは抽せん lζ て決定し，ご通知いたし

ます。 ζ の見学会は大林組のど斡旋と松下電器産業のど厚怠

によって催す乙とになりました。ついては同業の方はお申込

をうけてもど遠慮願う乙とがありますからあらかじめと了承

下さい 。

4 協和銀行大阪支庖事務センタ一新築工事

( 第 1期〉の見学会

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築

学会近畿支部)

日 時 10月15日( 金) 15.∞( 集合) →17. ∞( 解散〉

集合場所 東区高麗橋 3丁目南北筋交叉点西南角

協和銀行大阪支庖正面玄関 ・目標会旗

( 連絡電話 ・鹿島建設岡高麗橋出張所 203- 4104 ・1815)

定 員 l∞名( 本会割当40名)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚 l ζl 名限りとし，氏名

- 勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上10月 5 日( 火) までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは拍せんにて決定し乙' 通知いたします。

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

工 事 概 ; f

所 在 地 大阪市 *区尚昆鳩 3 丁 目19- 1

施 主 株式会社 協 初 銀行

2生計 監 理 絵凹， 平 田， 岐本 設計事基督所

施 工 腿島悠投勝式会社

敷 地 面 敏 3. 219. ωd 

建 築 面 前 ]， 107. 60rn' 

延 函 杭 10. 199. 69rn' 

階 数 地下 2 階 ・地上 8 階 . ，華麗 2 階

構 造 鉄骨鉄筋コンクリ- ｾＮ一部鉄筋コンクリート造

高 さ G L + 4し85m ( パラ ベット上端まで)

外 装 プ レキャストコ ンクリートおよびアルキャスト貼

見学時状況 大体完成

工 期 昭 和45年 4 月14<1→昭和46年10月31日

4 建仁寺並びに西行庵の茶室見学の会

(第 1 回)

乙の見学会は，毎年のように本会名誉会員であり茶室の将軍威である 岡

田孝男先生にお願いしてご案内を煩し，催す乙とにいたしました。

1. 建仁寺の茶室

所在地京都市東山区大和大路四条下J レ小松町

建仁寺には重文に準ずる名席東陽坊のほかに 11の新席があります。

かつては国宝の茶室如庵( 織田有楽好み 3 帖半〉がありましたから，

その写しの席も 2 つあります。今回はそのうち下記の 4 席を見学し

ます。

本 坊…・・・東陽坊 ( 2 帖台目)

両 足 院 . ... . 暦の席 ( 3 帖半〉

久畠院・… - 高松軒 ( 3 帖台目)

正伝永源院. . . . . 陪描庵 ( 3 帖台目)

2. 西行庵の茶室

所在地京都市東山区円山公園真葛が原

皆如庵 ( 4 帖宗貞囲)

日 時 10月23日( 土) 14. ∞( 集合) →17. ∞( 解散)

集合場所 建仁寺本堂前 ・目標会旗

ただし京都市電を祇園石段下で下車，西へ 2∞ m 花見小路を

南へっき当り

講 師 帝 塚 山 学 院 大 学 教 授 工 学 惇 土 岡 田 孝 男 氏

見学 14.∞→16.20 建仁寺の茶室見学の後，真葛が原へ

徒歩約 10分

16.30→17. ∞西行庵の茶室を見学して解散

定 員 30名

会 費 ぬO円 ( 拝観料，抹茶代他) 当日受付でいただきます。

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上10月宇田( 土) までに事業課へ。ただし定員を

超過したときは拍せん，cて決定し，乙ぃ通知いたします。なお，

参加決定者で当日: 欠席された方は会貨をど負担願います。

附 記 本 年 度 の 第 2 回茶室見学の会として，来る 11月 6 日( 土〉の

午後，同様岡田先生のど案内で南禅寺の茶室を見学する予定

で「建築と社会J 10月号で会告いたします。
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一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

②

②

②

 

勝

行

男

忠

和

武

坂

川

戸

小

砂

城

文①

巌

雅ロ

原

員

川

嵐

野

議

十

石

評

荒

五

小

部本

役

出

談

選

部

相

支

森

4 修学院離宮の拝観( 予定〉

本年も例年の通り秋色酎な 11月を選び下記の 2 固にわたり，拝観を願

いでておりますが，許可になるものと予定 して希望者を募るととにいた

しました。

(A ) 11月24日 ( 水) 15. ∞( 集合〉→16.00 ( 解散〉

②

②

②

 

一

一

喜

包

巳

島

橋

川

中

広

垣

間

①

①

①

 

次

昇

勉

市

(B) 11月26日( 金) // ( / / ) → H  

京都市左京区，修学院門前 ・目標会旗

( 京福電車「修学院」または市パス「修学院道」下車→徒歩

(  / /  )  

B寺

集合場所

日

4 立入検査の実施について

一 東 海 支 部 所 属 会 員 ヘー

建築士事務所の登録は立入検査終了後に行なう乙とが原則となってい

ますが，本誌昭和46年 5 月号会告に掲載のとおり 「変知県建築開発等行政

推進団体協議会」の会員団体である本東海支部の会員には ，自主検査に

より登録ができる乙ととなり ，今般次の とおり愛知県から通知がありま

したので御承知 下さい。なお乙の証明書の用紙は支部事務所にあります。

立入検査の実施について 愛 知 県

建築士事務所の登録は ，新規，更新を問わず，原則として立入検査終

了後に行ないます。ただし ，次の各号の全部I e 該当する場合! と限り ， 自

主検査によって，乙れに代える乙とができます。

1  開設者( 法人の場合は ，代表者〕または管理建築士が，愛知県建築

開発等推進団体協議会の会員団体のいずれかに所属し，建築開発行

約20分)

A .  B. 各 15名

往復はがきに限ります。はがきは l 枚lζ 1 ; 名限り とし，凶か

(B)の区別 ・氏名 ・年令 ・勤務先名および所在地 ・役職・連絡

電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上10月30日〈土)

までに事業課へ。ただし定員を超過したときは拍せん ICて決

定し ，ど通知いたします。なお，昨年拝観された方はなるべ

く申込をど遠慮願います。

員

込

定

申

政に協力する者である ζ と。

会員団体名 (46. 5. 1 現在)

日本建築学会東海支部 日本建築家協会東海支部

臼本建築協会東海支部 愛知建築士会

愛知県建設業協会 東海建築文化センタ ー

自主的 K 建築士事務所の検査を実施し ，その結果が良好である乙と。

上記の 1 : および 2 を，愛知県建築行政推進国体協議会の会長が証明

‘ 会員の受賞( 建設大臣表彰)

乙のたび下記会員諸氏は建築界における多年の功績により表彰を受け

られましたので，乙乙 IC誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

記

( 明和工務庖取締役社長〉

( 万年スレ ー ト代表取締役社長)

( 篠田川口建築事務所代表取締役)

郎氏

五 郎 氏

喜代枝氏

藤

光

ロ

伊

金

川

している乙と a

( 注) 愛知県建築開発等行政推進団体協議会の所在地

名古屋市中区栄 4 丁目 3- 26 昭和ピル5 階

愛知建築士会内 電話 (052) 26トは51

2  

3  

( 太陽工藤工事会長)

( 浜田建築事務所代表取締役)

( 鹿島建設常務取締役)

( 渡辺建築事務所代表取締役)

庄 市 民

瑞 穂 氏

安三郎氏

道 輝 氏

村

田

田

辺

西

浜

士

ロ

渡

- 日本建築協会事務局職員

事務局長: 福中定三郎

参 与; 岩崎甚太郎

・事 業 課 231- 9ω 0 ・5936

山 田 唯 美 三 木 ち ゑ 子 芥 川 美 智 子

231- 9，ω8 ・9剖 9 ・9640 ・5936

吉田悦二 上 回 セ キ 子 加 藤 ミ ツ エ

231ー守糾8 ・9649 ・9640 ・5936

佐 藤 寛 坂 東 三 喜 子 杉 谷 和 子

231- 9648 ・9649 ・9640 ・5936

松 井 昭 光 吉 崎 裕 子 朽 木 克 己 梅 村 繁 人

広告担当 : 東 出 清 彦 吉 田 晃 鹿 内 武 三 黒 田 顕 真

去る 5 月29日開催の支部通常総会におきまして下記のとおりそれぞれ

選任されましたので，ど報告申し上げます。( 敬称略)

言己

俊 郎 ②

専 二 ①

小 虎 ①

金 市 ①

辰 敬 ①

順 一 ①

定 ①

• 
‘ 昭和46年度東海支部役員の選任

¥ 

中平昌三

小石原千代乃

佐々木千年 世

- 庶 務 課

- 会 計 課

- 編 集 課

注 ①・ー ー任期 1年 ②… ・任期 2 年

逸 @

光 ②

②

②

②

 

一

夫

夫

一 ②

車リ

純

徹

鉦

野

川

島

野

沢

小

小

中

真

長

森

園

山

部

野

崎

回

井

相

服

水

宮

岡

藤

支 部 長

副支部長

幹沼密事
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ぐ、

‘ 第 4 回若い会員の集い

ふるいまちとあたらしいまちシリーズ ( 1)  

一大和の民家集落を訪ねて一

とめどなく進展する都市化傾向，モータリゼーションの派及，都心の

高層 ・高密度化， 公害の蔓延，地域社会の崩壊，匿名性の増大・…一 。現

代の大都市は ，住民 l 人 l 人の危倶をよそにますます，環境の悪化，人

心の混乱をきたし ，今や人と人の温いつながり，人と文物の密接なる対

話は大きな阻害状況に至りつつあると言えましょう。今回若い会員の集

い小委員会で、は ， rふるいまちとあたらしいまちシリ ーズ」と題しまし

て 3団連続の催 しを企画しました。 ft ふるいもの" ft あたらしいもの "

の体験を通 し素直にその価値を見直そう・ - というのがねらいです。そ

の(1)として，" 今もって息づいている古いまち ，山あり ・河あり ・緑濃き

まち ，の中で現代都市に失なわれたものを恩い起し，それらの歴史IC耳

を傾ける" という企画方針のもとに ，大和の民家集落，大和郡山 ・橿原

市今井町 ・五条市を訪ねる一泊旅行を計画しました。具体的には ，大和

郡山では ，江戸末期の民家( 町家〉と城下町の町割り，そして現代都市

への脱皮に対する賛否両論がたちお乙っている現実の姿を。飛鳥川の西

岸 11 : 形成された本願寺派の寺内町今井では ，重文の今西邸: ( 1648) をは

じめとするおO年- 200年前の民家，並びIC今井町の成立~隆盛~衰退の

史的足取りと ，自治都市特有の制度 ・組織を。更に五条市では，吉野川

の清流を狭み ，周辺の山々に固まれて，乙ともな げに現代的に変容 しつ

つある山閣のまちのたたずまい，童文の栗山邸その他の民家，桜井寺IC

象徴される日本近代化発祥の足跡( 天縁組の変〉を見学する予定です。

10月23日は五条市に宿泊し，秋の夜長を楽しく有意義な懇談会を予定し

ております。乙の意義ある集い11:若い会員の参加をお願いします。

日 時 10月23日( 土〕 ・24日( 臼) く l 泊 2 日 ・パスツア ー〉

集合場所 大阪 ・中之島 ・中央公会堂西袈，大阪観光パス ・目標会旗

現地解説者 工 博 林 野 全 孝 氏 ( 近 畿 大 学 助 教 授 )

( 予定〉 足達富士男氏( 奈良女子大学助教授)

宮沢智士氏( 奈良文化財研究所技官)

今 井 博 道 氏 ( 称 念 寺 住 職 ・今井町を保存する会事

務長)

行 程 23日( 土) 9. 00出 発 ( 貸切パス l 台〉→大和郡山市 ( 10. 30-

14.00昼食含む) →今井町 (15 ∞- 17.30) →五条市

( 宿泊)

24日〈日) 五条市 (9. 30- 15. 00昼食を含む〉→大阪駅前解散

19 ∞の予定

見学建物 ( 予定〉 ・大和郡山市( 奥野義夫氏宅 ，浅井吉次郎氏宅 ，吉岡

広治氏宅 ，丸井昌二氏宅，南新作氏宅) ・今井町( 称念、寺，

今西武次郎氏宅，盛田 ・音村 ・山尾氏宅) ・五条市( 栗山正

一氏宅，山本米三氏宅，柏田文彦氏宅，吉川忠秀氏宅，岡松

四郎兵衛氏宅，西田敏一氏宅，桜井寺 ・設計村野森建築事務

所 ・施工浅沼組〉

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

4 今井町の古図

ＺｾＧＺＭＮ Ｈ Ａ＠

- 「 LLJi f
申 尚 ti ;ws r ~ 

..t- ・ 

定 .  

V 五霊長栗山正一氏宅断面図および平面図 修復前の今西武次郎氏宅 ( 今井町)

「 ア ｾｦ ，Ｚｾ ｟＠ ]  

L ::γ 

大和郡山市紺屋町

会 費 3，700円 ( 宿泊料，昼食，パス代の一部，別に補助がありま

す〉

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚IC 1;名限り とし，

[ 追記〕

( 往) には「大和の民家集落を訪ねて」と氏名 ，勤務先名 ・

所在地 .m話番号を明記し ， ( 復〉には宛名 ・郵便番号を記

入して ， 9月30日までに事業課へ願います。定員50名を超過

した際は拍せんで参加者を決めて会授の振込み方法も含めて

お知らせします。

「ふるいまちとあたらしいまち γ リーズJ (21は，電鉄経営住宅地，公団の小規模団地，大ニ

a ータウンなどの験後の住宅地を妨ねる予定です。 (311;1. (11・(21の総括の座談会を予定しており

ますので，是非 3 団連続怠加をお願いします。
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4 新しいコラム「レポート」欄の設置につ

いて

本誌では読者からの投稿に よっ て構成される頁として ， i 読者の頁」

を継続してまいりましたが，近年「読者の頁」欄も内容が多様となり ，

レポ ー ト・論評などの労作も多くなりましたので，新たに「レポート」

欄を設けてより広く読者からの論文投稿の場とする乙とになりました。

従来通りの「読者の頁J ，新し い「レポ ー ト」欄に加えて「ニュ ース」

も投稿掲載頁となっており ますので，どしどし原稿をお寄せ下さい。

「読者の頁」 レタ ー，エッセイ， オ ピニ オン ，誌上論争，新刊紹介等

の自由な投稿欄 とします。

「レポート 」 読者からの生々 しい記録や論評，本誌，特集に関連する

レポ ート，論文掲載の頁とします。

締 切 毎月末

お 届 先 日本建築協会編集委員会

大阪市東区北浜 3 - 3 7  T  E  L  0 6 - 2 3 1 - 96 4 8  

ｾ ｲ 建築と社会」特集予告

以下の特集テ ー"<I C関して，投稿( 形式自由) を歓迎します。

1 0月号 「変貌する建築生産」特集

1 1 月号 「第 1 8回青年技術者」特集

設計，都市 ・地域の計画 ，施工， 構造，設備，その他あら ゆる分野か

ら青年技術者を募り，選衡のうえ掲載するものである。

1 2月号 「自然とレジャ空間」特集

田 沖 縄 観 光 総 合 計 画。

国熊野灘大規模リクリエ ーシ ョン都市。

図 九十九里浜観光開発。足摺海中公園 ・海底センタ ー。

囚 長 野 県 ス キ ー場開発。

国 島根県過疎地帯観光開発。

回 大阪府下のオ ープンスペ ース保全構想

正月号 ( 昭和47年) =  i 冬季オリンピックと札幌J

1. 札幌オ リンピック冬季大会競技施設紹介。

2. 札幌市の道路計画 ・地下鉄計画一札幌の都市計画と関連して一。

3.  オリンピック村の基本計画。

4.  都市・団地の集中暖房一公営住宅団地の地域暖房と市の地域暖房一。
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窓 口 事 務 改 善 実 施 要 領

1. 改 善 内 容

1  ) 番号の単一化

旧番号( ①水道関係受付番 号 ② 送 付 簿 番 号 ④ 確 認 番 号 〉 を 整 理

統合します。

2 ) 窓 口 事 務

各方面毎の担当を，事務内容により

(1)  受付担当

(2) 交付担当

の2 つに分けます。

3 ) 受付票の改善

確認申請受付票を別紙(1)の とおり改善し，確認申請受付時に，受付

印番号をつけて交付します。 ζ の受付票は ，確認通知書受領票と兼ね

ます。( 別紙(1) は紙面の都合上省略一編集)

4)  "<ータカ ー ドの提出

別紙(1)のとおり確認申請手数料納付票の記入事項を簡略化し ，新ら

たに 7 ークカ ー ド( 下図) を確認申請書に添付して提出していただき

8  

大 阪 市 建 築 局 長

ます。

5 ) 経 過 簿

消防局等送付簿を経過程草 とし， ζ れまで各方面どとの 4 分冊を 1冊

にまとめ ，経過簿と受付票の番号を同一番号として，処理経過をわか

りやすくします。

6 ) 交 付

別紙山の確認通知書受領票と引殺に ，確認通知書を交付します。し

たがって，従来のように建築主または代理人の印を持参する必要があ

りません。

2. 実 施 時 期

9 月 1 日( 水曜日) から実施する。

3. 経 過 処 置

1)  9 月 l 日の確認申請から ，本実施要領にも とづいて受付，交付事務

を行ないます。

2 )  8月 3 1 日までに受付した確認申請については従来と、おりとし ，交付

は交付窓口で行ないます。

イ2・
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可
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ド
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防水は建築技術とともに進歩しています。

新 工 法 ・ 省 力 化 ・ 工 期 の 短 縮 な ど を

可 能 に し た ま っ た く 新 し い 防 水 仕 様 で す 。

現 代 建 築 の 技 術 革 新 に は め ざ ま し い も の が あ り ま す。 そ し て 東 西 ア ス 協 組 で は、阿 期 的 な 防 水 材 料 と 防 水

た と え ば 超 高 層 ピ ル 一 階 層 の 工Jt月一一一霞が関ピルで 工 法 の 開 発 成 功 を 期 し て 、 こ の 4 月 、 防 水 仕 峨 が 大

は 28 臼 だ ったものが、 2 年 後 の 世 界 貿 易 セ ン タ ー で きくかわりました。 まもなく、みなさまのお手もとに、

は 22 日 、 そ し て 新 宿 の 京 王 プ ラ ザ ピ ル で は た っ た17 こ の 「 新 防 水 仕 械 」 を 、 お 届 け い た し ま す。

日 と 短 縮 さ れ て い ま す。 こ う し た 建 築 技 術 の 発 展 と ご 期 待 く だ さ い /

と も に 防 水 は 進 歩 す る も の で す。 今 までにも 、 たく

さ ん の 防 水 材 料 ・工 法 が 附 発 さ れ て き ま し た。

田 島 ル ー フ イ ン グ 株 式 会 社

本 社 東 京 都 足 立 区 小 台 1. 3 ・1 電話 ( 03) 912- 11 31(代 )

神田営業所 軍軍事刊t田巨岩本町3 ・11 ・日電話 ω3) 862・8531 (代)

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

車京営業所 車軍軍刊t田巨岩本町3 ・11 ・13 電話 ( 03) 866- 6101(代)

大販営業所 大阪市西区京町堀 1 .  74 電信( 飴) 44卜 5951(代)

なお、 お 問 合 せ は 資 料 請 求 券 を そ え て 下 記 宛 お 申 し

込 み く だ さ ¥'>0

。 東 日 本 ア ス フ ー 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 ・11 13 電話 ( 03) 866- 6101( 代)

ω町 一 レ ト 事 業 協 同 組 合 一
大阪事務所 大阪市西区京町場 1 .  74 電話 (06) 441 - 5951( 代}

名古屋 事務所 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町3. 8 電話 ( 回目 571- 6 3  6  1  

広 島 事 務 所 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 の 16号 電 話 (( 周辺) 21- 0 2 6 6 .... 指

福 岡 事 務 所 福 岡 市 冷 東 町 5 番 7 号 電 話 ( ω2) 28- 2  8  0  7  ＮＺＮ令 ｾ ｾＮ�

vv 
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. カ ー テ ン ウ オー ル の主 な 納 入 実 績

イ ケ マ ン ビノレ ( 昭 和38年 )

大 阪 証 券 会 館 ( 昭 和 4 0年 )

京 都 産 業 会 館 ( 昭 和4 0年 )

大 ヰ Ｎ ｾ ビ ノレ ( 昭 和 41 年 )

麻 布
ヒ。

ノレ ( 昭 和 4 2年 )

大 阪 駅 前 市 街 地 ビ ル ( 昭 和 4 5年 )

住 友 商 事 ビ ノ レ ( 昭 和4 5年 )

竹 平 加 入電 報 電 話 局 ( 昭 和 4 5年 )

大 阪 銀 行 本 j吉 ( 昭 和 4 5年 )
• 今

尼 崎 信 用 金 庫 ( 昭 和4 6年 )

※ 住友商事 ビル 、大阪銀行本庖の アチ ー ブメン卜を本社 • l'  

技術部までご請求ください 。

ヨィワコ廿!!.I当 職 茸 怠 祉
本 社 堺 市 松 屋 町 1 - 6  

〒 5 9 0 T E L  ( 0 7 2 2 )  3 8 ー 1 1  4  1  ( 大 代 表 )

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 l ー 11 - 2  ( 三 泉 ビ ル )

干 101 T E L  ( 0 3 )  8 6 1 - 9 4  2  I  ( 大 代 表 )

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14 ( 南 本 町 ピ ル 〉

干 5 4 1 T E L  ( 0 6 )  2 5 2ー 1 8  8  1  ( 大 代 表 )
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質疑などの投稿をお待ちして』づ ります。

土地区画整理法における建築行為

等の制限について

現在は、都市化の時代といわれ、産業の集中と

人口の増加による都市の過密化は、各種施設の

混在、自動車交通の激増、公共施設の不足等と

あいまって、生活環境の悪化、交通j昆雑による

都市機能の低下など、数多くの弊害をもたらす

に至っている 。 このような都市の過密化を防止

して、計画的な秩序ある街をつくるための最良

の方法としては、道路、公園等各種公共J庖設を

面的一体的に整備する土地区画経理事業が考え

られる 。

.  
-

1 . 土地区画整理法

そこで土地区画整理事業であるが、 一般に区

画型車理という場合、住宅会社の宅地分被から他

の都市計画事業まで一括して非常に広い意味に

用いら れ る場合があるが、土地区画整理法第 2

粂において、 「土地区画整理事業とは、都市計

画区域内の土地について、公共施設の盤{xn改普

および宅地の利用増進を図るため、この法律で

定めるところにしたがって行なわれる土地の区

画形質の変更および公共施設の新設または変更

に関する司王業をいう。」と規定されている 。 ごく

簡単にいうと、宅地の利用増進を図るために必

要な道路、水路、公園等各種公共施設を適正に

配置して、土地の交換、分合、区画の変更を行な

い、務備された環境の良い市街地をつくる事業

である 。

公共焔設を主主備し宅地を整然とした良好なも

のとするためには、宅地の位置や形状を変更

ることが必要であり、このため換地が定められ

る。土地区画整理法 ( 昭和29年法律第119号) は

このように「換地処分」を本質的方法とする土

地区画主整理卒業により健全な市街地の造成を図

るためこれに必要な施行主体、地行方法、費用

負担等について規定している 。

/  

句5

2.建築行為等の制限

土地区画挫理事業を施行する際に、最も大き

な障害となり、また事業費の大半を貸す のは建

築物の移転または除却である。大規模な建築物

や高層耐火建築物などを移転または除却するに

は多額の工事費とl t I ] 間を要し、これを避けよう

とすれば設計の無理や換地計画の不均衡が生じ

てくる 。 したがって土地区画室長理事業の施行を

容易にするためには、若手前および着手中、私

権をある程度制限して、こういった移転または

除却の容易でない建築物が無計画にっくり出さ

れるのを防止する必繋がある。このことは、そ

の建築行為をする者にとっても、将来明らかに

起こる労力や費用の無駄を未然に防ぐことにな

るのである 。土地区画整理事業が計画されてい

る段階と実施される段階とではこの制限内容も

自ら異なってくるが、以下それぞれについて述

べることとする 。

(1 ) 計画制限

計画段階における制限は、都市計画法第 53条

の規定に基づいて行なわれる。これによれば、

土地区画、主主主E卒業を施行することが、都市計

画として決定された区域( 計画決定区域という)

内で、建築物の建築をしようとする者は、都

道府県知事の許可を受けなければならないと

規定されている 。

( ア) 計画決定の要否

土地区画監理事業を施行することを計画し

ている段階で、焔行者を個人または組合に

予定している区域は、都市計画区域内であ

る必要はあるが、前記計画決定の必要はな

いから、計繭制限は適用できない。市町村

または都道府県、日本住宅公団、市町村長

または都道府県知事、建設大臣が施行しよ

うとする区域は計画決定の必要があり、都

市計画法第 15粂に基づいて都市計画として

決定されれば計画制限が適用になる 。

( イ) 制| 燥を受ける時期

計画制限が適用される期間は、土地区画監

理事業が都市計画として決定されてから土

地区岡務理法第76条第 l項に掲げる公告(事

業計画認可または決定の公告) までの聞で

あり、卒業が笑}j 血段階になれば計画制限は

除かれる 。

(ウ ) 許可の基準

建築されるものが都市計図施設もしくは市

街地開発卒業に関する都市計画に適合し、

または当該建築物が次に掲げる要件

0 ]1皆数が 2 以上で、かつ、地/ ; 皆を有しない

こと 。

0 主要構造昔日 (建築基準法第 2 条第 5 号に

定める主要構造苦/1をいう 。) が木造、鉄骨

造、コンクリートプロック造その他これ

らに類する梢進であること。

に該当し、かつ、容易に移転し、もしくは

除去1I することができるものであると認める

ときは、都道府県知事は許可をしなければ

ならないと定めている 。

(2) 事換制限

実施段階になると、土地区画整理法第76条に

移行し、事業制限が適用になる。その内容は

前記の計画制限よりさらに厳しくなり、この

間に施行地区内において土地区画整理事業の

施行の際筈のおそれとなる土地の形質の変更

または建築物その他工作物の新築、改築もし

くは増築 (建築物などの建築) したり、 一体

としての重量が 5 トンを超える物件を設置、

推縦しようとする者は、建設大臣が事業施

行している区域については建設大臣 の、その

他のものが鳩行している区域については都道

府県知事め許可を受けなければならないこと

になっている。

( ア) 制限を受ける時期

建築行為等について知事の許可を要するのは、

0 個人他行の場合にあっては、地行につい

ての認可

0 組合施行の場合にあっては、組合の設立

についての認可

0 市町村、市町村長および公団施行の場合

にあっては事業計画についての認可

0 都道府県、知事または建設大臣焔行の場

合にあっては、卒業計画決定

の公告がなされた日から、換地処分を行な

った旨の公告がなされた日までの期間中で

ある。

( イ) 制限を受ける行為

制限を受ける行為は、土地の形' l ' i の変更も

しくは建築物その他の工作物の新、改築も

しくは増築、または移動の容易でない物、

すなわち重量が 5 トンを超える物の設置も

しくは堆紛であるが、それらの行為を制限

するためには、それらの行為が経理施行の

障害となるおそれがあることを要する 。

随行の障害となるおそれがある版り、本建

築物であると仮設建築物であると、あるい

はその移動が容易であると図鰍であるとを

問わず、すべて本粂による許可を受けるこ

とを要する反面、そのおそれがない限り、

許可を受けることを婆しない。

事業制限の段階においても仮t拠地が指定さ

れるまでと、それ以後では土地区画筆迩事

業の地行の障害のおそれとなる程度が異な

り、許可の対象となる繊造、規模も変って

くる 。仮換地指定前の土地 ( 従前の土地)

に移転または除却の答易でない建築物や工

作物などが建築されることは、原則として

禁止されるが、現位置換地が想定され、施

行者が卒業施行上支障がない旨の意見を付

したときは許可される 。

( ウ) 建築行為等の許可

土地区画整理法第76条による許可機関は、

建設大臣地行の場合は建設大臣、その他の

施行の場合にあってはすべて都道府県知事

である 。建設大臣または知事が建築行為等

を許可する場合におい τ 、務理事業のため

必要があると認めるときは、許可に WIl 浪そ

の他必要な条件を付することができるので

あるが、条件につれて li 、許可を受ける者

に不当な義務を課するものであってはなら

ないという制限がある。

( ェ) 違反建築物等に対する姶澄

建設大臣または知事は、型在浬ZJ';. 業施行の障

害となるおそれのある土地の形質の変更も

しくは建築物等で許可を受けずに設置され

たもの、または、許可条件に述反している

建築物等については、これら違反した者お

よびその者から土地または建物の依手IJ を引

継いだ者に対しても、土地の原状回復、建

築物そ の他の工作物の物件の移転または除

却命令を出し得ることにな っている 。

(大阪府土木部都市聾備銀 三 好 進 )
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- 特許建築用内装・外装化粧材

砂粒状陶磁器の吹付

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 箆 の 皮 ( C E R A MI C S K I N) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合、 i夜

1犬としたもので 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ y サ - f吏

用 ) ガ ンに て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 面、 天 井 etc に 吹 付

け、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

ｾヲヌ宇Ｍ［ＮＮ // 

- 建造物の内外部に .ゲ

粉状陶磁器の吹付

特 i数

- 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250. Cー 1350・C ) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料、色 素

主主ヲヨ' 1=

を 使 用 し な い 為 雨 風、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

・ 防 水 性 通 気 性、防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

・ 耐 薬 品 性 弱 酸、 弱 ア ル カ 1) に 対 し て は 変 化 を 起

きそ Ｕ カ園 ｾｉ］

@  

しません。

. 耐 寒 性 - 20.C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

- 下 士也

の 異 常 は 認 め ま せ ん。

コンクリ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 ベ ニ

ヤ 板、 手口! 盤、 ブ ロ ンク、 ス レ ー ト 、

テ ックスま頁 et c

室生類の場合は錆止塗料を塗 って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・工 場/ 式 眠 府 間 地 市 別 府 3 6  5  n ( 06)  381 引 31 5  

東 京 世 曙 所/ 東 京 都 千 代 田 区 間 町 3 - 6  (脚 井 軒 2 ピ ル ) t:I' (03 )  265 8888 - 9  

名 古 車 世 曙 所/ 名 古 鹿 市 中 区 曲 3 2  3  I  4  ( 山 市 ピ ル ) 世 (052 ) 262 6774 5  

福 岡 宮 暗 所 / 幅 岡 市 博 多 駅 前 4 3  I  4  ( 菅 原 ピ ル } 君 ( 092 ) 43  6  9  4  0  

広 島 世 聾 所/ 広 島 市 中 広 町 2 2 0 - 9 ( み の る ビ ル } 宮 ( 0822 )引 6  2  0  0  

仙 台 出 損 所/ 仙 台 市 上 <n Z - 4 4 6 (踊 林 壷 聞 ピ ル } 宮 ( 0222 ) 目 I  2  9  9  

.. 

¥ 



蟻の集団
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積 投 ?

ラ騨金γ 預 託、

全国的販売組識カネライトパネルホーライト天井カルトン施工体制の確立ベニオンポーライトセメントベーストによる特安

カルトン間仕切ユニオンボード技術の結晶ホ口ーボードバイオニヤカルトン高精度パネJ レK Cパネル工期大巾短縮ホロ_ -

ーシコンシステムカルトンフ口ンテアベ二オンスピリットカルトン外壁ポーライト耐火60分1021号ホローホード耐火30分

耐火30奇ob7・m28号アコニオン全国的販売組識 K Cパネル遮音35dbカルトン L=o. n' l A v n  n' l 凋 V _ _ ' ./ _ L ー+ ローライ

アコニオン L =0.097Kcal /mh c ポーライト L= 0. 097Kcal /mh c カルトン乾式構造 - - ' J . ; " J 、_ l' r ¥ーム句 11 :al /m l1 

K= 0. 86Kcal /m h  c アコニオン間仕切カネライトパネル外壁ホローライト内壁カル| ノ技術の結晶0.86Kcal  m h  cベ

カネライトパネルセメント ペー ストによる特殊接着ベニオンオートメーションシステム目ルトン高精度パネルカJ トン全国

工体制の確立ユニオンボJードバイオニヤボーライトフロンテアホローライトスピリット シTネル施工体制の確J 7 ' コニオ

耐火 30分0027・OP河 妄7 コニオン防化問畏・附畏ホローボード遮音35dbユニオンポー L=0. 034 Kcal /mh  c  1ルトント

I/ m h  c ポーラー .  .41  ｋ ＧＲＡｩＮ ｉＯ ｾ＠ ｟ｨｾ ホ口一イト耐火 ＳＰ 分 ｑｐＲｾ :.Q9，号21f ト

荷重 ＵＰ Ａｬ ｟ｾｧ ベニオ ＱＮ 乾式パ ネ ル の 専門生産 を め ざ す Ｍ Ｑ トド野地力主主プトパル内戸. . . . L . _ . . .L. : '  ・0- 1117 1 ヘーオ

ライト問点切アコ I  ｟ ｾ ｚＮ ＺＺｸＮ｜， Ｑ＠ ' - 1'  J V  V ..l * " 1  ｊ ＮＮＺＺＺｴＺＮＯ ｾ Ｇ ｃＡＮ＠ 1:$.1 C  "J - - I  ンシステムコ 」ー セメ: トベー刈二よ@ 特殊接着ユ

17UJ fFf||上 野 工 場 11 ｾ 縦覧席 Ｚ 而［バ ι 主主治 ｊｚｐｖ ぷ ｚｩ
ライト L=0. 034 ト I  I  h  ｾカルトン =0. 0 "， .  I  ・1 c K Cパネル K= 2.41KCe 

ユニオンボード曲 l 新設以来、順調に操業をつづ け、品質の I : ライト工期 巾短楠 '"'V叩 匂 壁 ホ ロ ー ラ イ ト 野 地 カ ル

ライトパネルセメ l レベルア y ブと量産体制 を確立しました。l システムカ lL ンセメントペー ; こよる特殊接着ユニオンポ

壊荷重500kg カキ I  L / ' ' - I V r  ' ; / . /  ｌ ｊ，ｕＮ Ｏ ｾ ｖ ＭｬＭ Ｇ ｭ Ｇ ｊ Ｇ ｣ＺＡＮ ｬｊ ｅｅ ＮＮｬＮｌ ｖ Ｎ￸ＮＮ ｖｉ ，Ｍ ｯ＠ I  ｾ販売組識 ｋ Ｇ T ，¥ネル施工体制6 雇立ベニオンボーライトセ

トによる特認接着 べ二オンスビットボーライト ifi ｾＳＰ 分 ＰＰＲＷ ・ ＰＰＲＸ 号カルト
30分0027・0028号ユニオンホード防火55号・ 99号ホローホード遮音dbカル ン全国的販売組i カネライトパネルホローラ

ルトン施工体制の確立ポーライトセメントペース卜による特殊接着カルト 間仕切ユニオンz ードの術の結晶ホ口ーボー

カルトン高精度パネル K Cパネル工期大巾短縮ホローライトオートメーシ ンシステムカル卜 : フ口ンテアベニオンスピリ 。

外壁ポーライトス ピリットホローボード耐火30分0027・0028号アコニオ 、 £術の結晶 K Cパネ 遮音35dbカルトン L=30

0028号アコニオン全国的販売組識カルトン遮音35dbカルトン L= O.O' (く0. 034Kcal /mh c  ローライト曲げ破壊荷重i

アコニオン L=0. 097Kcal /mh  c ポーライトカルトン乾式構造ユご ノボード K= 2.41Kcal  n  h  c ホローホード K=O. I

h c アコニオン間仕切カネライトパネル外壁ホローライト内壁掛・ー ン技術の結晶ベニオン間 |切カネライトパネルセメ〉

セメン卜 ｾ ｏ ....，いー』ヲ仕砕宮戸 _ .. _....L. 、....L .  、 . .r ムカルトン高精度パネル+ トン全国的販売組識カネラ

ユニオン ‘ _ ｲＧ Ｑ 叶 Ｔ ーで乃ーニ Ｑ 卜ノ ｕ ノア〆示 ｵ ーフイトスピリ ッ ト ｋｃ パネル施工ｾＮＮ oi ) 確立アコニオン防火55号 '9

ーポムト E音35dbユニオ〉 ← ごし= 0. 034Kcal /mh c カルトン K=0. 8 Kcal /m'  ぷーライト L=0. 097Kcal /mh I  

カルトン 1け破壊荷重5001 ハオン乾式構造アコニオン工期大巾短縮ホ口ーポ- J!t!音35dbカネライトパネル内壁ホ I

ベニオン: 井ホロ ーライト I f:士 ー - 一 一 ;ネルオートメーショ ンステムユニオンホードセメントベー.

特殊憧事 ーンボー ド全| 的販売組謹カルトン高精麿パ; レベニオン施工体帝 J 確立ホローライトパイオニヤカルトン

ボーライトス t I ットカネう ，ｾ＠ ー- …. ￬ｏ ｾ＠ 1021号カルトン耐 30分0027・0027号カルトン遮音35dbペ

ポーライト L= .034 Kcal  1111 ホローボード K= 0.81 CC /_  L  - . . . . . . "  L 、. =0. 097Kcal /mh  c  K Cパネル K= 2.41

h  c カルトン L :0.097 Kca 'm c  K Cパネル K= 2.41 ca l / m n  { ; . . . J . . _ - ' J ノ小一ド曲け.破壊荷重500kgアコニオン乾式;

ホローライト コ 明...J- r + o 開悼 D ゐf I 1 /ー内" 4 l '  ・I 1  C ホローライト野地カルトン天井カネライトパネル技術の結晶

オートえーシ ヨ/ / ^ T J..>， I J ルトノ官7<. / ド、一人 P いぷる特殊接着ユニオンボードカネライトパネル高精度パネルアコニ:

売 組 識 K Cパネル施工体制の確立ホロ ーライト パイオニヤカルトンフロンテアベニオンスピリ ットポーライト耐火30分0021

トン耐火30分0027・0028ユニオンホJ ー ド防火55号 ・99号ホ口ーボード遮音35dbカネライトパネルホローライト天井カルト .

立ベニオンポーライトセメント ベース トによる特殊懐着 カルトン間仕切ユニオンボード技術の結晶ホローボードバイオニ守

⑧副丘極通逼株式会本I

J IS  表示併 s可工場

名古屋出張所 名 古 屋市 中 区 丸 ノ 内3- 18-1 2 (大 輿 ビ ル)

T E L  名 古 屋 (052) 9  6  1  - 5  9  4  0  

福 山 出 張 所 福 山 市 松 浜 町 | ー |ー 4 (福 山不動産ビル)

T E L 福 山 (0849) 2  3  - 1  4  9  1  

本 社 ・ 工場 尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3 5 鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1 8  5  9  

T E L 大 阪 (06) 4 9 1- 6 7 8  I(代 ) T E L 鈴 鹿 (0593) 7  8 ー 1 165- 6  

東 京 営業所 東 京 都台東 区 駒 形2- 3- 5(駒 形武 蔵 野 ビル) 上 野 工 場 上 野 市 山 出 字 相 ケ 坪 1 0 0 の |

T E し 東 京 (03) 8 4 2- 9 2 5 1(代 ) T E し 上 野 (05952) 3一 0 2 0 5- 6  

・資料 ζ 希望の方はD 係までお申込みく ださい。
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読者の頁

ｾ＠

口日本建築協会

建材委員会への質問・回答

建築材料に関する質問・ 回答を誌上発表いた します。

今後も質疑をどしど しお 寄せ下さるようお願い致 し

ます。

- 質 問事 項

私 は 建 築 業 に 携 わ っ て い る 者 で す が 、 最 近 の 建

築 界 に お い て は 、 毎 日 の よ う に 、 新 建 材 が 出 て

い ま す。 そのイ為

シポレ ック ス 、 へ ー ベノレ、イトンという 3 つ の

粍i u : 気泡コンクリートの

① 夫 々 の長 所 ・短 所

② 見 分 け 方

@J j 也 工 の そ れ ぞ れ の や り 方

④ 3者 のf耐 絡 、 重 量 等 を 教 え て 下 さ い。

・ 回 答 ( 矧 当 、 元 木 貞 次 委 只 )

1. A  L C  

穆11手紙では、主ji 1こ「軽量気泡コン 7 リート 」とあ

り ま す が 、 サ ー モ コ ン そ の 他 の一 般 の も の と ち

が い 、 へ ー ベ ル 、 イ ト ン 、 シ ポ レ ッタスのA L C

rAut o c lav ed L ight we ight  Conc r e teJ とは、

「高 混 同 圧 楽 公 益 生 さ れ た 軽 量 公 泡 コ ン7

'

) ー 卜」

でありますので、このｾ御Ｊ知下さし、 。

2. 夫 却 の 長 所 短 所

A L Cは 3社 と も 、 外 国 の 技 術 将 入 で あ り 、 日 本

に お い て は 更 に 検 討 の 上 rA L C梢 造 設 計 基 単J

を 制 定 さ れ 、 厳 し く 、 品 質 管 理 さ れ て い る の で

3 社 のものを比較した場合でも、 イ閤 ノマの差は僅

少 な の で 、 夫 々 の 長 短 は 挙 げ ら れ ま せ ん。

従 って、 A L C全 体 と し て の 長 所 、 短 所 を 列 挙 し

て お き ま し ょ う 。

。 長 所 と 考 え ら れ る も の

- 1  比mが 小 さ い

比1 f { は、絶乾で0.5、気 乾 状 態 で 0.6 程 度 で

木 材 と 同 程 度 で コ ン ク リ ー ト の 1/ 4である 。

- 2 寸 法 精 度 が 高 い

工 場 製 品 で あ り 、 寸 法 精 度 が 高 u、。 公 差 と

しては、長さ 10，.，.、 rtJ 4  .. ，.、 j写き 2 m，. であ

る が 、 メ ー カ ー と し て は 更 に 厳 し く 、 長 さ

1. 5m" 、巾 0.6師、厚さ 0.5""程 度 の 線 灘 偏 差

を目 守票にしている 。

- 3  断 熱 性 が 良 い

熱 伝 導 率0. 1l - 0. 13位 で コ ン ク リ ー トのA

- xである 。 然 し 、 吸 水 す る と 、 そ の 性 能

は 相 当 低 下 す る の で 、 そ の 表 直I仕 上 に は 注

意 す る こ と 。

- 4 耐 火 性 が 大 で あ る

A L C版 は 、 下 記 の よ う に 、 耐 火 に 関 す る 法

的 認 定 を と っ て い る 。

- 屋 線ノ マネノレ一一耐火 30分

壁 パ ネ J レ一一耐火 2 11寺ti l!

|片付士切J マネ J レ一一一

床 パネノレーー一耐火 211寺rm及 び 111寺IIIJ

- 柱 耐 火 被 夜一ーー耐 火 3 時 IUJ &ぴ 2 11寺IlI J

- 5 .力n工 性 が 良 い

鋸 に よ る 切 断 、 鈎 に よ る 削 り 、 釘 の 打 込 、

ドリノレによる穴開けなど、加工程Eが 良 い。

14  

。短 所 と 考 え ら れ る も の

- 1. 強 度 、 弾 性 が 低 い

圧縮強度は公乾状態で、 40匂10m
2

、 こ れ は

コン ク リー トのx- x程 度 で あ る 。

飽水すると比ｾｾｬｊ支が、 ｸ ほどに低下する 。

- 2  運 搬 途 中 な ど の か ど 欠 け

A L Cの 衝 撃 エ ネ J レギ ー は、 10A字削程度のも

の で 、 直 径 1. 5側 程JJEの破壊を生じ角音[1は

破 壊 し 易 い。

- 3  吸 水 、 透 水 性 が は げ し い。

気 乾 状 態 の 含 水 率 は 10%( 体積) 程度である

が、飽水すると 40% 程 度 に な り 、 比 重 も 0.9

位 に な る 。 そ し て 、 断 熱 性 、 強 度 の 低 下 と

な り 、 か つ 、 仕 上 機 、 選 択 、 目 地 工 法の 検

討 な ど 問 題 点 が 出 て 来 る 。

- 4 乾 燥 収 純

一 般 に 収 縮 率 は コ ン ク リ ー ト に 比 し て 少 な

〈飽水から う弐乾の状態においては収 縮 きれ

つ の 心 配 は 少 な い が 、 気 乾 か ら 、 さ ら に 絶

乾 状 態 に 近 く な る と 、 ひ び1山IJ れ を 生 ず る お

それがある。

- 5. 遮 音 性

A L Cは コンクリートに比して遮音性は劣る。

IHl 仕 切 壁 に 使 用 す る 場 合 な ど 、 隣 室 の 話 声

などが附i え る こ と が あ る の で 仕 上 そ の 他 に

注 意 を 要 す る 。

3.見 分 け 方

- 1. 外 観 色

シポレ y ク ス と へ ーベ J レ は 、 セ メ ン ト と 娃

砂 を 使 用 し て い た が 、 イ ト ン の み は 生 石 灰

を セ メ ン ト の 代 り に 使 用 し て い る の で 、 全

般 的 に 見 て 、 緑 色 系 の シ ポ レ > 7 ス 、 へー

ベ ル に 比 べ 、 イ ト ン は 白 色 系 で あ る の で 見

分 け 易 い

※ 然 し 、 最 近 に な って、 へ ー ベ ル も ま た セ

メ ン ト に 生 石 灰 を 混 入 し だ し た の で 、 製 品

が 白 色 系 と な っ て 来 た た め 、 今 日 で は 緑 色

セ メ ン ト 地 色 は シ ポ レ > 7 ス で あ り 、 白 色

系 が イ ト ン、へ ー ベ ル と 見 ら れ て 来 て い る 。

- 2. 表 示

小 口 に 記 入 さ れ て い る 表 示 に も 、 各 社 の タ

イ プ が あ る が 、 少 し 見 分 け に く い が 、 イ ト

ンは 小 口 に イ ト ン の 刻 印 を 打 っ て あ る の

で こ れ で 見 分 け ら れ る 。

- 3.  加 工 仕 上

イ ト ン 、 へ ー ベ ル は ピ ア ノ 線 切 断 し た 後 、

小 口 加 工 も し て 、 オ ー ト ク レ ー プ に か け 、

あ と は そ の ま 、 製 品 に し て い る が 、 シ ポ レ

ッ ク ス は 、 ピ ア ノ 線 切 断 に オ ー ト ク レ ー プ

にかけた後において、側面の調理加工及び、

寸 法 仕 上 げ を し て い る の で 、 グ ラ イ ン ダ ー

が け の あ と の よ く わ か る も の は 、 シ ポ レ ッ

ク ス と も 見 ら れ る

- 4.  断 筒 形 状

A L C 3社 の 製 品 形 状 は 、 同 じ 型 の も の も あ

る が 、 夫 々 の 各 社 独 自 の タ イ プ も あ る の で 、

そ の 形 状 を 認 徹 し て い る こ と に よ り 、 見 分

け る こ と が 出 来 る 。

(jJ IJ 図参照)

5  内 部 補 強 鉄 筋 の 切 断 面

A L C版 の 内 部 補 強 筋 の 配 筋 は 各 社 共 特 徴 が

あ る た め 、 部 材 カ y ト 面 に 見 ら れ る 鉄 筋 路

面 の 直 後 、 位 置 に よ っ て も 見 わ け ら れ る が

こ れ は 一 般的にはむつかしい。

4 施 工 の そ れ ぞ れ の や り 方

施 工 に つ い て は 、 基 本 的 に は 、 良 〈 似 て い る が 、

*"1音[1に つ い て は 、 失 4 の 特 徴 が あ り 、 各 社 夫 々

技 術 資 料 や ハ ン ド ブ ック を 作 製 し て 、 必 要 に 応

じ て 配 布 し て い る の で 、 之 等 の 資 料 を 求 め る か 、

或 は メ 一 方 ー 技 術 者 を 招 致 し て 打 合 せ る の が 望

ましい
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5.価 格

価 格 に つ い て は 、 参 考 の た め 、 建 設 物価 7 月号

に 掲 載 さ れ て い る も の を 別 表 に 入 れ て お き ま す 。

A LC 版 は 霊 起 物 な の で 、 メ ー カ ー の 工 場 よ り の

距 雌 に 比 例 し て 価 格 が 変 動 す る 答 で す が 、 現 往

来 京 、 大 阪 は 同 値 と し 、 地 方 は 若 手 の 差 が あ る

ようですが、それでも、 3 社の競争のためか、

あまり差はないようです。

現 在 、 メ ー カ ー の 工 場 は 、 シ ポ レ ッ ク ス ( 尼 崎 、

厚木) へーベル( 松戸、穂積) 、 イ ト ン ( 千 葉 )

の 5 2 社 で す が 、 イ ト ン も 本 年 末 に 大 阪 ( 高 石 )

に工場が出来るため、 3 社 の 地 域 差 は 、 な く な

るて・しょう 。

価 格 は 、前述の標識価 格 に 対 し、如何に配慮寸る

か は 次 の よ う な 点 に 留 意 す る の が よ い で し ょ う 。

( 1 ) メ ー カ ー 3 社 の 有 利 性 の あ る も の ( 価 格 技

術 両 而 よ り ) を 検 討 選 択 す る こ と 。

( 2  ) 極力、規格品を使用し、特種品を: ) 1 歩くする

ょう設百十時に配慮する 。

( 3)  A L C版 の 厚 み と 下 地 鉄 骨 の ピ ッ チ と の 関 係

の 両 方 を 勘 案 し て 、 価 格 を検討すること。

( 4) メ ー カ ー と 相 談 し て 価 格 を 変 え る 検 討 す る

こと。



。 A L C版 工事 価 格 ( 材 エ 共)

メーカ一公表価格

規 物

穏 日IJ

イ土 線

屋 根 版 般

"  "  

"  "  

H  

"  

床 版 般

H  H  

"  "  

外 壁 版 堅 ( 挿 入 筋 工 法)

"  "  

"  "  

"  
〈ット鋼法

"  "  

H  

"  

厚さ m 

75、80

100 

120、125

150 

100 

120、125

150 

100 

120、125

150 

100 

125 

150 

間 仕 切 版 竪 (C形チャンネル聖書め 75、80

"  "  
100 

"  

11 
120、125

11 
盟主( im鉄筋+ 挿入筋 ) 75、80

"  

M 

100 

"  

11 
120、 125

6.重 量

A L C版 の 気 乾 比 重 は 0.6 で 、 更 に 補 強 鉄 筋 、 取

付 金 物 、 白 地 モ ル タ J レ 等 を 含 め た 、 構 造 計 算 用

重 量 は 650kg/ m' と 見f放 さ れ る 。

参 考 資 料 よ り

- 1 イトンの. m 品

- 2  

寸 法 重 :@: 

I!l- cm 巾cm 長 m kg/ 枚

7.5 60 3  90 

10 M 3 - 4  120- 160 

12.5  

"  
3  - 4.5  150- 230 

15  

"  
3  - 5 .5  180- 330 

17 .5  11 3 - 6  210 - 410 

20 

"  
3 - 6  240- 470 

単 位

様 準 施 工 費

条 件

来思、大阪 イ精 主ｾ

500 m
2  

2，550 f' 1  

"  "  
2，900 

G滞 準 施 工 費 は 直

"  "  
3，400 

接 工貨 のみ

"  "  
4，000 

500 m
2  

3，050 

@ 使用の場合は j

"  "  
3，550 

ーカーに照会の聖書

"  "  
4，150 

あり

500 

"  
4，000 

。 規格品について

"  "  
4，500 

1;1: 

"  "  
5，200 

7. 5 皿 厚

'陣
町，2

4，100 

一 一 150円1m
2

"  "  
4，600 

100凹

"  

11 
5，250 

一 一 200内1m
2

500 

"  
3，500 

125mm 

"  "  
3，800 

一一一 250 問1m
2

純 H  
4，450 

150醐

H  

"  
3，400 

一一一 300円1m
2

H  

"  
3，700 

を減額する

"  "  
4，350  

モー孟孟ーーー- 1000m

2

以上といわれている

- 3 へ ー ベ J レ

7.お わ り に

御 質 問 に 対 す る 回 答 と し て 、 以 上 の よ う に ま と

め て 見 ま し た が 、 多 少 共 、 お 役 に た て ば 幸 い で

す 。

尚、 A L C 版 工 事 を 実 泊 さ れ る 場 合 に は

1  施 工 前 、 中 に 、 角 苦JI を 破 損 さ せ な い こ と に

細 心 の 注 意 を す る こ と 。

2.  IW水 工 事 前 に A L C版 を 風 雨 に 除 し て 、 ず ぷ

ぬ れ の ま 、 、 次 の 工 事 を し な い こ と

3 .  防 館 対 策 の 必 要 な 場 合 に は 、 気 乾 や 絶 乾 状

1岱の熱伝道事E容 で 設 計 せ ず 、 吸 水 、 吸 i:&后 の 劣

化 し た 場 合 を 考 慮 し て お く 必 要 が あ り ま す。

4.  A L C版 は 、 施 工 后 も l汲 水 し 易 い の で 特 に 外

部 に つ い て は 、 吸 水 止 め の主主 装 と か 、 被 離 を

行 う こ と が 大 切 で す。

. 建築技能職員の誕生と建設会社に自力自営の建築技能高等職業訓練校

が設立されだしてきた

菅の建築制f J . は建築技能者によって経営され みで、} ' { 任をもって懸命になって建築技能者、

て 来 た の で あ っ たが、昭和J t l J に 入 り 建 築 技 術 者 即 ち 大 工 、 左 官 、 溶 接 工 等 を 養 成 す る 、 建 築 技

の 運 営 に 変 化 し て 来 た 。 従 っ て 建 設 会 社 に は 建 能 高 等 職 業 訓 練 校 を 創 立 し 、 そ の 自 営 に た ち あ

築 技 術 社 員 が 多 〈 、 次 第 に 建 築 技 能 社 貝 の 数 は が っ て 来 た わ け で あ る 。 建 築 会 社 の 社 会 的 の 信

少 〈 な っ て 来 た 。 そ し て 建 築 技 能 は 下 問 業 者 に 用 を も っ て 、 そ の 財 力 を 活 用 し て 入 校 生 を 募 集

委 せ ら れ て 来 た わ け で し た 。 そ れ が た め に 建 築 し 、 会 社 の 自 力 と n任 を も っ て 養 成 し 、 修 了 後

技 能 者 の 養 成 に は 、 建 設 会 社 は 会 〈 関 係 す る こ と の 就 職 も 自 社 に 責 任 採 用 す る 。 国 家 の 技 能 士 テ

もなく、その必要もなかったわけであった 。そ れ がー ス ト に も 合 格 さ せ 、 更 に 自 社 の 社 員 職 貝 と す る

層 建 築 技 能 者 の 技 能 の 低 下 と そ の 不 足 に 拍 車 を こ と を 明 確 に し て 居 る 。 勿 論 、 建 設 会 社 に 最 も

かけてしまった。 そ こ で 工 事 に は 建 築 技 能 の 指 導 適 切 な る 紫 質 、 カ ラ ー に そ め 上 げ る た め に は 、

監 督 の 必 要 が 倍 加 す る 傾 向 が 強 く な っ て 来 た 。し 純 粋 な る 中 卒 を 収 容 し 、 自 社 希 望 の 独 自 の 技 能

か し そ れ に も 一 定 の 限 界 が あ り 、 そ の 一 線 を の り 者 気 質 を 修 獲 さ せ 、 世間 の 悪 い 面 を 全 く シ ャ y

こ え る こ と は 不 可 能 に な っ て 来 た こ と は 建 築 会 社 ト ア ウ ト し て 、 技 能 の 理想 像 を 実 現 出 来 る 様 に 、

の一 般 の 認 め る 事 笑 と な っ て し ま っ た。そこでこ 篤 く ば か り の 注 意 、 と 努 力 を 計 っ て 居 る こ とであ

れ に 対 処 す る 策 と し て 、 建 設 労 働 セ ン タ 一 、 : k I る。 そ し て 将 来 の 続 負 の あ り 方 を 創 作 せ ん と す

技 能 セ ン タ 一 、 建 築 技 能 士 の 国 家 認 定 テ ス ト の 実 る か の 感 じ さ え 見 ら れ る 。

施 等 が あ っ た が 、 そ の 効 柴 は 余 り に も 少 な か っ た。 ま た 商 業 ベ ー ス に の る 機 に 、 経 済 的 に も 無 駄

そ こ で 待 ち き れ ず 、 建 設 会 社 が 自 力 で 会 社 ぐ る な く 、 よ り 効 来 的 の 実 技 演 習 ・実 習 を 考 え て い

る。 そ し て よ り 早 〈 一 人 前 の 技 能 者 に 仕 上 げ る

実慨を下 ｮｩＡｬ ｾ 捻者に委任することは全くしない 。

税問l も 他 か ら 求 め な い。 自 社 の 幹 部 が 当 り 、 自

社 の 技 能 指 場 只 が 当 っ て い る . 全 く の 自 社 カ ラ

ー 、 技 術 と 技 能一 体 化 を 目 的 に し て 腐 る 僚 で あ

る。 こ れ で は 将 来 技 能の指導l * 管の 裂 は全く な

くなり、建築作業の令連! 化 t ｮ ｾ 来そうに，山、われ

て 来 る 。 亦 そ れ も 始 め か ら企 聞 し て か 、 っ たも

の か も 知 り ま せ ん。 ま た 技 能 者 の 生 活 を 安定 さ

せ る こ と に よ っ て 、 技 能 の 研 究 と 練 磨 と技 能 向

上によI ! 心出来る技能者ーの現忽{ 象 の 実 現 を 希 望 し

ているかの島i ) l にも思、われる 。

当 O 社 の刷 業 訓 練 校 は 創 立 4 年 目 を 迎 え て 居

り、 校 舎 も 市 内 の 旧 校 舎 は 4央 い の で 、 郊 外 に 鉄

筋 校 舎 の 新 築 が 工 事 中 、 来 る 8 月 に は 竣 工 し て

そ の1J に 移 転 を す る 予 定 と き し 第 一 回 の 修 了

生 は 今 年 3 月 で し た。

数 は 少 い。 そ の 卒 業 者 は そ の ま 、 当 社 の準 社 民

と な り 、 然 か も 訓 練 校 の 先 刻 卒 業 生 E し、また

生 徒 の 指 導 具 、 班 長 と し て 教 師 と 生 徒 と の iili 絡

パ イ プ と な り 、 実 技 指 導 の 実 際 に 当 た る こ と に

に な っ て い る わ け で あ る 。

未 だ 中 途 半 端 な 技 能 な の で 、 直 ぐ に 世 ! 日l に 出

す こ と は 決 し て し な い の で あ る 。

訓 練 生 と 共 に 実 技 を 熔 き 、 や が て 独 立 し て 、

技 能 工 事 を 担 当 出 来 る 組 織 、 工 事 y ス テ ム を 創

作 せ ん と 、 永 い 目 で 育 て て い る 感 じ が あ る 。や が

て 技 能 士 の テ ス ト に も 合 格 さ れ 、 実 技 に 上 遥 さ

れ 、 建 設 会 社 の 新 し い l協 力 と し て 活E揺 さ れ る 日

も そ う 迷 い 未 来 で は な さ そ う で あ る 。 下 1iTの や

り 方 が 或 は ど う な る か 、 栄 し て ど う す る こ と を

ね ら っ た も の か 、 比 処 で は 伏 せ て 、 税 者 の 判 断

に 委 せ て お く こ と に し た い。 只 、 建 築 技 能 工 の

生 活 が 安 定 し 向 上 す る 。 そ れ だ け 技 能の値も、

建 設 会 社 の 目 的 と す る 笑 | 療 の 新 し い 技 能 に も 決

し て 遅 れ る こ と の 全 〈 な い 新 し い 時 代 に マ ッ チ

し た 技 能 が 開 発 さ れ 、 建 設 抗l を 有 意 義 、 有利 に

し て 行 〈 原 動 力 に な る こ と は 問 迩 い な い こ と だ

け は 確 か で あ る 。 建 築 技 能 界 に と っ て は 、 極 め

て 明 る い ニ ュ ー ス、望書明のニュ ー ス で あ り 、 夢

で は あ り ま せ ん。 事 実 で あ る 。 こ ん な 施 設 が 今

後 数 多 〈 設 置 立 さ れ 、 新 し い 建 築 技 能 界 の 開 発 が

出 来 る こ と を 希 望 し て お 〈 。

鈴 木 忠 五 郎

- 第 8 回よろず相談住宅展

7 月 15 日( 木) から20( 火 ) ま で 、 阪 神 百 貨 庖 8 1滑

催 場 に お い て 、 恒 例 の よ ろ ず 相 談 住 宅 展 ( 主 催:

日 本 建 築 協 会 、 後 援 : 大 阪 府 ・大 阪 市 住 宅金

融公庫 ・ 日本住宅公団 Ｉ が ｊ ｾｦｊ かれた 。

会場は、相談所、分般住宅、笑 ｩｾｬ 、建材 ・ 設イ ｩ ｩｩｊ、

15 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-. .  圃

軽 量

比 重 0 . 5

断 熱

而れた

法 定 耐 火材 料

。

宮

( $ I P O R Eぎ〉

和 歌山 経 済 連セ ン タ ー ・和 歌 山 市

設 計 側 雑貨 建築量生計事 務 所

施 工 大 成 建 段 株 式 会 社

使 用 場 所 カ ベ ・7 -;'; キ リ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユ二; l t J J 短納を要するすべての建物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・倉 庫事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 育 館 等

4  純 益 化 を 要 す る 高 層 建 築 物 ・軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨 耐 火 構 造 の 建 物

; ; . . ポレーザワヌ販売株式会社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ピル )

言 舌 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 広 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 ( 第 三 官 士 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大商ビノレ )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



口写真と概袈をどしどしお送り〈ださい.

凡例 a. 所在地 b. 建築而術 C. 延面積 d.  j舟造規模 e. エ Jtl I  

|…ブック

685 .  田中断 鰍 式会社編立工場・仕上工場 I 686 .  猪 名 川 町 町 民 会 館 I 687 .  ヤマトシ ャツ株 式会社東京支底

688 .  

691 .  

設.11' : 松 浦 構 造 設 計 事 務 所

施工・ 盟 国 建 設 KK

a  .  加古川市西神宮町かなえ 123

b .  2，480 m'  

c.  2，480 m'  

d .  R C 造、 1 F ( 小屋鋼管仰逃)

e  昭和45年12月ー昭和46年 5 月

設計 : K 精 進 研 究 所

施工 KK 浜 田 組

a  兵1・11 県 川 辺 部 佑 名 川 町 紫 合

b.  1，269 m'  

c .  1，589 m'  

d.  R C造、 2 F  

e  昭和45年 9 月~昭和46年 3 月

学 校 法 人 樟 蔭 学 園 学 生 寮 I 689 .  住 江 織 物 奈 良 工 場

岸 辛口

設計 KK 大 阪 建 築 事 務 所

施工 : KK 大 林 組

a 東 大 阪 市 菱 屋 町

b .  694. 42 m'  

c .  2，791. 56 m'  

d.  R  c ;r;、 5 F  

e  昭和45年 6 月-11目千[146年 3 月

田 市 庁
盆E

E司

設計: 清 水 一 級 建 築 士 事 務 所

地工: 清 水 建 設K K犬 阪 支 庖

a  岸 和 田 市 保 城 町 1 8  3  4  

b .  1，129. 02 m'  

c .  4，199. Ol m'  

d .  R  C 泣、 4 F 、 B 1 ， P H  1  

e. 昭和45年 7 月- 1I ! l 和46年 2 月

692 .  

政ｾＭｊ 大成建設 ｋｋ 大阪支后

純i工 大 成 建 設K K大 阪 支 庖

a. 奈 良 県 生 駒 部 安 堵 村

b .  22，472 m'  (宿合を含む)

c.  37，173 m'  (宿合を含む)

d.  (工場 ) S 造、 一部 R C造、 2 F  

( l打合) P C;在、 5 F  

e.  11目-11145年 7 月- 1昭和146.11' 3 月

尼 崎 市 立 杭 瀬 保 育 所

設計 : KK 中 海 建 築 事 務 所

総工: KK 宮 崎 建 段

a. 尼 崎 rn 杭 瀬 字 大 品' 11 1  

a .  437. 05 m'  

c.  591. 89 m'  

d .  R  C ;宜、 2 F 、一帯11 1 F  

e.  日目キ[14511三4 月-11百平日45王ド 11 Ji 

設計 KK 三 座 建 築 事 務 所

地工 KK 竹 中工 務庖 東 京 支庖

a  東京都中9 @: 日本僑堀留町2丁目8

b.  229.85 m'  

c.  2，086. 58 m'  

d. 'S  R C造、 8. F 、B 1 、P HイT

e  .  昭和45:lf. 4 月~日目制46年 3 月

690 . 全 日 空 多 国 寮

設計 : KK 大 阪 建 築 事 務 所

施工 : KK 熊 谷 組

a  兵'011県川西市新聞芋下川原2弱番町26

693 .  回

b.  1，210 m'  

c .  4，847 m'  

d.  R C造、 7 F 、P H l

e  . 昭和45'1' 7 月4 昭和46年 4 月

市 ー 民
h .  

2l ;  館

設計 KK 高 橋 建 築 事 務 所

胞工 ' 菓 本 建 設 工 業 KK

兵 w保三 田市 三 倫 7 2  3  

1，512.24 m'  

3，045.56 m'  

R C;立、 3 F  

e.  ＱＱ 日制 ＱＴＵ Ｇ ＱＢＷ月 ＭＱ 昭和 ｾＶ Ｎ￭ド Ｓｈ
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クラスメート

76 ( 名古屋高等エ象学校( 現名工大)

昭和 7年卒〕

左より( 敬称略)

八 木 正 一 (大阪船場繊維卸商団地建設工事

監理事務所・所長)

森 岡 武 夫 (神戸市都市盤備公社 ・神戸市住

宅供給公社)

坂 野 秀 雄 (ナショナル建設妹式会社・常務

取締役工事部長)

板垣精治郎 (板垣建築事務所・所長)

中 川 宗 治 (背木建般大阪支庖 ・積算部長)

大 阪 国 際 ホ テ ル に て 昭和46年 7 月 17 日

明治の末期に生まれ青春を楽しみ学業に専念する事ができた古き良き時代を過ご した我々は、現代学

生とくらべて幸福な学生々活を送り得たと思う 。 しかし当時は世を挙げて不況時代のため、卒業後た

だちに就職することは困難であった。我々向期生は入学当時は40名いたが、現在では20余名、そのう

ち阪神方面在住者はわずか 6 名に過ぎない。

八 木 正 一 愛知県津島中学校出身 性温厚同満な・性格の持主、卒業後大阪小河建築事務所で設計

工事監理に当た っているベテランであり、かつ会社の重鎮である 。現在政府融資に よる大阪船場繊維

卸商団地建設工事監理事務所の所長を努めている。森岡 武夫 愛媛県大州中 学 校 出 身 在 学 中 は 小

生( 坂野) と下宿が隣りであ った為、特にいっしょに よく遊んだ事を覚えて いる。卒業後、神戸市役所

営繕謀へ奉職し営繕第一課長を定年退職するまで、 33年間一貫して神戸市住宅および学園建設のため

尽した功績は大きい。君 は不言実行型で多 くを語らないが よく部下を統制する手腕を持っていたと聞

く。現在神戸市都市整備公社、神戸市住宅供給公社内で一般市民のよき住宅相談相手の役割 を来して

いる。 中川 宗治 大阪府立豊中中学校出身卒業後大成建設に入社、満洲、上海、ハルピン、天津、

大同とほとんど外地勤務が多 〈、昭和21年 3 月引揚げ、原爆復旧工事に従事、その問の無理が祭って

か療養生活をしたとか、その後大成建設大阪支庖ではも っぱら積算見積の責任者として指導的な役割

を果し、建築見積ハンドブ ックの編纂にも 一役買っている、見積のベテランである。約 2 年程前に 大

成建設を退き、現在青木建設( 旧ブルドーザー工事 K K )大阪支庖であいかわらず、積算部長として重

責を果している 。君は性温厚篤実で謙譲美徳の持主である。同期にもう一人、中川君より少し後に大

成建設に入社し、現在東京在住の岡島がいる。板垣 精治郎 三重県津中学校出 身 卒 業 後 大 阪 府 営

繕謀、警察部建築課など、設計、工事監理および建築行政にも 幅広〈経験の持主 である 。昭和39年板

垣建築事務所を創設し経営者としての手腕を遺憾な く発揮している. 君 l立温厚篤実で非常に世話好き

で又外交にも長じている、学生時代は弓道部に入 りもっぱら心身の鍛錬に努めていた。 坂野 秀雄

大阪府立高津中学校出身 卒業後、愛知県建築謀、神戸市役所営構謀、太平洋戦争中は神戸製鋼所に

入社、軍需工場の建設の計画、工事監理に励んだ。終戦後建設請負業界に転身し 、K K大本組神戸出張

所に約 3 年未満、王子建設K Kに満19年勤務し昭和44年 3 月ょ q 現在の神戸市生田区、ナショナル建設

K KIこ工事部長として励んでいる。 ( 坂野記)
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各種玄関マ ット設計製作 ｅ 幽ｾ
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仁二::ニユJミ

〈規格色〉 赤 ・白 ・緑 ・鼠 ・青

お そ う じ 百 貨

玄関に

J 、イセンスをノ

マットは

トップメーカーの

三 サ:;"'v製品を

お選び下さい

( ウルトラセン)

ウルトラインマット試験表

・ 耐摩 粍 試 験 一 摩 粍 減 量 0 .0035 グ ラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グ ラ ム

回 転 速 度 57r .p.m. 1000 回 転

・熱 収縮試験( 膨張)

40
0

C 土 1 oC 3 時 間 変 化 な し - 5

0

C  3 時 間 縦 ( ー 0 . 10% )

横( ー 0 . 1 7 %)

・ 耐 薬 品 試験 浸; 責条件 30・'c x  31 日間重量 変 化 率

3  % H2S 04( 孟 0 . 1% ) 10%  N AoH( 孟 0 . 1 %)

植物油( 白絞油 ) (  5  .  2 %  )  (  30

0

C  x  5 日間 )

・耐水試験 浸; 責条件 23

0

C x 24時 間 0. 07%

〈営 機 所〉

三百リ" 孟"I V 工 業 株 式 会 社口口
ョッ Ｇｾｹ

営 業 本 部 / 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通一 丁目 20 T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

東 京/ T  E  L  (  667)  8  8  4  4  ( 代)

名 古 屋/ T E L (911 )  4 3 0 6 - 7  

京 都 第 1 / T  E  L  (221)  5363 ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312)  6  0  5  1  

大 阪/ T  E  L  (531)  7  5  7  1  - 4  

徳 岡 / T E  L  (27)  2 3 3  1  ( 代 )

北 九 州 / T E  L  (57)  3  5  7  9  

本 社 工 場 / 京都 市 南 区 久 世 築 山 町 380の 2 T  E  L  ( 921)  6  3  6  1  - 3  

20 



令取合い( 納り)

物 と 物 と の 取 合 い 、 建 築 で い え ば 納 り と い う べ き か 、 そ の 接 点 の 具 合 の 惑 い も の が 多 い 。 高 速 道 路 の イ ン タ

ー チ ェ ン ジ で も 、 普 通 道 路 と の 取 イ 寸 き に 余 裕 が な く 、 王 事 が 高 速 道 路 上 に 並 ん で い た り す る 。

道 路 も そ の 交 点 、 建 築 も 外 部 か ら の ア プ ロ ー チ と い う か 、 敷 地 の 扱 い 方 は 難 し い が 大 事 な 司 王 だ と 思 う 。 外 と

内と の 繋 り と か 接 点 に は も っ と 気 を 配 ら な け れ ば と 思 う 。

普 の 建 物 は 実 に そ の ア プ ロ ー チ に は 気 を 使 っ て い る 。 そ れ は た っ て い る だ け で は な く 、 納 っ て い る と い う か 、

た た ず む と い っ た 風 情 が あ る 。

前 に ゴ ノ レ フ 場 の ク ラ ブ ハ ウ ス の 数 百 十 を や っ て い た 折 、 コ ー ス の 設 計 者 と 話 会 い が 出 来 ず 、 予 定 の 敷 地 を 押 し

ま く ら れ 、 更 に 縄 迄 張 っ て 、 こ れ よ り 前 に 建 築 は 出 て は い か ん 、 と い っ た と か で 腹 が 立 っ た が 、 ま さ に そ の

敷 地 の 取 合 い で 、 本 当 の 取 合 い 、 納 り に は な ら な い 。 建 築 は 建 築 家 、 コ ー ス は コ ー ス ア ー キ テ ク ト と 頑 張 っ

て 、 一 体 誰 が そ の 接 点 の 設 計 を や る の で す か と い い た い と こ ろ で あ る 。

こ れ で 納 ら な い の は 当 方 の 心 情 だ け で な く 、 建 物 迄 も で あ る 。

令 チ ン

(  W )  

建 築 の Ilill 作 は 古 く か ら オ ー ケ ス ト ラ の 演 奏 に た と え ら れ 、 主11築 家 は そ の コ ン ダ ク タ ー で あ る と い わ れ る 。 ま

ず 優 秀 な エ キ ス パ ー ト を 却 さ め る こ と が そ の 制 作 の 第一 歩 で あ り 、 次 に そ れ ら の エ キ ス パ ー ト の 能 力 を フ ル に

引 き 出 し て 、 自 分 の 作 品 の 中 に 結 集 し て ゆ か ね ば な ら な い 。 こ れ は 各 パ ー ト の エ キ ス パ ー ト が す ぐ れ て い れ

ば い る ほ ど 、 む づ か し い と い え る だ ろ う 。 建 築 に 関 連 す る 技 術 の 玉 早 門 分 科 は は げ し く 、 多 く の コ ン サ ル タ ン

ト の 協 力 な く し て は 、 優 れ た 作 品 が で き な く な っ た 。 建 築 家一 人 で 何 も か も や れ る 時 代 は と っ く に 過 ぎ 去 っ

た。 も し や る な ら ば 、 ワ ン マ ン オ ー ケ ス ト ラ で あ り 、 下 手 を す る と チ ン ド ン ヤ で あ る 。 こ こ ら で一 級 建 築 士

fli lJ )立 を 考 え 直 さ な い と い け な い と 思 う 。 そ れ を 既 得 権 と し て 一 級 建 築 士 制 度 に し が み つ く の は 、 本 当 の 建 築

家 で は な く て チ ン ド ン ヤ だ と い わ れ で も 仕 方 な い の で は な か ろ う か。 建 築 を 担 う 技 術 者 の 数 多 く の職 種 を も

う ー j支洗い直して、l ' . l ; . に突のある、そして真に各ノマートが働 き が い の あ る 、 新 し い 1t; IJ 度 を 生 み 出 し て い く に

は 、 や は り 若 さ の エ ネ J レ ギ ー が 必 要 な の で は な か ろ う か 。 ( M )

ドンヤ

。 衣 食 足 り て

計 画 と は 、 将 来 を 見 と お し て 目 襟 を 定 め 、 そ の 笑 現 を 画 策 す る こ と だ と い え る 。 戦 後 の さ を 腹 を か か え た u寺代

に は 、 腹 い っ ぱ い に す る こ と が 大 き な 目 標 で あ り 、 そ の た め に わ れ わ れ は 計 画 を た て 努 力 し て き た 。 し か し

現在では、飽食して病気になるような些かな時代である 。 そして空気とか水、環境が問題にな って いる 。 ｾ

j仮 の と き に は 、 空 気 や 水 を き れ い に す る と い う こ と は 、 一 音11の 先 党 者 が 主 張 し た か も 知 れ な い が 、 社 会 的 な

ニ ー ド に は な り f呼なか っ た。

同 速 道 路 の 建 設 反 対 、 マ ン シ ョ ン の 建 設 反 対 と 、 日 照 権 、 眺 望 続 が 主 張 さ れ て 、 以 前 の 計 画 の 変 更 を 強 い ら

れ て い る 。 先 見 の 明 が な か っ た と い え ば そ れ ま で だ が 、 お そ ら く 、 そ れ ら の 建 設 は 計 画 の 段 階 で は 、 今 日 の

反 対 を 想 し 得 な か っ た こ と だ ろ う 。 そ の 当 時 は 、 個 別 的 目 標 に 対 し て 、 最 短 距 離 で 到 達 す る こ と を 、 計 画 の

第 一 に 考 え ら れ て い た 。 し か し 、 価 値 観 も 目 標 も 異 な る 級 事 佐 多 岐 な 需 要 を も っ た 箆 か な 社 会 で の 計 画 の た て

方 は 、 新 し い 観 点 と 別 の 経 路 で 考 え な け れ ば な ら な い 。

計 画 を し な い 計 画 、 成 長 率 ゼ ロ の 計 画 ( 経 済 成 長 率 ゼ ロ の 徳 川 時 代 は む v ろ 幸 福 だ っ た ) も 考 え て み る 必 要

が あ る の で は な か ろ う か。 ? イ ナ ス に な ら ず に ゼ ロ を 維 持 す る こ と は 、 健 康 休 に 安 静 を 強 い る よ う に 、 非 常

に 忍 耐 力 の い る む づ か し い こ と だ と 思 う 。 ( 1  )  

。 隣 り に 高 い 建 物 が 建 つ

お 宅 の 隣 り に 寮 を 造 り ま す の で と 、 同 業 の 方 が 挨 拶 に 見 え た 。

か手呈j立 に す ま せ て い た 。

そ れ か ら し ば ら く し て 建 築 主 と 同 撲 の そ れ ぞ れ の 係 の 人 迷 が い よ い よ 工 事 を 初 め ま す か ら と 挨 拶 に 見 え た 由

家 内 か ら 聞 い た 。 そ の l侍来 る べ き も の が 来 た な と 思 っ た 。

隣 り に 高 い 建 物 が 建 っ て 来 の 主 主 は 見 え な く な る 不 満 と 、 塀 ご し に 「 ジ ロ リ 」 と 見 お ろ さ れ る ん で は な か ろ う か 、

と い う 不 安 感 か ら で は な い だ ろ う か 。

工 事 は ど ん ど ん 進 み 鉄 筋 の 林 が 塀 ご し に 見 え て く る 。 何 と も い ゃ な 気 持 で あ る 。

私 達 は お 隣 り と 塀 ご し に 話 は す る が 、 お 互 に の ぞ き 見 は し な か っ た 。 こ れ が 住 宅 街 に 住 む 者 逮 の 永 い 11¥1の し

き た り てe あった。

日! 照椴の 問 題 も さ る こ と な が ら 、 古 く か ら あ る あ の こ ま や か な 近 隣 柴 田 の 意 識 を ζ わ さ な い よ う に 建 築 主 も

設 計 者 も 計 画 の 段 階 か ら 十 分 に お 考 え 願 い た い 。

建 築 屋 さ ん 達 が 考 え ね ば な ら ぬ lJJ. は 此 処 に も あ る 。

そ の 時 は 何 の く っ た く も な く 、 ぁ 、 そ う で す

「

ヒ

月

号

よ

り

十

二

月

号

ま

で

上

記

凶

氏

で

担

当

〕

(  K )  
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理 曹 と 社 会

表紙デザイン: 表紙デザイン小委員会岳山元清重

軟弱地盤と震災
間 1引 01. 52 9  

会 告 松下fE器産業附奈良工場の見学会 ・協和銀行大阪支庖事務センタ 一新築工事

(第 1} 羽) の見学会 ・建仁寺並びに西行庵の茶室見学の会( 第 l 回〉 ・修学院

総富の拝観( 予定) ・会員の受賞( 建設大臣表彰) ・|凶和46年度東海支部役員

の選任 ・立入検査の実施について ・第 4 回若い会員の集いーふる いまちとあた

らしいまちシ リー ズ(1) . . . ... . .. ... .. .一・ 田・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・...... .. . . . . .. . .... . . .・・ 5  

法令 コーナ -49. 土地区画義理法における建築行為などの制限について( 三好進) ー… .. 11  

読 者 の 頁 建材委員会への質問回答 ・建築技能職員の誕生と建設会社に自力自営

の建築技能高等職業訓練校が設立されだ してきた( 鈴木忠五郎) ・よ

ろ ず相談住宅展 一 ・…ぃ・…・・・・・… ・……………・・………… ・・…… υ ・…… 14

スケッチブック 最 近 竣L した新建築 9点 (No. 685-69叫 ・・………・ ・…・・・ ・・……………一. 17  

クラス メ ート 76. 名古屋高等ム業学校 ( 現名工 大) 昭和 7 年卒… ・… 一一… … … ・…. . . . . . . 19 

( 坂野秀雄 ・八木正一 ・森岡武夫 ・板垣精治郎 ・中川宗治)

建 築 の 眼 渡 辺 道 輝 ( 取 合 い 〈 納 り > )  前川純一( チンドンヤ〉… … … … ・・… 2 1

今凶作郎( ぷ食足りて) 近勝義雄( 隣りに高い建物が建つ)

海 外 写 真 クメ ール文化 3 … … … … … … - 一… … … … - 一・写真と文 ・恒 成 ー 訓 一 . 2 5

作 品 作 風 竹 中 工 務 庖 千 里 山 教育祭・ ・・ … … 設計施 工 : K K 竹 中 工 務 庖… 2 6

堺市立図古: 館… ・… . . .....・ H ・. . …- 設 計: 大阪市立大学栗原研究室

池 田 宮 彦 設 計 事 務 所

施 _ L : K K 奥 村 組

特集 = 軟 弱 地 盤 と 震 災

1. 凶西地方における史料からみた民災の可能性 … … ・… … … … … 吉川 宗治 3 4  

2. 大阪付近の欽弱地盤の特性 ・・・ ・・ … … … … ……・・・… … … … … 三 笠 正人. . 3 8  

3. 上の動的性質 ……・・・… ・・ 一… … … … … … … ー… … … … ・・… ・・… 岩崎 好規… 4 3

4. 軟弱地盤と基鎚構造物の地返応答・ ・・・・・……・・……・…一………山本 鎮男… 4 8

5  地盤のぷ勤特性と誕答… ・・・… … … ・ …………・…・・…・・・…… 小林 啓美一. 5 6  

技 術 の 頁 109. 技術部門 N 値の利用ー ・… -一一 … … …………・・ ・・-… 中 堀 和 英 … 5 9

月 報 トl 本建 築 協 会 月 間 の 動 き ( 昭和46年 7 月分) …・・・…・・………… … … … 6 3

編 集 人 松 井 昭 光

印 刷 昭 和 46 年 9 月 初 日

発 行 昭和 46 年 9 月 25 日

発 行 人 福 中 定 三 郎

発行所 ( 社) 日本建築協会

大阪市東区北浜 3 - 37

電 大 阪 231 - 9 6 4 8  

振替口座大阪 39 9 75

印刷者

印刷所

売 価

網 野 栄

( 株 ) 研 文 社

大阪市北区堂 山町 66

電 大 阪 361 ー 2 0 9 1

1 部 3 6 0円 ・送料共

4 次号特集予告変貌する建築生産

1. 建築後術の変貌と方向

2 建築材料の変貌と方向

3 建築労働の変貌と方向

米国における建築労働

4. システム ( ソフト伎衡管理手法) の展開

<4 11月号特集予告: 第18回青年設術者
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寮 生 の 感 惣

・ 入 寮 の 日 は 雨 が 降 っ て い た。

グ レ ー の 壁 と 木 の 窓 枠 が 印

象 的 だ っ た。

・学生時代の寮と 違 っ て 、 き れ

い す ぎ て 汚 せ な い。 ちょっと

か た 苦 し い。

・ ト イ レ が す べ て 洋 式 で 、 た た

み の 部 屋 が 無 い の で 驚 い た。

・ 勤 務 の 後 、 夕 刻 か ら 練 習 会 な

どの行事がある 。 会 社 の 延 長

の よ う で リ ラ ッ ク ス で き な い。

・ 社 会 人 一 年 生 と し て の 不 安 が

大 き く 、 建 物 へ の 印 象 は う す

L 、。

- すべてが繋いすき' て い る 感 じ

で 、 か え っ て く つ ろ げ な い。

・シ ッ クで落ちついている 。 内

部 は モ ダ ン て'近 代 的。

・寮室は広いが、 2 分されてし

ま っ て 動 き 廻 れ る ス ベ ー ス が

少 な い。

・談 話 室は 棟 毎 に 設 け ら れ て い

て 、 そ れ ぞ れ 違 っ た デ ザ イ ン

がされている 。 面 白 い ニ と に

様 に よ っ て 利 用 率 に 差 が あ る 。

・他棟の談 話 室 に は あ ま り 出 向

か な い。

・一番端 の 棟 の 4 階 か ら 、 共 用

棟 3 階 の 浴 室 へ で か け る の が

大 変 だ。

・入寮後 4 か 月 な の で、 中 庭 は

まだうまくイ吏いこなしていな

い。 ソ ー シ ア ル ハ プ ニ ン グ の

可 能 性 を 期 待 し て い る 。

・ 日 曜 を 除 い て は 夜 の 生 活 が 中

心 な の で 、 使 う う え で 時 間 的

制 約 が 多 い。

・ 教 育 寮 シ ス テ ム よ り 建 物 自 体

の 総 力 が 強 い。 こ の よ う な 産

物 を 通 じ て 寮 生 自 身 が 企 換 カ

ラーを車uり上げていく二とに

なる 。
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堺 市 立 図 書 館

こ の 図 瞥 館 は 、 百 万 郁 市 を 目 指 し て い る 堺 市

の 中 央 図 瞥 館 と し て 殺 到 ー さ れ た 。 場 所 は 、 堺 市

の 将 来 の 発 展 に お い て 文 化 ・行 政 の 中 心 的 な ゾ

ー ン に な る も の と 予 想 さ れ て い る 大1111公 闘 地 区

( 計画 中 ) の - "IJ である 。

中 央 図 料 館 で あ る か ら に は 、 本 来 堺 市 民 全 体

を 対 象 と し た リ フ ァ レ ン ス ・ラ イ ブ ラ リ ー で あ

る こ と が何 よ り も 盟 姿 な 性 物 で な け れ ば な ら な

ｌ 、答である 。 そこでこの設計では、 Ｑ ［Ｇｬｊ聞の ｦｾｬ 反

条 件 と も 考 え 介 わ せ て 、 機 能 的 中 心 と な る べき

リ フ ァ レ ン ス の フ ロ ア を 主1:告 と し て 空 中 に 浮 か

す よ う に 'し て は っ き り 表 現 す る こ と を 先 ず ね ら

った。このリファレンス ＱＺ 皆はｬｴｉｾ べ ものをする の

にふさわしく孫 Ｓ むさのある ｾ ｈ｜｝ にしたいと願い、

閉 鎖 的 な 昭 商 で 凶 み 保 光 は 主 に 上 部 か ら 採 っ て

いる 。 こ の 光 の 係 り }'j は 設 計 の ね ら い の 1 つ で

も あ り 、 立Tmもこの断而から; : . f [ . かれたと云って

よし、 。

こ の 主1: 符は、しかし、当分は点半分が' 学生の

勉 Ｙ 車場に当て られる。 ｉｾ ＭＱ乏 の図 ｉ ｉ ｾ￟ 官がザ Ｚ 生め受

験 勉 強 ぬ で あ る こ と か ら逃れら れ る 円 は ま だ 泣

いに迎いなく、そのt I I J学 生j主はJ l [ flllP早期入 n か

ら の ア プ ロ ー チ で 、 他の機能を百しすことな 〈彼

等 の 閲 覧 室 に 持 か れ る 。

また、中ＧＩＮと図 Ｑ Ｇ ｾ 官白はリ ＷＷ レンス ・ ライブラ

リー で な け れ ば な ら ぬ と は 云 っても 、他方分自自

の 1 つ も な い 現 状 で は 、 周 辺 住 民へ の 直 按 (1'.) 貸

出 サ ー ビ ス や 児mへ の 奉仕 も 併 せ 考 え な い わ け

に は い か な L 、。この設計では 1 1稽 が そ れ に 当る。

い わ ば 分 般 機 能 を 1 1滑 に 飽 き 込 ん だ 形 で あ る 。

更 に こ れ に 付 ず い さ せ て 、 集 会室 ・ 郷 土 資 料室

. A V宅 等 を H 皆から中 2 1: 特にかけて白E し、同

じく 11椛 か ら 小 2 1:祈 に か け て 配 し た 管 理 強 迎

事 務 ス ペ ー ス が 西側1I コ ア を 通 し て 全 体 を な 催 す

る よ う に ま と め て い る 。

地 階特別 ｚ はｾＱｩ本的には保存 ｦＡｾ ＱＡｉ ￬ であるが、主

ド 皆 と は リ フ ト で 結 ば れ る 。 学 生 室 が 将 来 リ フ ァ

レンスｾの拡長に ｬ 吸収される ｬ 時期には、ｬｒ ｦｬ ｬｉｬ コ

アにもリフトを増設して野庫| 稽と: i ! l i 結をつける

ことが予定されている。

基 本貫主計 後 、 実 施 設 計 段 階 で 若 干 の 変 更 が 行

な わ れ て い る が 、 別 棟 に 出 し て い た 機 械 釜 が 地

階担Hl !i 階 に 取 り 込 ま れ た こ と 、 P C版 を 想 定 し

て い た 主 階 外 壁 が ア ル キ ャ ス ト パ ヰ ノ レ に 変 更 さ

れ た こ と な ど は 、 そ の一 番 大 き な 点 で あ ろ う か 。

以上、主として基本塁宣言十の 立 場 か ら 主 旨 を 述

べ た が 、 大 1111公 園 地 区 の 計 固 め 梢 恕 は 現 在 宅 地

化 の 波 に 押 さ れ て 縮小 の 方 向 に あ る と も 11ft <。

先 行 し た 図 書 館 が 、 周 囲 の 民 有 地 の 買 収 も な ら

ぬ ま ま に 中 途 半 端 に 取 り 残 さ れ る 形 に な ら な け

れ ば よ い が と 願 っ て い る 。 ( 栗 原 嘉一 郎 )
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関西地方における史料からみた震災の可能性

吉 川 宗 治

1. ま え が き

関西地方の要の地 lとある大阪が地良 lと襲われた記録は ，允恭

5年 7 月14日( 西歴 416 年 8 月23日) の河内地震がはじめであ

る。以後1970年に至るまでの約1550年聞に大阪を中心に半径約

200km以内に良源地を持つ地震 (M孟 6) は102回( 15年に 1 回〉

半径約 100kmにすると 26回 (50年に 1 回〉起っている。 ζ れら

図- 1

。
。

R

・

tぽ

図- 2

地 質 傷 造 線 と 地 震 の 分 布
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の地震の特性 ，E 災の可能性などについての概説を試みた。

2. 関西地方の地震帯について

日本列島の地震は ，環太平洋地震帯の北西部を形成している

ものであるが， 乙れを詳細にみると日本列島の太平洋沿岸に速

なる外側地震帯と，日本海沿岸の内側地良帯がある。とれらの

2 つの地iE帯の聞の内陸l L id源を持つものも多く ，琵琶湖の西

部より京都，大阪にかけての淀川地雇帯 ，琵琶湖の東南岸部よ

り奈良付近にのびる鈴鹿地足帯および生駒 ，金剛 山系地ik帯な

どに分けられる。 図- 1 Ir.は ，関西での地震分布図を示し ，図

- 2 には ，第 3 紀以降の地質構造図 (Huzi ta， 1962) に過去の

大地震の震央をプロットしたものを示した。図中 ，線は断層を

示すが，当然の乙とながら乙れらの断層にそって大地i: J i が起っ

ているととが分る 。

3. 紀伊半島沖の大地震発生の周期性について

外側地12帯の一部を形成している紀伊半島沖の大地民 ( M 孟

7 ) について，関東南部地長69年周期を提唱した河角広の方法

で時系列解析を行った結果を 図- 3  Ir . 示す。対象にした地民

は，西歴684年から 1946年の閣の 15個についてである。図- 3

においては ，地良発生の周期と ，その周期性存在の確率が示さ

れているが，30- 50年は確率98%以上という高い値を示し ，80 

ＮＮＮＮＮＮ ＱＲ Ｐ 年も ＹＵ ｾ ぢ以上という高い値を示している。とれは， 80 -

120年ごとに発生するものと ，30- 50年を周期としている場合

の 2 つの傾向があるととを示しているものである。

4. 関西地方地震小史

関西 に関して地震の被害が相当あったものについて次に記

す。( 震央キョ離は大阪市を規準としたもの〉

① 仁 和 3 年 7 月30日 887年 8月26日 M= 8. 6 

南海道沖 135.3
0

， 33
0  

震央キョ離= 190km

山城摂津以下 5 畿 7 道，京都の家屋転倒し ，所々に津波襲来

し， とくに摂津口において最もはなはだしく溺死者あり ，京都

にては圧死者が多数あった。

② 天 慶 1年 4 月15日 938年 5 月22日 M= 6.9  

山城大和 135.8
0

， 34，8
0  

ｾ央キョ離 ］ ＳＰ ｫｭ



紀伊半島沖で発生した地震の周期性
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では破壊した家は数千軒，圧死者200人，五条石橋が落ちた。高京都の屋舎多く転倒し死者多数あった。また余震は数カ月{ 乙

槻城，岸和田城が破損。大阪は堀端に多少の地割 ，IIIJ 家の破損，わたってつづいたという。

若干の死者があった。京橋，肥後橋の杭が没入したという 。M=7. 4 1185年 8 月13日文 治 元 年 7 月 9 日③ 

M= 8.4  1707年 10月28 日宝永 4 年 10月 4 日⑬ 民央キョ離= 90km136. 1
0

， 35. 3。近江山城

i: J i 央キョ離= 180km135. 9

0

， 33. 2

0  

東南海道沖と くに京都は地裂け陥没 し，山城，近江，美濃 ，伯誉の地，

日向地方までゆすり ，津浪 lと東は遠江，駿河から西は豊後，寺会など転倒 ，宇治椅がおち ，琵琶湖では湖水が減ったと報告

大阪にては民家約 600粁倒れ，死よっ て多大なる被害をみた。されている。 2 カ月後になっても余民があった。

また浮浪の襲来に より 船舶の被害数1， 300，落橋人は約750名 ，M=ヰ8.41361年 8 月 3 日正平16年 6 月24日@  

50，溺死人約7，000余を数えた。震央キョ雛= 190km135

0

， 33
0  

南海道沖

M= 6. 4  1830年 8 月19日天 保 元 年 7 月 2 日⑪ 難波浦において摂津四天王寺のー金堂転倒 して微塵となり ，

J2央 キ ョ離= 40km135. 7

0

， 35

0  

京都は，一度おそってき た津波は約 1 時間後 lζ 引潮になり ，砂上に

とくに著しい被害は ，京都で死者280名，傷者約1，300名を数残った魚を採ろう とし た数百人が再び襲った津波によって溺死

え，丹波亀山， 大津などであった。
L， ;I:こ。

M= 6. 9 1854年 7 月 9 日安 政 元 年 6 月15 日@  M- 6. 7 1510年 9 月21 日永 正 7 年 8 月 8 日⑤ 

j亙央キョ 離= 70km136. 2
0

， 34. 8。伊賀上野民央キ ョ離= 20k皿135. 7
0

， 34. 6。河内摂津

本長の二日前から相当の震動があり ，伊勢四日市で死者800，その他21社倒れ四天王寺の石の鳥居倒れ，河内高井寺前れ，

伊賀上野壊滅，奈良市で死者284名，潰家800軒 ，大阪でも相当の
た。浦々に高槻lがきて ，大阪で人家の損失は相当数にのぼり ，

震動があり ，津村御坊の法活所がくずれる な どの被害があっ た。余話は70数日つづいた。

M= 8. 4 1854年 12月23 日安 政 元 年11月 4 日⑬ M= 6. 2  1579年 2 月25日天 正 7 年 1 月20 日@  

長央キョ 離 - 220km137. 8

0

， 34. 1

0  

東海道長央キョ 離= 5 k皿135. 5
0

， 34. 7
0  

J夏津

伊勢，三河，若狭越前，土佐，伊豆などに被害はおよび，大四天王寺の鳥居くずれる。

阪にては約 200 粁ばかり出ーれた という 。全国では ，倒壊，流失M= 7. 9 1586年 1 月18日天 正13年 11月29日⑦ 

家屋約8，300，焼失300，死者1，000という。ia央キ ョ離= 190km136. 8

0

， 36

0  

美 濃

M= 8. 4  1854年12月24日安 政 元 年11月 5 日@  美濃 ，尾張，伊勢，山 城，摂津，大和などに被害がでた。京

民央キョ離二70km135. 6

0

， 33. 2

0  

南海道
都においては ，] R 寺の金堂が倒れた。

被害は ，南海，西海 ，山陽，山 陰におよび，高知にては火災M= 7. 0 1596年 9 月 5 日慶 長 元 年 間 7 月13 日
@  

を起 し， 2，500戸を焼失 ，徳島にお いて も1，000戸を焼失 した。民央 キョ 離= 30km135. 7
0

， 34. 8。京都及畿内

大阪では，御堂筋から西部の方 lζ 大き な被害を出 し， 津波にお乙れは淀川筋における最大の地民である。京都では三条以南

そわ れて， 約1，800の船舶に被害があり ，落橋10カ所を数えた。lζ 災害が集中 し， 伏見におい ては激甚であった。大阪では ，大

M= 7. 6 ( 1899年)明 治32年 3 月 7 日⑮ 堺で死者町家は相当数被害を うけ，阪城は無事であっ たが，

iE 央キョ離= 701叩136. 0
0

， 34.2

0  

紀伊大和600人 ， 伏見城中にて約600人 の死者を 出した。

大阪市内砲兵工廠の t煙突の上部が落ち ，内平野小学校一棟がM= 7. 6  1662年 6 月16日寛文 2 年 5 月 1 日① 

損傷をう けた。水道鉄管の破損 したと乙 ろもあ ったようで，混jE央キョ 離二ヰ80km136
0

， 35. 3。琵琶湖西岸

35 

M= 7.4 

乱のた めに負傷者約20名を数えた。

(1927年)昭和 2 年 3 月 7 日@  

唐崎 lとて田畑85町陥没

し，江州' 習にて民家約1，600軒倒れ，約400人が死んだ。京都

被害は琵琶湖の 周囲に多く集中し ，



奥丹後 135

0

， 35. 6

0  

民央 キョ離= 110km

京都府下で最大の被害を出し ，死者2，881名 ，全潰家屋4，899

戸，全焼家屋2，019戸となった。大阪府下においては死者21名，

負傷者126名，全潰家屋127戸となっているが， とれらの被害は

主として埋立地および海岸の軟弱なる土地 ，河川などに沿って

いると ζ ろであった。大阪市内鶴町 ，築港付近の埋立地では ，

地割れを生じ ，鶴岡I では泥水を噴出し ，浸水家屋 700 戸におよ

んだという。

⑪ 昭和11年 2 月21 日 ( 1936年〉 M= 6. 7 

河内 135. 7

0

， 34. 5

0  

属央キョ離= 25km

大阪府下でフk 道管破裂 7 カ所，古市柏原などでは山崩れによ

る圧死者などの死 9 名，道路堤防などの破損74カ所，破損家屋約

1，600軒，大和川流域沿いでは泥水の噴出をみたととろが多い。

⑬ 昭和19年12月 7 日 (1944年) M = 8.3 

東南海道 136. 2

0

， 33. 7

0  

￭ｾ 央キョ離 ］ ＱＳＰ ｫｭ

大平洋戦争末期に外側地j亙帯をi*源、とする大地長で ，静岡 ，

愛知，三重 3 県の被害は甚大であった。大阪市内では死者 6 人，

重軽傷者120人，家屋全壊122戸，半壊小破2，500戸，傾斜2，700

戸 ，浸水2，100戸，火災 7 戸を生じ ，大正区では泥水を噴出した

と乙ろもあった。乙とに軍国重大なる時機で ，汽車不通 ，各種

軍需工場の破壊を伴い ，生産上の障害大であり， ζ れらの被害

報道のみならず ， "動揺" を防ぐため地長調査概要も "極秘"

として報道管制がしかれていたために ，地i互については国民に

はあまり知らされなかった。

⑬ 昭和21年12月21 日 (1946年) M= 8. 1 

南海道 135. 7
0

， 33.0。 長央キョ離= 185km

12害は ，四国 ，九州， 近畿，中国および中部地方の一部にい

たり，全国で死者 1，330名， 住家全潰 9，000戸， 半 潰 約 2 万

戸，津浪によっても大きな被害を与えた( 紀伊半島南端で高さ

6. 6m) 。大阪市内の家屋の全壊は ，戦災での焼失で残っていた

ものとかパラック作りのものとか約 100 戸が全壊，死者14名を

数えた。被害は大正築港などとともに東成，平野あたりに小破

したものが多かった。 幸い津波は0. 4- 0. 6mていどで ， ζ れに

よる大きな被害はなかった。

5. 地震動の特性と震災の可能性

一般に地震動の記録から分る特性は ，水平動の方が，上下動

に絞べてその振幅は 2 - 3 倍ていど大きく，波形はランダムで

強振動継続時間は ，10秒~数分におよんでいる 。地民基盤上で

の加速度披形の水平成分について，その最大加速度，卓越周期で

その特性を第 1 近似として ，地震の規模と jE央キョ離の関係で

表示 した ものが 図- 4である1 ) 。等最大加速度線 (Max. Acc . )

および等卓越周期線 (T けが実線で示され，地i孟の民度 (I nter-

si ty) が点線で示されている 。既往の事実からみれば，JZ害は

震度 IV (中庭) あたりからア ース ・ダムなどの土構造物にあら
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われはじめ，足度v ( 強震〉で壁に割れ目がはいるなどの構造

物に対 して表われ，民度VI ( 烈震〉では，家屋の倒壊，山 くず

れなどの被害が発生するといわれている。ある地域での過去の

地震の被害のていどは ，過去の地民をその地域からの震央キョ

離- Ma g. のグラフ上にプ ロットし ， 局所的な差異も大きい

が，予想される足度と比較する乙とで示される。

6. 各都市における過去の地震

過去の地震( 臼4A. D.  - 1970) で1M央，規模の推定されてい

るものを選びだし ，大阪，神戸，京都，大津，奈良および和歌

山の各都市における Mag. 一震央キョ離の関係を図- 5  - 1 0
1
)  

K 示した。 乙れらの図から分るように ，相当の被害を出すもの

と思われる震度 IV- V 以上を与えた地躍についてまず考えた

い。近キョ敵地震 ( D 豆50km) で震度V 以上を与えたと思われ

る地震が多発している地域にある都市は ，大阪，京都，大津お

よび奈良である。中キョ離 ( 50- 100km) - 遠キョ離 ( 100km以

上〉地長は程度の差はあるが，ど の地域にもみられる。各都市

周辺の足度 V - VI 以上を与えた地震が過去 1，300 年間に何回起

っているかを示すと 表- 1のようになる。

乙れらの地震のほかに ，史料からもれているもの，震央および

規模の推定のつきがたいものも含めると表ー 1 の数を上回る乙

とは充分考えられるが，表- 1 からみれば， 乙れらの都市は，

50- 200年に一度は長度 V 程度以上の， 30- 50 年に一度は震度

W程度以上の地起におそわれている乙とが分る。ちなみに 1971

年 2 月 9 日のロスアンゼノレス地震は， M= 6. 7， ｾ央から ＲＵｫｭ

範囲内では，被害甚大で、あったという( 物的損害だけで約1，000

倍、円) 。いわゆる 近地地震での被害の様子は ，昭和23年 6 月28 日

の福井地震で経験 したように局所的ではあるが，激甚である。

歴史的にみて関西には ，淀川地震帯，生駒金剛 山系地震帯をそ

表一 1 各都市周辺の震度別地震数 (684AD- 1970)  

震 度 V 以 上 震 度 W 以 上

都市名 I Dく50km I  D) 50km I  計 I  D<50km I  D く50km I  計

大 阪 8  9  17 15 24 39 

神 戸 2  5  7  4  26 30 

京 都 8  8  16 14 20 34 

奈 良 9  10 19 13 20 33 

大 津 9  6  15  13 17 30 

和歌山 10 10 27 27 
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の圏内に持ち ， しかも都市化が進行するにつれて軟弱な地盤の

上 lζ 都市を構築するという現実 lζ なっている。局地地震の ζ れ

らに対する被害は，福井地 ￭ｾ の際のどとき壊滅的な被害Ｈ九頭

竜川流域の 20x 10kmの小さな 平野部に限られて ， 死者約 4 千

名 ，乙 の地域の約255ちの部分で全壊率1005ぢを示し ，家屋の倒

潰 3 万 5 千戸 ，焼失約 4 千戸を数えた。〉とい う表現以外に適

当な とと ばがない。

7. 今後の震災の可能性 とその考え方

最近の都市および生活空聞を形成しているものは ，多種多様

になっており ，耐震的にみてもたとえば固有周期の短かいもの

から長いもの (0. 1 秒から数秒〉に至る広い範囲に分布してい

る。また地民動の地震基盤上で、の特性も図- 4 1ζ 示されている

ように大きく変化している 。 さらに地震基盤から構造物に至る

までの表層地盤特性の違いが大きく震災を左右する乙とが分っ

ている 。すなわち，

① 地震動の地jE基盤上での特性

② 表田地盤の特性

③ 構造物の動的特性

の 3 つの相互関係で大きく被害のようすが変ってくる 。 乙とで

は①の関西にお ける地長基盤上での地震動の特性をふれるにと

どめるが，図- 5.......10と図- 4 から次の乙とがいえよう 。

震度rv.......v ていど以上を関西にもたらす地震は ，次のような

ものである 。

① Ma g . 7 ていどで民源は30km以内の近地地震

(Ma x  Acc.  = 0. 1.......0.2 g  T  [' = 0. 2.......0. 4sec)  

② Mag.  ＷＮＵ ていどで［ｾ源は ＵＰ ＮＮＮＮＮＮＮ ＱＰＰｫｭ の中 キョ 離地震

( Max  Ac c= O. 05.......0.15 g ， T p =O. 4- 0.  6sec)  

③ Mag.  8. 5 程度で j亙源、は 100回以遠の遠キョ 離地長

(Ma x  Acc. = O. 05.......0.15 g ， T p二三0. 6sec)

すなわち①は ，Ma g は小 さいが局地的民害は壊滅的であろ

うと思われるもので，淀川地ia帯，生駒金剛山系のものによる

ものである 。②は琵琶湖付近を長源とするもので，⑤は紀伊半

島沖 lζ 発生する超符級のもので津浪を伴う可能性のあるもので

ある。

8. あ と が き

関西地方の震災の可能性を過去の地iL史料を通して明らかに

し，さらにそれらの士山民勤特性にも若干の考察を加えた。なお ，

本稿は( 財〉大阪土質試験所チ ーフ・エ ンジニア岩崎好規氏に

よって提供された資料などから抜粋したものであり，同氏 lと深

く謝する 。

量豊考文献

1  ) 岩崎好規( 1971) . 近畿地方で耐銭工学上考慮すべき地震 について" 昭和46年度土木学会

関西支部学術講演会紙製

(よ しか わ そ う じ 京都大学防災研究所 教授)
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大 阪 付 近 の 軟 弱 地 盤 の 特 性

- 笠 正 人

1. 大阪地盤の地質構成

大阪の軟弱な表層地盤の特性は ，その深層地盤の地質学的構

成に深い関りを持つから，まず乙れについて簡単に説明してお

ζ う。

図- 1は大阪の地盤をほぼ東西に切 った 断面図 2) である。寸

法比の関係で誇張されているが，大阪平野がその周辺の多くの

構造線( 断層) に沿って年々出降し ていく 基盤岩の上に漸次た

い積していったものである乙とが理解されよう。

第三紀末の鮮新世 (200- 700万年前〉から第四紀最新世( 洪

積世 : 約10- 200万年前) にかけてたい積 した神戸層群， 二 上

田群，大阪居群下部，大阪間群上部の各層は ，たい積時にはも

ちろん現在の大阪周辺の丘陵地帯を含めて広く同一レベルでた

い積したものであるが，六甲変動などのはげしい地殻変動のた

め，長近数十万年の間にあるいは六甲山の隆起にともなって数

百メ ート ルの高さまで押し上げられ( 現在は一部を残してほと

んどが削られてなくなっているが) ，あるいは大阪平野の地底

深く数百メ ー トJ レも沈降したのである。( 乙の地殻変動はその

速度を緩めながら現在もなお続き ，平野部の地盤沈下の原因の

一一 どくわずかではあるが一一 一部となっている)

ζ の大阪層群上にやや不整合に上部洪積層がたい積 してその

最上部にいわゆる天満層を形づくり，その上にちゅう積粘土居

六甲山

海面

w  

. . ちゅう積層 匿 雪 上 部 洪 積 眉

( 最後の氷河期のあとの海面上昇中にたい積したので厚い) とち

ゅう積砂れき層がたい積して大阪平野の地盤を構成している。

大阪層群上部がたい積した時点からむしろ隆起をはじめた千

里 ，泉北の丘陵地帯などでは ，当然上部洪積層やちゅう積屈は

存在しないが，地形によっては部分的に軟弱なちゅう積相当屈

を見るととがあり ，また活断層 lと沿って大阪層群の粘土自体が

劣化し ，強度を著しく低下して地すべり地帯を生じている例も

ある。いわゆる軟弱地盤は上記のように主と して ちゅう積屈に

限られるが，そのほか ζ 乙十数年来進められてきた海面埋立て

による土地造成工事は ，埋立土や施工法をよほど慎重に選んだ

場合のほかは ，おおむね人為的な軟弱地盤を形成し ，工学的に

もっ とも多くの問題を抱えている。

図- 2はちゅう積層が半ばたい積した先史時代の海岸線〈推

定図〉と ，現在のそれとを比較したものである P 。また図- 3

は大阪近辺の地質図 2) 上に ，ちゅ う積層等厚線を破線で，また

公団アパー トの平均固有振動数 ( %) の等高線を実線で示した

ものである 1) 。日本住宅公団の標準形アパート の振動はそのほ

とんどが基礎周辺の地盤の変形に よるロッキング動であるか

ら，その固有振動数の分布は表層付近の地盤の剛性分布を示す

ものとみてよい。鳥海の調査によると ，各団地どとに ζ れはか

なりちらばりがあるが，その平均値から求めた等高線は図- 3

のように地表の地質状態と密接な関係があるようである。

生駒山

震 ヨ 大 阪 層 群 ( 上 部 )

Eヨ 大阪層群( 下部)
匡ｾ下大阪層群昨紀Ｉ 四 国 間 群 ( 知己) [ 2 ヨ 花こう岩

図- 1 大阪付近地質断面図
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図- 2

2. 大阪地盤の代表例
4  

大阪の軟弱地盤地帯の代表として港区

南海岸通三丁目における深さ 60 mまでの

調査デー タ1) と，東大阪市上小阪町にお

ける深さ 20mまでの調査データ 1) と，堺

市大浜西町地先において埋立地の造成直

後に調査した埋立土自体のデータ 3) の 3

つを図- 4 ， 5 ， 6 1と示そう。

港区の例では地表からー 8 mまでは途

中にシ J レトの レン ズをはさんだN 2 -

10の比較的ゆるいむらのあるちゅう積砂

屈で，その下一29mまでは液性限界 ( L

L )  80- 100 の高塑性無機粘土からなる

ちゅう積粘土層である。相対含水比 l:E WR

は上部の0.7から下部の0. 4まで変り，強

度はN1直でみると上部の 1 - 2 から下部

で急に増えて10le達し ，下部滞水屈の地

下水位低下の影響が明らかに見られる。

その下の新しいとう積層〈いわゆる天

満居) は ，- 3 6 mまではN値20- 30 くらいの中程度の締まり方

の砂と粘土の互層であるが，それ以下の砂れき層はN> 50でよ

く締まっており ，深い基礎の支持層として十分な強さを有して

いる。 - 43 - 54mの粘土居は L L が 140 にも及ぶ高塑性の洪積

Os oko Boy  

- 一 一 一 一 一 ち ゅ う 積 層 等 厚 線 ( m)

一一一一一一一 固有振動数等高線 ( C/ S)

仁 コ ち ゅ う積 層

口 上 部 洪 積 層

匡 ヨ 大 阪 層 群 (上部)

凹 大 阪 層 群 ( 下部)

-tニい肺・

闘

EZ3 火山岩 ( 噴出岩)

図 花 こ う 糊

1惜

粘土で ，WnO. 4以下で十分に圧密されており ，N値が12- 18と

非常に強いのはやや過大に測定されたきらいがあるにしても ，

一取li 圧縮強さも 35- 40t/nflζ 達する粘土である。

滞水層の水位は地表のちゅう積砂屈でー 1 - 2 m，洪積砂屈

で調査当時一 27 m，現在は地下水汲上げ規制のため - 2 m程度

に回復している。

次lζ 東大阪市の例では地表から一 7 mまでは薄いレンズ状の

粘土居を数層はさんだゆるいちゅう積砂層で，その下一 14mま

では L L = 60- 80の高塑性ちゅう積粘土層である。乙の粘土は

先の港区の粘土と比べて非常に特異な性質を持っている。すな

わち 中央 の 4 mあまりは相対含水比が! WR > 1 と大き し あた

被性指数とも呼ばれる。 W n= _!ι ニ笠乙( w ・合水 比 WL  液性限界 wp : 塑性限界)

WL - WP  

した均ま って 叫 = WL のとき W n・1 ，w = ω p のとき Wn = O である.

図- 3

+  

+  -r 

.. +  

• +  +  

伊f す-T r- " ゃ. i  

ν 吋1'" +  +  -t +  

.. + 噌

守 令 + +  +  -t 

守 U 叫 . . 令 + +  -t t  
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，: "j J jf l . "' " ... マ Ｋ ｾ 官、 ＮＮＮ -t T  +  +  すふ m よー+ +  +  

地質図と公団アパート平均固有録動数等高線

かもたい積直後のきわめてゆるい状態であるかのように見える

が，一方一利l圧縮強さはq..=4  - 7  t/rrf とかなりの強さを示し

ている点である 。とれは図- 2 でも わかるように ，旧大和川河

口の入江にたい積した海成粘土が， 自重圧密終了後地下水によ

ってその塩分が溶脱され，含水比と強度をほとんど変えないま

ま， L L だけが大幅に低下したためと考えられている。 WR >

1 であるから乙ねかえすとほとんど液状となり，もちろん一軸

試験などできない。とのような超鋭敏粘土は上町台地以東の随

所に見られるが，掘削工事や基礎工事でしばしば問題を起とす

地盤で，耐民的 lζ も大きな問題である。

洪積層以下の土性は東大阪も西大阪も大差ない。

次 lζ 堺市の埋立地の例はサンドポンプで海底土砂を吹き揚げ

たもので，非常に変化の多い造成地の中のかなり弱い地点の埋

立土だけに関するデータである。埋立土は厚さ 9. 5m のゆるい

シJ レト 質粘土で，地表近くに L L が大きしかっ含水比の高い

ヘドロ が集ま って いる。相対含水比は下端を除いて WR > l で

地表付近でとくに大きく ，まだ自重圧密が終わっていず，表面
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乾燥も始まっ ていない乙とを示している 。( 自重圧密が終

わると ，地表から - 1 - 2 mあた りで WR = l となる 。〉

コー ン試験結果をみる と， と乙ろど乙ろ サ ン ドシーム の

ため強く出ているが， 粘 土 の と乙ろでは非常に弱く ，

c = -L  P の換算式による と粘着力は C 孟O. 2t l  rrf であ

10 

る。乙の埋立地の在来地盤は洪積段丘居の上にわずかに

海底粘土がたい積した状態であったから ，埋立粘土の下

端は海底粘土かもしれず，その境界は定かでない。

3. 粘土層の特性

前節で例示した 3 つの地盤 lζ 含まれていた 4 種の粘土

居のほか千里，泉北等の丘陵地帯で地表部 lζ 見られる大

阪屈群の洪積粘土を加えて ，その主な工学的特性値の範

囲を表- 1 1[ 示す。今回の目的が民災であるから圧密特

性などについては省略する 。

さて相対含水比 Wn を績調Jn乙，鋭敏比 Sc を縦指h ( 対

数回盛り〉にとって 4 種の粘土( 洪積粘土はひとつにま

とめた〉の値の範囲を示すと 図- 7
4

) のようになる。い

ま粘土の乙ねかえし強さを実験的 lζ 相対含水比 WR の関

数として表わし ， とれをもとにして乙の図の上にせん断

強さ c = 0. 1， 1， 10， 100t /  rrl のコンタ ーを描き ，乙れを境

として強さに関し 5 段階に区分すると ，ほぼ

洪積粘土一一硬質粘土( 一部普通粘土)

ちゅう積粘土一一普通粘土( 一部軟弱粘土〉

埋立および海底粘土一一軟弱粘土( 一部液状粘土)

となって常識に合致する c 次 lζ 鋭敏性の問題であるが，

T erzaghi -Peck は鋭敏比 4 以上を鋭敏粘土 ， 8 以上を

超鋭敏粘土と名付けた 。と乙ろがこのように鋭敏比だけ

で見ると洪積粘土は東大阪のちゅう積粘土よりもさらに

鋭敏な超鋭敏粘土という乙とになり ，たとえば超高層ビ

J レの支持層として耐民的 lζ 不適当との印象を与える。と

とろが実際 lζ 洪積粘土の乙ねかえし強さを求めるために

はひと握りの試料を最低 2 時間くらいはブJ を入れて乙ね

ないと十分強度が低下しない 。つまり乙れは外的作用に

対しでかなり鈍感な粘土であり ， 1 - 2 分程度持続する

地j孟動によって強肢が大幅に低下するおそれはまずない

のである 。

以上の乙とから鋭敏粘土の範囲を図一 7 のハッチのよ

うに限定するととを筆者は先に提案したがω ，乙うする

と大阪の洪積粘土はほとんど鋭敏粘土の範ちゅうに入ら

ず，また超鋭敏粘土と呼べるのは東大阪ちゅう積粘土の

一部だけになる 。耐長的にもっとも問題となるのは ，図

の右上の鋭敏( および超鋭敏) 粘土と右下の液状に近い

軟弱粘土である 。とれらの粘土屈は工期さえ許せば，サ

ンドドレ ー ンなどの排水路工を施して圧密強化する乙と
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が，結局は経済的である場合が多い 。 とくに埋立地にお

いては埋立実施前から計画的に ζ の点を考慮 して施工す

れば比較的容易に堅固な造成地を得るととができるので
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〈大阪南港埋立地での実施例を文献 5) に挙げておく) ，

建築家の立場からもそのような要求をどしど し出してい

だfこき fこいと思う 。

さて表- 1 ，図一 7 Iζ 見るように ，大阪層群の粘土は

もともと非常に強いものであるが， 乙れが前記のように

活断層沿いに大きな応力を受けるとヒビワレを生じ ，地

下水の作用等によって部分的に劣化し ，地すべりを生じ

るほどにまで弱体化している場合がある。筆者らの調査

した例では ，泉北丘陵の地すべり地帯における粘土の強

度は ，Skempt onの定義した残留強度( せん断応力がピ

ークを越えて低下していった極限の値〉まで低下 してい

たω 。 乙の粘土の乱怠ない状態での強度常数は 100t / rrf 

以下の応力範囲で ，Ca=48t /  nf ， ct ，，= 8
0

であったが，残

留強度は C"r宇 0，φ" ，= 19
0

と著しく 小 さかった。

また洪積粘土を用いた盛土は ，締め固めが不十分な場

合には地下水の作用により同様の弱体化をきたすおそれ

があるので ，十分な注意が必要である。

なお ， くい基礎などの耐震設計に常に必要とされる地

盤のパネ常数K 値は ，本来地盤 lζ 固有な常数ではなく ，

基礎の大きさによって異なる ，いわば寸法効果を有する

ものであるから ， 乙乙で直接その数値を呈示する乙とは

差控えたい。 K 値に関する土質常数は ，Ｍｾｾ ｩｉ または三軸
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図- 6 堺 6区埋立地内土質柱状図

表- 1 大阪地盤の代表的な粘土居の工学的特性

粘 土 の 種 類

液性限界( L L )  
相対含PVyRk比

q一u軸=圧

2c

縮( 強

t/ r

さ

If) 

標準貫入試験 鋭 敏 比

W L  
N 値 Sι 

1. 西大阪ちゅう積粘土 60- l l 0 0.5- 0. 9 2- 20  0- 8  3- 10 

2.  東大阪ちゅう積粘土 50- 80 0.6- 1. 3  1. 5- 16  0 - 5  5- 50  

3.  洪積粘土( 天満庖) 60- 150 0. 4- 0. 6 20 - 40 7- 12 5- 30  

4.  洪積粘土( 大阪庖群) 70- 150 0. 1- 0. 5  30 - 250  10- 25 5- 80 

5.  
埋(改立良お工よ法をび施海さ底ない粘と土

き〉

80- l l 0 0. 8- 3.0 0 - 5  0 - 1  1 - 5  

t主〉数値はだいたいの範聞で例外的なものは含まれていない。 一軸圧縮強さは試料の乱れによりいく らか低下したものが含まれている。
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図- 7 大阪地盤の状態図
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図- 9

圧縮試験で求められる変形係数E である。応力レベ J レの低い と

きの E 値( 初期接線係数〉は竹中によって得られた E = 2 1 0 c

の関係が有用で，乙れを用いればたとえば図ー 7 から各粘土の

E 値を読みとる乙とができる。

42  

4. 砂 層 の 特 性

洪積砂層は N孟30，洪積砂れき層はNミ50が標準的な値であ

り，かっ場所によってそれほど大差ない。しかしその厚さはか

なりまちまちである。 N 孟50 の砂れき層が4. 5メート J レ以上あ

ると ， 深い基礎の支持層として十分で ， 内部摩擦角と し て地 ￭ｾ

時でも φ= 40
0

以上を期待してよい。

ちゅう積砂層は ，場所によりかなり様子が異なる。 図- 8 の

上町台地@ 以西の③③地区についてN 値の実測ひん度を求めた

ものが図- 9
1

) である。図- 4 ，5 の例 lとも見るように ， @地

域ではれきを含む層を除いておおむねN 豆10で= かなりゆるい。

乙のような砂層は構造物の支持層となり得ないばかりか ，地震

時には致命的な液状化の危険すら考えられ，重要な構造物の場

合は慎重な配慮が必要である。たとえば地下皇室に対する地区時

の土圧計算では φ = 0 とし，主働土圧係数を 1 にとって行なう

必要も生じ て くる。

埋立地の砂層も当然ちゅう積砂層と同様，あるいはそれ以上

に弱く ，大径のれきを主とする場合を除いてたいていN = 5 程

度を出ない。したがって液状化の危険は大きく ，極言すれば砂

の内部摩擦角を φ > 0 とし た耐良計算は一定限度以上の地位に

対してはすべて無意味であるというととになる。乙の対策とし

ては ，ゆるい砂地盤を締め固める以外に方法はなく ，いかに効

率的 lζ 締め固めを行なうかが構造物の耐良性を決定すると言え

ょう。

あ と が き

以上大阪付近の軟弱地盤の，主として耐良性 lと関 る特性をど

く概念的に説明してきた。とくに強調した粘土の鋭敏性と砂の

液状化は，いずれも土の構造の本質と ，その動的特性という難し

い 2 つのテ ーマの接点に位置する問題なので ，現在までの研究

成果は多々見られる( 乙れについては他の執筆者によって紹介

されると思う) ものの，現場の諸問題のすべてに定量的な解を

与えるに到っていないのは ，むしろ当然である。しかし学問的

な “ 解" はなくとも ，技術的な "対策" はなければならない。

乙の点に関する筆者の考え一一一至極常識的なものであるがーー

を本文に示したつもりである。

終りに地質の問題 lζ 関していろいろ助言をいただいた竹中博

士lζ 感謝の意を表する次第です。
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土 の 動 的 性 質

岩 崎 好 規

1 . ま え が き

土の動的性質を理解し，把握する道は ，その単純にとらえがた

い複雑さゆえに遠くて険しいものがあり ，展望を試みようと見

はらしのきく山を探しでもあるのはせいぜい容のかかった小山

位である。 1930 年代からはじまった土の動的性質の現在での

(1971年) 探究の方向と ，技術状態の紹介を試みる。

2. 土の構成式

土の挙動を決定する本質的な考え方を何らかの形で表わした

ものを土の構成式という。土の要素をとりだして，要素にかか

る応力と変形の関係を調べる乙とが動的問題 lζ 限らず静的問題

においても決定的に重要な乙とである。

最近では温度の影響も考慮に入れた構成式が提案され，今後

は力と変形の関係 lζ 熱力学的見方も含めて土の要索とその要素

表面を通じての外部からのエネ J レギーの伝達を基調とした三相

( 固体，液体，気体〉問題としての土の構成式を考えるという

方向にむかっているように思える。

土の構成式は，土の力学モデ j レを通じて提案されてきたが，

乙れらの実験理論的考察においても ，また実用的な意味におい

ても土の応力一ひずみ関係を決める一つの大きな要素は ，静的

動的を問わず加える応力の大きさ ，ないしはそれによって生じ

るひずみの大きさに依存しているととである 。

3. 土の構成式の応力ないしひずみ依存性

一般的な応力状態 ，変形状態での応力一ひずみ関係を説明す

るととは現在では難かしいので ，ある特殊な応力一変形状態 !ζ

限られる場合が多い。

S. Mu r ayama を中心にした京都大学防災研究所のグループ

は，数年来の研究によって動的一割li ない し動的三軸試験結果な

どから上限降伏値などを導入し ，応力依存性という観点から土

の構成式を論じている P 。

他 方 ，H.  Bol t on Seed の指導する米国カリフォル ニア大学

のパークレー における ，動的三軸 ，動的単純セン断試験などを

中心にした研究結果は ，線型等価係数によって土の構成式を論

じ，乙れらの係数のひずみ依存性 という点を明らかに した2>。

乙乙ではまず，それぞれの考え方 を中心に ，土の構成式の応

力依存性，およびひずみ依存性に ついて概観する。

3- 1. 応力依存性について

動的三軸試験を用いて ，応力とひずみの関係を応力レベノレを

変化させて実験的に求めた結果の一例が 図ー 1 に示されてい

る1 > 。図から明らかなように ，与えた応力 レベJ レの小さい時と

大きい時の応力一ひずみの関係を比較すると次のような ζ とが

指摘できょ う。

@  加える応力を増大さすにつれて， 平均的な変形係数( = 応

力振幅/ ひずみ振幅〉 は減少す る。

@  ヒステリシス曲線から得られる ，吸収率。= ( 1 サイクノレ

中lζ 熱となって吸収された エネノレギー ( Ll W) / 物質 lζ 加えら

れた 1 サイクノレ中の全仕事畳 ( W)J は，加えた応力ととも

に増大している。

また ，加える応力の周波数を変化さした時の ，変形係数の変化

は図- 2 1乙示されている 1 > が，

① 一定の応力振幅を与えて ，周波数を増加すると ，変形係数

は増大している。

動的な偏差応力を長時間加えると ，静的な応力時と同様にク

リープ現象を生じる。図- 3 - 4 は，一軸圧縮状態において

正弦波的な車l I l 圧変化を加えた時の試験結果から得られたもの

である 1 >。図- 3 1ζ は，応力振幅をパ ラメータにしてク リー

プひずみの時間的変化 を示したもの1) であり ，図- 4は，前図

より求められたもの 1) で裁荷後の時間経過をパラメ ータに ，

ひずみの時間変化 (dε/dt ) と載荷応力の関係を示したもの

である。

@  図- 4 を見ると ，σ1 Uax<O. 72kg/ cni 程度までは ，dε/d t  

は比較的に小さく ，dε/dt はほぼ直線関係になっているが，

σmax>O. 72kg/ cni になると dε/dt は急激に増加していること

が分る。 σmax = 0. 72kg/ cni あたりはク リー プ現象の変化点で

あり ，上限降伏値と呼ばれているものである。また図- 4 に

おいて dε/dt と σ皿 ax の関係を σm. ax<O. 5kg/ cni の方に伸

ばし てみると ，ほぽo. 3kg/ cni ていどで dε/dt = 0 となって各

時間別の曲線は一点に会する乙 とが分る。乙の σ回 目 = 0. 3kg

/cni の値は ，それ以下の応力 レベルで‘ はクリ ープの生じない

とい う一応の限界を示しているもので ，乙の点は ，下限降伏

値と呼ばれているものである。 (下限降伏値については ，そ

の存在が議論されていていまだ明らかでないが，実用上は何

らかの形で、設定されうるものである。)

さて以上のような土要素の応力一 ひずみ関係を説明するよう

なモデルは次のようなものとなろう。
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3-1-1 下限降伏値以下の応力レベル

下限降伏値以下の応力レベ J レにおける土の挙動は ，ほぽ線型

弾性ない し， わずかの履歴減衰が見いだされるもので ，スプリ

ング( 弾性〉とダッシュ ・ポット( 粘性〉を並列にしたいわゆ

るフォーク トモテソレを中心に考えられるものである。下限降伏

値の物理的意味は ，土要素の弾性的構造が耐えられなくなる一

種の破壊強度のようなものであり，一軸圧縮度 q"， を規準にと

れば ，下限降伏値は ，0. 1- 0. 3 qu 程度のものであろう。

3-1-2 下限降伏値から上限降伏{ 直の聞の応力 レベル

乙の聞の応力レベ ｊ レにおいては ， 粘 ｩｪｬｾ 性を主体にした性状を

示すが，わずかの粘塑性的要素も示している。

スプリングとダッシュ ・ポッ ト要業を直列に結んだマックス

ウエ J レモデルと前述のフォ ー クト ・モデ J レを組合わしたもので

図- 1 Stre. . . . t 巾 n rel at i on.  at 河 巾 山 同 町 田 ampl i t udeo and ti xed f requency.  
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匂J

0.4  

0 2  

モデ J レ表示できるが，粘弾性的な性質はフォ ー クト ，粘塑性的

な性質はマックスウエ J レモデ J レで・表わされるものである。

上限降伏値の物理的意味は ，土の構造の破壊を起乙さす強度

であり ，上限降伏値以上の応力を加えればク リープを起こして

後，破嬢にいたるが，上限降伏値以下の応力であれば，クリ ー

プは生じるが破壊は生じないものである。

一軸圧縮強度 qu を規準にとれば，上限降伏値は約0.7 q"， 程

度のものになる。

3-1-3 上限降伏値以上の応力 レベルの時

上限降伏値以上の応力を受ける土は ，粘塑性体としての現象

を示し，クリ ープののちに最後は破壊にいたるものである。破

壊にいたるまでの挙動はマックスウエノレモテ、 J レを主として考 え

る乙とで説明されよう 。
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3- 2  ひずみ依存性について

Seed を中心とする一連の実験結果 ，応答計算結果などに

基づいての提案は，土要素に加える セ ン断力と ，それによって

生ずる セ ン断ひずみの関係を ，主 とし て生ずる セン 断ひずみの

大きさによって整理したものである。土の応力一ひずみ関係に

おける ヒステリシス ・ループから ，土の構成式を決定する 2 つ

の要素 ，弾性的性質と減衰性lζ 注目し ，線型等価弾性係数と線

型等価減衰比で表わす。乙れらの線型等価係数のヒステリシス

• J レープからの決定法は図- 5 1乙示されている。

3- 2- 1 飽和粘土の等価係数

粘性土の線型等価係数を測定するととは ，試料採取に伴う乱

れ，応力ないしひずみの大きさに影響されるため正確な値を得

る乙とは非常にむつかしい。現地で測定される波動観測によれ

ば試料採取に伴う乱れから逃れる乙とができるが，普通の場合

生じているひずみは小さな場合( 10-
8
- 10-

6
) にI授られている。

乙れ以上のひずみレベル ( 10-
6
- 10-

2
) の特性は室内試験で求

めるととにならざるを得ない。今までに得られている測定例か

ら類推すると ，試料の乱れの影響で室内実験から求められた線

型等価卵性係数は，実際の値の30- 5096程度に減少 している 2)

ものと思える。 図 Ｍ Ｖ Ｑζ は ， 線型等価セン断係数 ｇ を Ｍ ｾｱｨ セン

断強さ S u で除して正規化した値と ，最大の セン断ひずみ ( γ 〉

との関係がプロットしである 2) 。

こ乙で試料採取の乱れの期待されるものについては 2. 5 倍の

補正を G Iζ 行っている。また図- 7には ， S 波測定時Iζ 期待さ

れるセン断ひずみ 3 x  10-
4
96時の G で規準化 された G - γ の関

係が示されている 2) 。図- 8には ，線型等価減衰比の値と セン

断ひずみとの関係がプロッ トて しある 2) が，データは著しくば

らついており，平均的な値から: t 50$ぢ近くも幅をもっている乙

とが分る。

3- 2- 2 砂質土の等価係数

砂質土の等価係数の値を左右する重要な要素は主と して， 間

ゲキ比ないしは相対密度 ，拘束圧 ，およびセン断ひずみの大き

さなどである。線型等価セ ン断係数

G = 1， 000K
2  

( σ F制) 0 .5 

を G ( psf )  ，平均主要有効応力を σ' m で示 し，K
2 を係数と

すれば，実験的に上記の式が成立する。 K
2 はセン 断ひずみ と

間ゲキ比によって決定できるものである。 図
- 9 1<:: は，相対密

度約7596時の K 2 のセン断ひずみに よる変化を示 し
2〉，図

- 10

には，相対密度が約 40 96時のものが示 されている
2)

。図ー11

にはとれらから相対密度 30- 90 96の時の K
2 の変化を推定 し

たものが示されている 23 0 また 図- 12 1ζ はセ ン断ひずみが約

10-
4

$引寺の G を規準にしてひずみによる G の変化が示されてい

る2) 。

砂質土の線型等価減衰比は主として ，平均有効主応力 ，間隙
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ひずみに力点を

き

土の力学的構成式を ，

カtとあ

おく か，応力依存性の観点 に立つかは取

り扱う問題 ，各人のアプロ ーチによって

異なるが，土を用いて何かを設計する立

"応力依存性" の観点の方場に立つ時，

からがはるかに容易であろう。現今の破

壊の規準式に して も，応力で表示された

ひずみで表示さ破壊規準は多々あるが，

れた一般的な破壊規準は皆無に等しいと

Ronge ot vol ues tor dot o 

shown in F igs 5  ond 6  

1. 0  

a

u

a

u

A

m

，

ヲ

ι

n

u

n

u

円

u

n

》

言

。

と

E

7

0

τ

h

-

0

2

3

3

E
』

0

2的

、
h

z

-

o
と

的

』

O

m

w

z

m

争

O

凶
コ
一
コ
司
。

E

』

O

ω

ぷ

的
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lζ ，応力依存性の方が実用的にも便利で

ア(1971年〉現在ではしかし ，ある。
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図- 12

ータが比較的豊富に整理されているとい

うζ とから ，ひずみ依存性の立場が一地

区i時応答計算の場合などーに特 lζ 便利で

あろう 3) 。動的な土質試験結果 とともに

図ー 7 ，図 121C : : 示されている微少ひずみ
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S 波速度測定( 微少の様子は ，現場で ，

ひずみ時) の結果を ，地jE時の応答計算

の際に修正して用いるための有用な参考

京都大学，村山教授をはじめ ，柴田教

構成式に関する討議，

授 ，八木助教授とのモデJ レに関しての有

益なデ ィスカッショ ン，足立助教授との

およ神戸大学谷本

となるものである。
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乙れを書くにあたっての大き な支えとな

また現在 ノイークレ ー に留学中の大西有三氏よりのっている。とくに地震時の応力状およ び繰返 し載荷数などであるが，比 ，

適確な情報は非常に参考 となった。各氏 K 深く感謝の窓を表すまた ，有効垂直哉態を考えると ，N  =  5  - 30 cycl es であり ，

荷応力 σ~の小さな時は大きな影響を与えるが，σ' v =500 psf  

る。

(坦0. 2kg/cnD 以下の σ~の非常に小さな値は除外して σ~=

Ｒ ， ＰＰＰ ｾＳ ， ＰＰＰ＠ psf  ( 1. 0- 1. 5kg/cm) 程度を中心にして減衰比
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軟弱地盤と基礎構造物の地震応答

山 本 鎮 男

1 序 文

地 ｭ によるｾ害には ， 次の Ｒ 種類のものがあるととがよく知

られている。

(  i  ) 表層地盤が破壊する。

(i i ) 地盤は破壊せず，地表面の地勤 lとより建物が振動によっ

て破壊する 。

もちろん ，震害 iとは ，両者の共存型のものも存在する。前者

の民害の例としては ，Chi l e 地長 ( 1960) ，新潟地震 ( 1964) ， 

Al aska 地足 ( 1964) ，が挙げられる。 Chi l e 地震では地すべ

りとち( ; 下が同時に生じた例である。新潟地良の震害は ，ゆるい

円形粧形の砂質地盤が，地震動により流砂現象を起乙し ，地盤

が支持力を失ない多くの建物が沈下し，アパート が倒れた例と

して ，いまだに耳新しい。Al aska 地良では，非常に軟弱な地

盤上の土居が滑動し ，人家が18mも，横 lと動いたそうで ，家の

中にいた人は ，さぞおどろいたととであろう 。

後者の良害の例としては， Venezuel a の Caracas 地震 ( 1

967) ，十勝沖地長 ( 1968) ，San Fer nando (Los Angeles)  

地良 (1971) が挙げられよう 。 Caracas 地長では市の東部 lζ

被害が集中し ，むしろ ，JE央に近い西部では ，ほとんど被害が

生じなかった。その理由を調べてみると ，表層の軟弱層の層厚

が東部では ，90m- 270mと厚く ，他方，西部でミは18m- 84mと

浅かったために ，東部では地表 lζ 生じた地勤が大きく増幅され

たのだろうと解釈される 。 十勝沖地ｾ ， San Fer nando 地震

の特徴は ，耐足設計をしていたのにも拘らず ，鉄筋コンクリ ー

卜造の建物が足害をうけた乙とで，鉄筋コンクリ ー ト造のモロ

さが印象つe けられた。

2  基盤と地震動の特性

Caracas 地震の例からみられるように，表層部の地盤が地

ｪｾ 動 ｬζ 大きな特徴を与え， ζ れがｾ害に結び、つく乙とが十分予

48 

想、される。そ乙で ，表居地盤の地iE勤の増幅特性 ，フィ J レター

特性を調査する乙とが工学的に意味がある と思われるようにな

り，最近は ，乙の方面の研究が盛んとなった。表層地盤の ζ れ

らの特性を解析する際に ，iE源での 7 グニチュードと民央距離

のみで，地動が推定できるような強固な地盤があるとすれば，

非常に便利である。 との強固な地盤を通称， 基盤と呼んでい

る。米国では地属の原因を主に断層 (Faul t ) による岩壁の明

断亀裂時に発生する衝撃波であると考えているので， 必ずし

も， 日本の国情とは合わないかも知れないが ，Seed 1)  ( 1969)  

等による震央距離 とマグニ チュ ード Ml 乙対する基盤の卓越周期

を第 1 図 lζ 示した。乙の図を見ると震央からの距離が遠のくに

つれて ，基盤での卓趨周期は長くなっているのが認められる。

その理由は ，周期の短い波は ，地j芸技の伝達過程で減哀しやす

いために ，長周期の波よりも早く ，減哀してしまうためである

( Housner幻 1958) 。また ，マ グニチュ ードが大きいほど ，長周

期の成分が現われやすいのは ，大きなエネ J レギーほど ，地球の

奥の方まで振動させるというように考えてよかろう。次lζj孟央

距離とマグニチユ ード M Iζ 対する基盤の加速度を第 2図 Iζ 示し

た。乙の図の物理的な解釈は必要なし直感的 Iζ 理解されよう。

ただマグニチユ ー ドがM= 8 程度の大地民で震源から 20kmの位

置では基盤上の加速度が 400cm/sec
2

までに到る乙とに注意し

たい。乙のようなことが，わかってくると ，と の基盤上で，ある

マグニチユ ー ドと j: . Q 央からの距離が定められたとき ，人工的な

地 ｪｾ 波を統計論的に作り出す乙とができたら便利であるという

着想のもとに ，人工地民放についての研究もなされている 3)4) 。

3  表層の応答特性

地民放が構造物 lζ 与える a 害の主な要素は ，加速度の大きさ

と周期成分であるが，地動の継続時間も重要な要素である。た

とえば Cal i f orni a の近くの Parkf i eld の地民 ( 1966) では

最大加速度は 0. 5g IC到っているが継続時間が短いために振動
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は成長せず，ほとんど被害がなかった。他方，Mex i co Ci t y の

地震 (1957) では加速度は 0. 05- 0. 1g と小さいが継続時聞が

数秒間続いたために被害が出た。それは ，ともかく ，乙乙では

表層の増幅特性とフィ J レタ ー特性を調査しよう。地震動の周波

数成分が表層によって ，どのような影響を受けるかを調査する

目的で久田等 6) ( 1965) ， Seed 日 等 ( 1969) が解析した結果を第

3 図に示した。乙 ζ では ，表層のも つ影響のみを調査するのが

目的であるので，同じような マグニチュ ー ド，同じよう な震源

距離を有する地麗の地表面の記録を用いて レスポンス ・スペク

トJ レを描いたものである。図中で，敷地名 A から F に到る /1頁で

地盤は柔かくなっている。それは ，ス ペクトラムの右に示した

各敷地の土質柱状図のN 値を眺めれば，理解されよう。また ，

乙の図は，周波数成分にのみ着目しているので ，レ スポンス ・

スペク トJ レの最大値を地動の最大加速度で除し て無次元化して

いる。すなわち ，地動の最大値が 1 であるような地震動のスペ

ク トJ レで、ある。このよう な整理の方法は ，地盤が塑性変形を起

ζ していないような ，比較的に弱い地震に対 して，他所で記録

された地麗動と 比較する という観点で意義があ る。さ て，乙 の

図を注目する と地盤が柔かくなるにつれて ，レス ポンス ・スペ

クトラムの最大値は右側 ，すなわち ，周期の長い方に移行して

いる。とれを表 lζ 示すと 表 1 のようになる。

表 1

敷 地 名 スペクトラムが最大加速度を示す周期

A  =  0.3 S  E  C  

B  =  0. 5  S  E  C  

C  =  0. 6 S  E  C  

D  =  0. 8 S  E  C  

E  =  1. 3 S E C  

F  =  2. 5 S  E  C  

建 物 の 階 数 ( め と 周 期 ( T ) の聞には ，大略 T =一区 の よ

10 

うな関係があるので， A ， B のよう な地盤では ， 3 - 5 階建て

の建物が被害を受けやすいし ，F のような地盤では2 0 - 30階建

ての建物が被害を受けやすい。以上に述べたように ，ある地盤

条件で計測された地震波は ，かなり表層部の周期成分を刺激し

て いる乙とが見受けられる。

乙のように眺めてくると ，基盤に生ずる地震波の大きさと主

要動周波数成分を地震の大きさマグニチュードと 震央からの距

離を第 1 図，第 2 図のような関連のも とに割り出 し， 乙れを用

いて表層部の影響を調べ，将来の地震動の予測を行ないたいと

いう欲求が生ずる。

その方法を列挙すると ，次のようなものが考えられる。

A  観測的手段

(  i  ) 強震計を設置して地震観測を行なう。

( i i ) 常時微動を観測して ，地震時の特性を知る。ただし ，乙

50 

の微動が強民地動 lζ 関係があるかどうかについては種々

の議論がある。

B  解析的な方法

(  i  ) 波動理論にもと づく地震波の重複反射を考慮にいれて ，

基盤の地動に対する地表の応答を求める。

( i i ) 第 4図 iζ 示すような現断質点糸のモデノレを想定し ，基盤

の地動に対する地表の応答を求める。波動理論では現在

のと乙ろ ，塑性を解析する手段がないが，質点聞のパネ

定数を第 5図のように想定すれば ，塑性の影響も加味す

るととができる。

(i ii ) 有限要素法 (Fi ni t e El ement  Met hod) によ り，基盤

の地動 iζ 対する地表の応答を求める。前の二者の解析方

法より ，より複雑な地形( たとえば，基盤 lζ 傾斜があっ

たり ，地表面 lζ 凹凸がある場合〉に効力を発揮する。も

ちろん塑性解析にも適用する乙とができる。

(  i  ) の波動理論と ( ii ) の男断質点系のモデ J レによる解析

は，本質的には ，大きな差はなく ，国断質点系の モデノレの分割

数を ， とまかくすれば，波動理論による解析結果と等しくな

る。また関断質点系のモデルと有限要素法のモデルは ，とも

に，次のマト リッ クス型式で表わされる。

[' M，.，) { 幻+ [CJ  { X}  +  [K J  {泊 = {F }  ( 1 )  

ただ し

[' M，.，) ; 質量マ トリックス

[  C  J  ; 減衰マ トリッ クス

[  K  J  ; 岡IJ 性マ トリックス

{ X } ， {  X }  {  X }  ; 加速度 ，速度 ，変位ベク トJ レ

{ F }  ; 外力ベクト J レ

関断質点系のモデノレと有限要素法の減衰および剛性マ トリッ

クスのマトリックス 表示上での差異は ，国断質点系モデ J レが対

角要素 lζ 零でない要素が集中するのに反して ，有限要素法のモ

デJ レでは対角要素以外 lとも ，零でない要素が存在する乙とであ

る乙とである。( 第 6図参照〉

ととろで ，乙れらのモデノレを設定するに当り ，表層地盤の弾

塑性的性質を知る必要がある。乙の性質を調べるには，現地地

盤での弾性波の伝幡速度より割り出す方法と ，室内実験より調

査する方法がある。一般に ，地表面に板を載せて ，とれをたた

いて発生する弾性技の起こす爵断査は 10-
6
のオ ーダーであり ，

大地震では
10- 4

以上のオ ーダーであるといわれている 。歪の増

加に伴ない地盤は塑性変形を起乙 し， 見かけの関断弾性係数は

第 7図のように 減少す る。そして塑性域に入 った部分は履歴効

果によって見かけの減衰を増加せしめる。地震の ヤ ング係数を

1， 200kg/ cnL ポアソン比を0. 45と仮定した深さ 30 mの表層の応

答特性を ，基盤 lζ T A F T ( 1952) 地震の N . S 成分を入射し

て調査してみた 8) 。乙乙では ，地盤が塑性域にはいると地表面

の応答特性がどのように変化するかを注目するために ，弾性状
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第 8図 地盤のダグティリティファクター
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態の地盤の間断歪が 7 x  10-
4

1ζ 到った場合 lζ ，歪硬化なく降伏

すると仮定した弾塑性応答状態を比較し た。まず，どの程度 ，

塑性域にはいったかを調査したのが第 8図である。第 8 図は最

大値を示すダクテ ィリ ィティ ー ・ファクタ ー ( 1 は弾性限界を

示し ， 1 以上になると塑性域にはいったと とを示す) の分布で

あり ，地震の始動より 6. 8 秒を経過したときの計算値である。

ζ の図を眺めると基盤近傍で ，大きく塑性域にはいっているの

が見られる。 とのように塑性域にはいった彰響が地表動にどの

ように表われるかを調査する目的で描いたのが第 9図である。

本図より ，塑性域にはいったために ，地表動の加速度は ，弾

性状態の応答値 よ り， 多少 ， 小 さくなっているのが認められ

る。基盤での地震動の動きを精密に捉えるにをしたととはない

が，表 2 1と見られるように ，基盤での50$ぢの誤差が表層地盤の

増樋 ，フィ ノレタ ー効果によって ，5  - 2 596の誤差になるととを

考えると ，表層土の影響の重要性が強調されよう。また ， ζ の

表より ，基盤での大きな加速度は表層部の塑性効果により，む

しろ減幅されている乙とに注意願いたい。

複雑な地形の地震応答解析を行なうには ，有限要素法が効果

を発揮する。最大加速度 0. 3g を仮定して有限要素法で不連続

な地形の最大応答量を解析した結果を第10図 lζ 示した。傾斜位

置の左側でかなり大きな応答を示しているが，Al aska 地民で

も，十勝沖地震でも ，ζ のような位置での震害が認められた。

同じ解析例で各点のレスポンス ・スペク トラムを描いたものが

第11図である。

4 表 層 の 破 壊

次Iζ ，表層が地足時 lζ 破壊する例として ，新潟地震の流砂現

象に ついて Seed
9

) ( 1966) が，スマ ー卜 な解釈を加えており ，

乙れを説明しよう。 Seed は，地足時において，表層は第11図

に示すような ，ある上紙圧 σ のもとで純粋な関断歪状態を繰

り返すもの と仮定し ，第12図上段に示すようなパノレス荷重を飽

和砂試験片に与え ，10回のパルスで ，変形と間隙水圧が急激に

上昇する荷重を繰り返しの実験 lとよって見つけ て，そのときの

土質試験片の関断応力度を -r t lO と名づけた。 -r t lOの意味を別の

観点から見れば ，-r C10 なる朗断力を与えるような 10回ノ"' <; レス荷

重が与えられたとき ，間隙水圧が急激に上昇し ，流砂現象を引

き起 乙すという意味のものである 。乙の -r C10 の実験式は新潟の

砂について次式で与えられている。

-r Cl O=ヱ旦三!?aP  S  1  

200 

( 2 )  

次lと，地JZ時lと飽和1沙質内で ，地震継続時間中の十回のパル

スの平均関断応力が -r C10 を越えた場合に流砂現象をひき起乙

すという解釈を与えた。

乙乙』と

Rd. ，砂の初期相対密度 (96)  

σ。，上載圧 ( P  S  1  )  

地良時』ζ 応答を解析的 lζ 求めるには ，地盤の卵性定数を知らな

くてはならない。 ζ れを ，砂の相対密強と関連づけて次のよ う

に定義した。

砂の相対密度 (96) 砂の劃断弾性係数 ( P S  I )  

0$ぢ G =  1  X  ＱＰ Ｕ ｸ σ ｯｾｾ＠

10096 G  =  2  x 10
5

x σ。%

次 lζ 仮定すべきものは，基盤 lζ 入射すべき地民波で・あるが，乙

れに T A F T  (1952) のN S 成分を用い，現実 lζ 新潟地震の川

岸町の地表で得られた記録の最大加速度値0. 16g I[ 合わせるべ

く，T A F Tの地震波の大きさをすべて0. 75倍して縮小して用

いた。その結果は ，第13固に示しである。

との解析結果は，地盤の基本周期がO. 75: f 歩であり，地表での

最大加速度は0. 18 g を示し ，川 岸町の強震記録と比較的一致し

ている。次 IL 地動の継続時間15秒間の主要ノ" ' < ; レスの関断応力を

第13図から読みとり ，第14図，第15図 lζ ・印で記入した。他 方

(2) 式で与えられた，許容値を 0 印で記入し， ・印が，許容値 o

印を越えている部分が流砂現象をひき起 ζ している領域である

とした。

第14図は ，被害の大きかった地域で ，との地域では ，わずか

ながら ・印が 0 印を越えている所があり ，乙の領域が流砂現象

を起乙している領域であり， ζ れが被害例と一致していると述

べている。一方，第15図は ，被害の軽かった地域で，との図で

は ・印は 0 印を越えていないので被害が軽微であっと述べてい

る。多少 ，手品を見ている感がないでもないが，スマ ー 卜な解

析例として紹介してお乙う。

5  表層の応答特性と基礎構造物の地震応答

表層部の地良の応答特性が明らかになったとすれば，次lと基

礎の応答を知りたくなる。地表面の地動と基礎との聞には ，互

いに相互の干渉作用があり ，とれを相互作用 (Int eraction)

という言葉で呼んでいる 。紙面の都合で多くの説明をするとと

はできないが，筆者( 1970) が解析した一つの解析モデルを示

そう。 第16図に示したものが ，その地盤一杭一基礎ー建物系の

相互作業を考えた解析モデルであり ， 基盤での加速度 i i g IL対

して ，表層地盤の変位応答は第 4 図の関断質点系のモテソレに従

えば u? として求められる。杭と地盤との聞には f1なるパネと

c? なるダッシュポットで連結されているものとする。もし ，

地盤と杭の聞の相対変位が大きければ，杭 lと大きな振動土圧が

P  

生ずる機構になっている。 ζ れら ，f' i ， c J.i等のノマラメ ーターを

決定する乙とは ，相互作用のうちでももっとも難かしい問題の

一つである。乙乙で乙のモデ J レを使用した解析例を多く を語る

乙とはできないが，一つの例だけ紹介しよう。

まず仮定として基盤上の外乱は T A  F  T  ( 1952)  N  S 成分と

する。また ，地盤のヤング係数は 1， 200kg/cmを想定し，ポア ソ
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基 盤 加速度が 褒 層地盤で増 幅ま たはフィ ｊｾＺＤ＾ ー される嫌子 Ｈ ｓＮＮ､ 1969) 山

基誌での最大加速度
地点で針揮された副大加速度 Ａｾ表で但 ｅ さ札た ｦｴ 大切さｉＧｦ

Locat i on Aι cns. .  - g  Accn.  - g  Accn.  - g  

St at e B1dg. ， 

0. 18 t o 0 . 32 0. 15 :!:ユ0% No r ec or d 
San Fr anc i s co 

Sout her n Pac i f i c  B1dg. ， 

0 . 18 t o 0. 32 0. 21 .:!: 5% No  r ecor d 
San Fr anc i s co 

San Fr anci s co Bay ， 

0. 17 t o 0. 44 0. 16  :I 25% No  r ec or d 
Cal i f or ni a 

ｾｩｩｧ｡ｴ｡ ，＠ J apan 
0. 10  t o 0 . 25 0. 14 ェ 25% 0. 155 

Car abe11eea， Venez ue1a 
0. 03  t o 0. 07 0. 10  :t 12% 

"' 0. 12* 

Pa10s  Gr andes ， Car acas  0 . 03  t o  0. 07 0. 085  :t 20% 
巴 0. 07*

Wes t  Car acas ， 

0 . 03 t o 0. 07 0. 10 土 25% No r ecor d 
Venez ue1a 

表 2地震時に土中の理懇化された土の明断応力状態

ゆるい砂にパルス杖荷重をかけた時の典型的な

実験結果

lJ. IJ 庄 = 2  kg ' cm三

一 ! ト1S>COftd 

。。汁「ーでー~で行試

何 。ぷ計仲村守' H" - ' 十』ド哲ヒ並竺土佐怜

'。手自 由 佳 明
ι  

相 。一一→→?二二令一→」斗二一- - -

在~ ト- wι 山r:-; -; -rq-r三三三玉三

EJTr 翌 +1三三三週寸一

間 .-1一一一一 一一 -. 一一一ー

隊 μ 二 二 仁 二 二 二 二 二 二 二 二 J
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基 盤に入射した T A F T ( 1952) の地震波の各点の明断応力応答第13図
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第16図
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ン比は 0. 45 と仮定している 。解析の対象は床面積600rrf を有す

る 6 層の鉄筋コンクリ ー ト造の事務所建築で ，長さ 30 mの鋼杭

で支持されている 。

建物が支持杭で支持されており ，中間地盤の圧密出下が著 し

ししかも根入れの少ない場合には往々にし て，基礎底面と地

盤との聞に空隙が生ずるととが起乙りうる。空隙が生ずると基

礎底面での地盤の復元カと地下逸散減衰が失われるために上部

構造の減衰畳が大幅に減少し，そのために大きな応答量が与え

られる乙とが予想される。基礎底面と地盤との聞に空隙が生じ

た場合の解析モデノレは 第16図 において ，F; ， C; ， BK o， BC O  

を零にする ζ とに対応する。まず上部構造の最大関断力分布の

解析の結果を第17図示した。前述したように空隙が生ずると上

部構造の減衰畳が減少するために約 2 倍の応答畳の増加がみら

れる。次 lζ 杭頭での最大曲げモ ーメントは基礎底面で上部構造

の関断力の基礎底面での吸収性が失われるために ，そのまま 、

杭に関断力が伝達注れ，空隙が生ずるた めに約 6 倍の応答量を

示 した。乙のような意味より ，支持杭を使用する際には表層部

の沈下を考えて ，十分な根入れを取る必要があろう 。

( やまもと しずお 千代田化エ建段K K研究所 ・工学博士)
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地盤の震動特性と震害

小 林 啓 美

ｾ ＱＮ＠ 地盤の卓越周期・常時微動 ・地盤係数. Response 

Spect r um 

地盤の動的な特性については古くより石本の卓越周期 ，金井

の常時微動より定めた周期頻度を用いた地盤の動的性質，建築

基準法で定 め た地盤係数 ， あるいは地 ￭ｾ 動の ｒ･ｳｰｯｮｳ･ S pe-

ct r um 等の諸問題がある 。 乙れらの勤特性について総合的な

見地からの経験上の現象面での議論は数多 くなされている。

との議論では地盤には固有の周期があり，地震時にはその周

期の振動は強調され長動波形として顕著であって振幅も 卓越す

る。 また数多 くの地足についてみてもこの現象は確認されてお

り，地盤の j近動の特性として地盤構成 lζ 関連あるものと考えら

れている 。

しか しあまり具体的な説明を乙の現象 lζ 対して与えられた例

は多 くない。以下，本稿ではややかたよった議論ではあるが一

つの方法として S 波を用いて具体的な例を解析した問題につい

て説明し ，むしろ今後の諜題 として若干の問題点を提起した。

ｾ＠ 2. 地盤の構成と地表の地震動

地盤の卓越周期，増幅率，常時微動の特性等の長動特性を説明

するい くつかの議論の中で，乙乙では問題をすべて地盤内を伝

わる 実体技 とくに S 放の問題であると考えてみ るζ ととする 。

乙のような仮定は相当に論議をよ ぷ 乙とであるが，構造物の良

動破綾を主たる対象として考える場合には，ある程度許されて

もよいであろう 。以下乙の稿では ζ の立場で問題を考える ζ と

とする 。

今，問題を単純にするために地盤の構成は，いくつかの均賃

居が水平 に堆積しているものと考 え，それぞれの層について S

波の伝矯速度 V s ，見か けの比重 P ，間厚 H を考える乙とにす

56 

る。 また地震基盤と称する屈を最深部に考えるとととし ，乙の

屈は厚さを無限に大きくとる乙とにする。

上述のどとき波動伝播の Model を考えたとき ，基盤にいか

なる居をあてはめるかは 1 つの問題であるが，との乙とは後 lζ

述べるとして一応相当剛性の高い居を考える乙ととする。たと

えば東京の場合 V s= 600- 700m/s の上総層群，三浦層群のご

とくである。

乙のような仮定で基盤 lζ 入射波を与えれば，地表の地民動は

S 放の重複反射として計算をするととができる。関東地a 1923

の東京都江東地区，川 崎市東部の例について，基盤での速度振

幅を金井の式によって地長規模，震源距離から推算し地区内の

各地点でのボ ーリ ング資料 ，ｾ単性波探査資料より推定した ｓ 放

伝播 Model によって地表面の地動最大加速度を推算すると 第

1図，第 2図のごとくなり ，地盤の構成が地表の地盤動にいか
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、‘

に顕著に影響し ているかを知る乙とができょう 。

ｾ＠ 3. 関東地震の地震動と震害

前節で述べた推算した地震動を用いて当時の地震被害を推算し

た。木造家屋群の平均弾性周期をかりに O. 4sec. とし ，木造家

屋の弾塑性性状を仮定して ，前節の各地点 ( 1 kmメッシュに 1

点位の割で抽出した) の地表の地震動につ いての木造家屋の弾

塑性応答結果より全潰 ，半慣を計算し，そ の比率より木造家屋

の被害率を求めると 第 3図および第 5図のど と くなる 。前者は

東京江東地区で ，後者は川崎市東部である 。 乙れを当時の行政

区画別 lζ 平均値を求めたものをそれぞれ第 4図，第 6図のカッ

コ内 lζ 示した。上段の数値は当時の震害調査報告書より被害率

に直して記入したものである 。 乙れらの値は相互によ い一致を

示している。

木造家屋はチウ積層の層厚が大となれば被害率が大となると

いう河角 ，表らの報告があるが，上述の推算値の方がさらによ

く木造家屋の犀害の分布を説明する乙とができると思われる 。

また乙の関係を用いて物部の家屋被害率と震度の関係を検討し

た結果もよい一致を見るととができた。

以上のどとく ，地表面の地震動を推算した結果は ，震害統計で‘

見る限り十分実際の地震動と近似していると考えられ，その主

たるものとして ，地底動は表層あるいは浅い部分での地盤の性

質とくに S 波の性質が相当に支配的である乙とを示 して いる。

ｾ＠ 4. 地震基盤の考え方と基盤における入射波

地盤内にお けるS 波の重複反射を考える場合に大きな問題点

は 2 つある。第 1 は基盤をいかに設定するかで ，第 2 の点は基

盤から入射する地震波の性質である。
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基盤の設定に ついて は対象 とする問題によっても若干考え方

が変わ るで あろ う。今少 し極端な例ではあるが，第 7図のどと

き地盤をかりに考えて ，勝手な入射波を基盤より入射させる乙

とと する。 ζ ζ で第 7 図の A ，B ， C …… F の位置をそれぞれ

基盤上面と考えて ，それより浅い地盤の地雇応答を計算する乙

とと する。 第 8図 はD を基盤上面 とし た場合の地盤内各層の加

速度応答を示 したもので ，第 9図は地表面だけについ ておのお

のの場合の加速度応答を示 しである。とれによれば，基盤の位

置に よって同じ入射波を入れても大分差の生ずる 乙と がわか

る。との差が小 となるような位置に基盤上面を設定するのも一

方法であろう。
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実際の地盤について，とのような考え方で基盤を求めてみる

と，地表面で考えている周期帯の幅によって基盤の設定の考え

方が変ってくるであろう 。東京下町に例をとれば地表より 100m

程度まではともかくとして ， それ以深は S 波の速度で O. 7km/s

程度以上のものが徐々に硬くなりながら層になっており ，地表

での周期 2 秒程度以下の問題を考えるならば深さ 200m程度の

位置で基盤が定められるであろう。しかし ，昨今の高層建築を

対象として考えるならば 4 - 5 秒周期まで考えねばならず ，東

京，名古屋 ，大阪等でしば しば観測される周期 3 - 5 秒の士山jE

動 ，常時微動の成分の実体をも考え ，上述の増幅率の面からの

基盤の設定問題をも考えると ，さらに深い位置での地震基盤と

して考えるべき層の存在についても議論する必要があろう。 し

かし実際にはこの深さにおよぶ地盤調査はむしろ今後の問題に

待つべきものがその大部分である。

第 2 の問題点として ，入射波の動的性状がある。 上述の長い

周期成分の問題も入射波の特性如何によっては問題にならない

場合も考えられる 。基盤よりの入射波の性質は辺源、におけ発足

の機構，地殻内での波動の経路等が支配的な要素と，思われる。

しかし基盤そのものの設定の問題とも関連して ，乙の入射波を

具体的に観測するととの難点は数多く ，現在乙れを定める材料

は皆無といってもよいであろう。

以上の 2 点は今後の地盤i孟勤の問題にとって非常に大きな問

題点であろう 。

(1: ばや し ひろ よし 東京工業大学教授 ・工学部建築学科 ・工学博士〉
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N 値 の 利 用

1. N 値とは

J IS A  1219によると ， i N 値とは ，重Ii l : 63. 51<&のハンマ ーを75cm自由

落下させ標準貫入試験用サンプラ ーを30cm打ち込むのに要する打撃数を

いう。」と定義 している。

打J j 昆数N 値を測定する作業は図一 1 のようなものである。標準貫入試

験用サンプラ ーをポ ー リング孔底に下ろし ，15cm予備打ちを行ない ，そ

の後本打ちとして30cm貫入させるときの打撃数をN 値というのである。

発案は 1927年どろ米国ボス トンの Go w Co. の H. A. Mohr によって

始められ， その後 Ray mond Concret e pi l e  Co. でよく用いられ，

Ter zaghi 教授の指導を受けて米国を中心IC広く普及した。 T erzaghi

とPec k ICよってN 値と ，土の強さや地盤支持カとの関係をまとめた著

書は 1948年( 昭和23) に発表された。

大戦中の空白を思めるかのように ，同宮: とともに標準貫入試験はわが

国へも進駐してきた。以来ボ ーリ ング調査のもっともポピュラ ーなもの

として使われている。

ｾ＠ 2. 利 用 に つ い て

他の貫入試験器( たとえば円錐貫入試験器= コ ー ンテスト〉がサンプ

J レ採るととのできないのに比べて ，本法はN 値測定と同時に乱れてはい

るが，粒度配合は自然のままのが採れるのである。

Nf I 直利用について ，土質工学会編「土質調査法」は表ー 1のように示

している。

概して ，初期には杭やフ ーテイングの支持力判定に主として使われて

いたが，後にはきわめて広範な面f C 用いられるようになった。 図- 2か

ら図一 13はそれら N 値と設計上の諸要ぷとの関連を集めたものである。

乙れらのほかに， Schul t ze と Me nzenbach は土の圧縮係数

N値測定用標準貫入鉱験サンプラーを開いたところ

表 1 標 準貫入院駿による鯛査結果から判明する事項

区 分 事j 別， 推 定 事 項

構成土質，深さ方向の強度変化

調五E結果一覧図から |  支持胞の位置( 地点からの深さと配列)

':1会尚走する "JI 項 |  軟弱脳の有無( 圧密沈下計算の対訟となる土周の厚さ) ， 

|  排水条件その他

| 砂 相対密度，内部l車燃角

• .  .. I 地 沈下に対する許容支持カ

N他から直接推定さ | 盤 支持カ係数，弾性係数

れる苛j J 項

|私地 コ ンW… シ

土盤 破峻 iにζ 対する樋限およぴ許容支持力

本 関東ロ ームなどの特殊土については直接推定できない

中 堀 和 英

Es =_ l .とN 値との関連を求めている。

" "u 

すなわち ，E s  (k均g/たcm心) =  1/ρ m向u=C1 + C2N

{Qωは砂肘山でれ3玖 砂れき 仏 シω W川 Jル川レ川ト 質砂 剖

C
2 !は立 11 4. 5， 11 11し.8， 11 5.3， 

乙れらを見ると ，まさに地盤の性質を語るには ，N {I直がもっとも良く

通用し ，とれのみで諸要素を語りつくすととのできる万能の利器のよう

な印象すら与える。

ｾ＠ 3. 批 判

N 値測定の原理
lζ 立戻って考えれば，要は肉厚ノマイプをノ、ンマ ーで打

込み ，数えるだけのものである。そのときの土の破壊機構や応力状態の

考察は省れている。元来が複雑な地盤にとっては粗維な手段でもよいの

かも知れないが，Ter zaghi も当初から N 値については cr ude est i ma-

ti on  ( 粗雑な推算) といっている。

この乙とは ，示した多くの図にバ ラツキが大へん多い乙とからも理解

できょう。

さし当って，N値利用には少なく とも次の注意が必要であろう。

(1)  土被 り圧の考慮

向じ砂の状態( ゆえに同じ締り 方， 閉じ内部まさつ角) でも土被り圧

が違えばN 値は異なる。換言すれば同じN 値でも地表からの深さが違え

ば，相対密度 Dγ，内部まさつ角
φ

は異なる( 図- 2 参照) 。住宅など

大へん浅い基礎や，反対にウ エJ レなど深いもので考廠しなければならな

し、。

(2)  ロッド長の修正

非常
lζ 深いとき ，修正が必姿である。( 図- 3 参照)

(3)  土質による差異

教科書には典型的な砂と粘土についてのみ示しているが，実際の土は

不純なものが多い。 N 値から力学定数を求めるとき土質によって変えね

ばならないが，いろんな土についての関連は ，今後のデーターの集積を

待たねばならない。玉石や大れきの N 値は過大に出やすいので注意が必

要 ，透水調査についてのサンプラ ーとしては ，本法より内径の大きいも

のが好ましい。

(4)  N 値の不確実性

現実のN値測定はエンジニヤ ーのほとんど自に触れな い所で作業が行

なわれており ，わが国の社会情勢では粗雑な測定になりやすい条件が揃

っている。

N 値の記録が人間の口で教えられたり ，ハンマーの落i認などほとん と

目測で、行なわれているのでは ，不確実である。

N 値を利用して設計している人と ，N ll 直を測定しているオぺレ ーター

との断絶は増すばかりのように感 じる。

ｾ＠ 4. む す び

一見して万能のように考え N 値に頼り過ぎてるように思う。( ちょ う

ど，われわれの栄養がかつては米食に頼ってたように) 0  N 値の自記記

録とサンプラ 一関管のl時のカラ ー写真は当面不可欠である。さらに ，乙

の粗雑な調査法を早急に克服すべきではなかろうか。

( なかlまり かずひで 中姻ソイルコーナ一代表，技術士)
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. A.  

τ Z玄

「レクリエーション」特集編集幹事会

5 日 41侍- 7時 於 会 館 集 会 室

出席者鳥田委員長，三村特別幹事ほか 2 名

議事(1)レクリエーシヨン特集 ( 12月号) 企画

特集テ ー? を「自然とレジヤ空間J と決定

委 員 会

12日 41時- 6時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鳥 田 委 員 長 ほ か11名

議事(1) 8 月号= i 転換期のニュ ータウン」特集

経過報告

(2) 9月号ー「軟弱地盤と笈災」特集経過報告

(3) 10月号= i 変貌する建築生産J 特集報告

(4) 11月号= i 第 18回青年技術者」特集報告

(5) 12月号= i 自然とレジヤ空間」特集企画

(6) 1月号= 特集テ ー7 企画

(7) 2 月号 = i 600号記念」企図

(8) そのほか

編集常任幹事会

12日 61時- n時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鳥 田 委 員 長 ほ か5 名

議事(1) 1月号= 冬季オリンピックと札幌( 仮称〉

特集について

(2) 2 月号=600号記念について

作品作風小委員会

12日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 平 内 主 査 ほ か 5 名

議事 9 月号作品選定

19日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 平 内 主 査 ほ か 2 名

議事 9月号作品決定

作品作風担当委員会

. 6.  

コスｾ＠委集編

議事(1)展示写真第11回 ( 8 月- 9 月) 第12回

( 10月- 12月) 実施案について

(2) 各種説明会第 l 回実施案について

(3)各種説明会第 2 回実施案について

(4) 本年度の事業企画について

(5)3 会共催の講演会開催について

(6) そのほか

若い会員の集い分科会

14日 61時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 永 ・中間 ・森下委員

議事大和の民家集落の企画と現地調査につい

て

委 員

15日

出席者

A  

2 玄

6 時- 8 時 半 於 桜 宮 会 館

北垣，大橋， ji;王国 ，田村，堤 ，三

品，相11正副委員長，小泉，奥尾，

佐々木各幹事

議事(1)各小委員会の事業報告

(2) 7 月- 9月までの事業企画について

(3) 本年度の事業企画について

(4) そのほか

会議終了後同所において懇親会を開催した。

若い会員の集い分科会

21 日 前 91時半~後 9 時

出 席 者 岩 永 ・中 田 ・森下 ・荷委員

大和の民家集落企画現地調査( 大和郡山市，

極原市今井町，五条市〉

268 6 時- 91侍 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 岩 永 ・中田 ・森下 ・福家 ・南委員

議事大和の民家集落の企画案作成について

若い会員の集い小委員会

29日 61時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 柳 副 委 員 長，佐々木，奥尾幹事ほ

か 7 名

議事(1)第 2 回- 3 回の事業計画について

(2) 大和の民家集落の企画について

(3) 第 5 回以降の事業企画について

(4) 企画と巡営について

(5) そのほか

建築基礎工法と実例幹事会

3 日 61時- 81待 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 山 肩 委 員 長 ほ か I 名

議事(1)出版工程について

(2) 校正について

意匠計画部会

5 日 51時半 - 7 時 於 会 館 3 階会議室

出席者小林副委員長ほか 3 名

議事(1)木造建築シ リーズ出版計画について

(2) 住宅の企画図書について

(3) そのほか

建築基礎工法と実例幹事会

19日 6 1侍- 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 山 肩 委 員 長 ほ か 2 名

議事(1)第 3部資料篇について

(2)基礎工事上の諸制約の原稿について

(3) そのほか

26日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 山 肩 委 員 長 ほ か 2 名

議事(1)基礎工事上の諸制約の原稿の取扱いにつ

いて

(2) 第 3 部資料篇について

(3) そのほか

E 言t委版出

日本建築協会:

月間の動き

口昭和46年 7月分口

4 企" "

τ'" 

委 員 会

1 日 5 1時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 堀 内 委 員 長 ほ か 10名

議事(1)建材の質疑応答に ついて

(2) 材料の検討会について

(3) 定例開催日について

23日 5 時半- 81時 於 会 館 集 会 室

出席者 山田委員ほか 9 名

関西ペイント 3名

議事(1) 防火的 ，耐熱的な塗料について

(2) そのほか

員委材建

若い会員の集い小委員会

1 日 6 時- 91時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 柳 副 委 員 長 ，奥尾幹事ほか 7 名

議事(1)第 l 回事業( ロサンゼJ レス大地震の教え

るもの) の反省について

(2) ふるいまちとあたらしいまち，シリーズ

の企画について

(3) 第 2 回以降の事業企画について

は) 各事業のレポ ート について

(5) そのほか

若い会員の集い分科会

5 8  6 時- 81侍 於 会 館 事 業 課

出 席 者 岩 永 ・中国 ・森下委員

議事(1) 大和の民家集落を訪ねての企画について

(2) そのほか

8 日 3 時- 5fi 寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 南 ・官後委員

議事(1) オール建築人ボウリング大会の企画 ICつ

い て

(2) そのほか

見学会小委員会

8 日 6 時- 81時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 堤 副 委 員 長 ほ か 1名

議事(1) 6 月に実施した見学会の報告

(2) 7 月 - 9月の見学会企画について

(3) 10月以降の見学会企画について

(4) そのほか

広報小委員会

9 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 築 会 室

出 席 者 小 泉，田中幹事ほか 9 名

員 会委
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住宅スライド小委員会

2 日 51時半- 81待 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 本 主 査 ほ か 5 名

議事(1) マイホ ーム見て歩る記スライド一部差替

の件

(2) ホームヒーテイングを住宅展会場で映写

の件

委 員 会

6 日 51時半- 81涛 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 橋 ， 泉 谷，野々村正副委員長ほ

か14名

議事(1) 第 8 回「よろず相談住宅展」につ いて

(2) そのほか

住宅展慰労懇親会

27日 6 時- 81侍 於 六 角

出 席 者 岡 橋 委 員 長 ほ か15名

第 8 回「よろず相談住宅展」の反省を行った

後，懇親会を開催

. A.  

=  
員委宅住

〆



積算 ・木工事・屋根工事・サッシ ュ工事ほか

鹿 島 建 設 徳 永 義 文 氏

洋一氏

21 日・ 28日

施工計画 大 成 建 設 梅 原

鉄筋コンクリ ー ト工事，鉄骨工事

清 水 建 設 荒川 治 fIre氏

22日・ 29日

仮 設 物 と 仮 設 材 料 松 村 組 相 馬

設備工事 竹中工務庖 小)11

現場K 関する諸法規とその手続

大成建設鈴木安太郎氏

恒雄氏

隆造氏

輝雄氏

昌弘氏

15日- 20日

阪神百貨庖 8 階催物

38，043人 相 談 件 数 l ，084件

昭司氏

24日・ 31 日

現場製図

24日・ 27日

石工事，タイル工事，ブロック工事

藤 木 工 務 庖 西山 長司氏

23日・ 30日

基礎 ・地業工事

竹 中 工 務 庖 水 畑

防水工事，左官工事，塗装工事

銭 高 組 塩 脇

越本大林組

よ ろ ず 相 談 住 宅 展

会 期

場 所

入場者

出席者 山田学会委員長ほか 6 名

議事 8 月以降の共催事業について打合せ

| 見 学 会 |

ポール国際興業新築工事の見学会

( 本会，大阪府建築士会 ，日本建築学会近畿支

部共催)

2 日 3時- 5 時

参加者 104名

設計 ・監 理 附 井上久雄建築設計事務所

施 工 共 同 企 業 体 岡 大 林 組

東急建設岡

大和ハウス工業 (株) 奈良工場と学園前ネオ

ポリスの見学会

10日 l  時四分- 4 時

参加者 24名

大阪府営東大阪広域下水道工事の内・川俣処

理場水処理施設プロワ一室築造工事の見学会

16日 2 時50分- 4 時40分

参加者 20名

設 計 大 阪 府 土 木 部

施 工 附 青 木 建 設 岡大林組

附熊谷組 清水建設附

朝日麦酒株式会社西宮工場の見学会

24日 l 時半- 4時

参加者 15名

3 時半- 9 時

於竹中工務庖千里山教育寮

出席者平内主査ほか 3 委員，寮側 9 名

議 事 作 品 作 風小委員会と竹中工務底教育祭生

とのミィ ーテイング

「冬季オリンピックと札幌」編集幹事会

30日 41待- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者鳥田委員長，堀江特別幹事ほか 2 名

議 事 昭 和47年正月号「冬季オリンピックと札

幌」特集企画

27日

新しい事業小委員会

6 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者臼井副委員長ほか 5 名

議事(1)幹事について

(2) 本年度の事業企画について

(3) そのほか

委 員 会

16日 3 時- 5 時

於電々データ通信ショ ールーム

出席者 谷口委員長ほか14名

コンピュ ータの基礎知識とデータ通信の現況

などについて電々公社の技術員より解説を聞

いた後委員会を閉会

議事(1)各小委員会の経過報告について

(2)本年度の新 しい事業企画について

(3) そのほか

. 6.  

τ'" 
員委育教

121世紀の日本未来像」講演会

(本会，大阪府建築士会，日本建築学会近磁支

部共催)

13日 l 時半- 4 時半

聴講者 302名

21世紀の展望

京都大学教授

自然、管理計画

地域計画建築研究所

福 士 憲 也

藤 間 世帯 和

森 唯 憾

山 口 栄 蔵

〔個人会員 12名〕

井 上 敏 i 川 岡 司 朗

尾 崎 明 . 菅 間 郷 男

岡 本 幸 雄 : 杉 本 七 左 衛 門

葛 城 雅 夫 i 中 山 幸 一 郎

〔准会員 2 名) ( 氏名省略)

7月 の 入 会 者 ( 敬称略〉

. 6.  

τ'" 

於朝日生命ホ ーJ レ

j寅議

第 23回建築工事実務講習会

19日- 24日 ( 6 日間)

於大阪科学技術セン ター

第24回建築工事実務講習会

26日- 31 日 ( 6 日間) 於日経ホ ーJ レ

各 日 午 前 9 時~午後 5 11寺

聴、5持 者 第23回 124名

第24回 143名

19日・ 26日

建築工事の着工から峻功までの業務総論

大阪府中居誠之助氏

材料の検収とその管理

鴻池組

労務管理と安全管理

鹿島建設

訂正おわび

「建築と社会」昭和46年 7 月号 " 暑中見舞" 欄の一部を訂正

しおわび申し上げます。

P 22. 中筋 「川延誠治郎 j を「川廷誠治郎J 11 : 訂正いたしま

す。

P 93.最下段 コータケ建築設計事務所の電話番号 r488心178

• 2408J を r448- 0178 ・2408J Ic: 訂正いたします。

(  求 人 広 告 I  

列] 三氏

泰司氏

西山工博

所長

. 6.  

τ'" 
習議

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委 員 会

22日 6 時- 8 時半於会館集会室

出席者井上委員長ほか 5 名

議事(1)本年度の発行計画につい「

(2) 編集組織について

(3) 委員会で作成の原稿について

(4) 新工事項目について

(5) 合本の発行計画について

(6) そのほか

計画分科会

28日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 伊藤幹事ほか 3 名

議事(1)発行予定、ン ー トの担当委員について

(2) 原稿調獲の担当委員について

(3) その他

、

‘  

構造技術者

構造デザインセンター

[ コ ン ピ ュ ー タ 制 あ 1) I  

一 般 拡 迎 ・所 長 無 料 J

修氏中藤

. 6.  

コエ

( 4 会合同〉

21 日 3 時- 5 時半於会館集会室

出席者福田委員長ほか24名

議事大阪府建築士会事務所部会の「建築基準

法施行令 IC対する疑問点J ，ζ 関して，学

会近畿支部規準小委員会ならびに大阪府

の意見開陳と討議

員委規法

大阪市天王寺区上本町 4 丁目 1 の 2

T E し (768) 4 4 7 5

成計氏岸田

20日・ 27日

工事機械と工器具類

大林組 氏幸木下

20日・ 31 日

3会事 業 委 員 長 打 合 会

於会館集会室正午- 1 11寺22日
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関 西 地 質 調 査 業 協 会

大 阪 市 西 区 靭 2 - 1 3( 富 士 通 商 ピ ル ) 電 話 ( 441)

東 邦 地 下 工 機 株 式 会 社 大 阪 支 底 ; 三 循 株 式 会 社 大 阪 出 張 所 ・大 阪 基 礎 工 事 株 式 会 社

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 ; r u 1  - 7  電 阪 ( 561) 6  0  6  1  大 阪 府 車 中 市 柴 原 4 T 円 31 電断( 個別回一 0 4 0  1  k 阪 市 ;t r><: . I ! : 松町 2 - 16 司t M ( 364) 0 171<<0 

日 本 グ ラ ウ ト 工 業 株 式 会 社 ; 株 式 会 社 ソ イ ル コ ン サ ル タ ン ッ ; 株 式 会 社 応 用 地 質 調 査 事 務 所 大 阪 事 務 所

k 阪 市 北 区 絵 ャ 枝 町 4 0 電 話 ( 351) 0  5  6  2 仰 . 大 阪 市 大 淀 区 中 山 本 泊 3 - 5 電 話 ( 371) 9138・9139. 9130 k 阪 府 耽 川 rli i m 水 町 2 - 36 11111，¥ ( 3制) 5  1  0  5" 0 

日 本 墜 泉 探 鉱 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大 東 ボ ー リ ン グ 撃 泉 工 業 所 : 株 式 会 社 応 用 地 学 研 究 所

大 阪 市 北 区 岩 井 町 1 - 29 1世話 ( 352) 6  5  3  1  - 4  ・ 大 阪 市 天 王 寺 区 金 ヤ 芝 町 91 電 話 ( 771) 1 3 6 2 k 阪 ，Ii 北 庶 ヰ 丸 町 32 電 話 ( 372) 2  2  2  8  

日 本 特 殊 土 木 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 . 大 同 ポ ー リ ン グ 株 式 会 社 : 川 崎 地 質 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 万 才 町43帯地{ 浪速ピル内) 恒，; / i ( 312) 4621( 代 表 ) ・ 大 阪 市 浪 迎 区 阿 l咽 谷 町 2 - 3 電 踊 ( 631) 29田 ー7掛 8 k 阪 市 油 連 医 敷 川 町 1 - 7 7 電話 ( 632) 2  2  9  5  

日 本 水 源 量 産 泉 工 業 所 : 第 一 建 設 設 計 株 式 会 社 : 梶 谷 闘 査 工 事 繰 式 会 主 士 関 西 支 唐

兵庸県西宮市甲子園口 2 - 7  - 2 1 電 品 西 宮 ( 67) 倒 3 6 - 7  大 阪 市 m島 区 部 品 本 通 3 - 14 - 4  電 話 ( 922) 2  9  1  3  - 5  :  k 阪 市 両 院 軒 町 南 地 2 - 95 明1t，1/i ( 日2) 4  1  6  5  - 7  

日 本 地 研 株 式 会 社 大 阪 支 庖 ; 株 式 会 社 ダ イ ヤ コ ン サ ル タ ン ト 大 阪 営 換 所 : 基 礎 地 盤 コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社 大 阪 支 社

尼 崎 市 東 闇 田 町 3 - 37 祇 Ilfi ( 491)  9  9  7  0 大 阪 ili 北 区 梅 田 2 世 話 ( 3 4 5 ) 9 7 0 3 k 阪 di 丙 慌 靭 2 - 10 屯 陥 ( 443) 4 9 5 1 間

有 限 会 社 富 士 ポ ー リ ン グ 大 阪 出 張 所 . 中 央 開 発 株 式 会 社 大 阪 支 庖 目 近 世 章 ポ ー リ ン グ 株 式 会 社

k 阪 rli m : 施川医 ゴ i ll ! i l . ヒ辿 2 - 1 4  11t N'; ( 301) 4 7 8 8  ・ 大 阪 市 西 医 阿 繊 細 通 3 - 54 111稲 ( 5 3 8 ) 3 6 9 1 附 J; t:t i sdi 伏 見I更備大開鍬町本町2 1 - 1  m: i l I"; 京師 ( 611) 528 1 - 4  

明 治 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 大 阪 支 庖 ・ 中 央 復 建 コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社 . 新 都 市 設 計 株 式 会 社

池 田 市 石 惜 4 丁 目 8 - 20 電 話 池 山 ( 61) 8 4  9  0  大 阪 市 北 区 茶 鹿 町 宵 韓 両 銀 下 102 号 電 儒 ( 371) 0  2  3  5  ・ k 阪 府 耽 IB 市 ヒ 地 7 帯 地 町 l 電 話 ( 388) 3  4  4  0  

復 建 問 査 設 計 株 式 会 社 大 阪 恵 務 所 : 地 建 工 業 株 式 会 社 j 興 亙 開 発 株 式 会 社 大 阪 営 換 所

k 阪 府 l l ti l 1 市 骨 露 間 20 帯 23 号 電 話 茨 木 ( 25) 1  3  7  0 大 阪 市 北 区 制1 笠 町 田 電 話 ( 363) 0  0  7  1  k 阪 市 k 法 院 中 内 本 通 3 - 5 電 陥 ( 371) 9  8  0  7<<t:l 

国 土 防 災 技 術 株 式 会 社 大 阪 支 庖 : 束 通 地 質 調 査 株 式 会 社 大 阪 支 庖 : 公 成 建 設 株 式 会 社

k 阪 市 北 反 堂 島 北 町 11 司t ，:.ri ( 344)  8 9 2  5  ・ 大 阪 和 浪 速 区 元 町 2 丁 目 27 11f 15号電，: I i ( 633)  5  7  0  1  ・ 政1 m，11 ｉ ｾＮ 京Ｑ＾＼ＺＮ塾 通り島九百人電話 ＨＴ ＴＱ ＩＷ ＱＰＱ ＭＵ

橡 式 会 社 菅 基 礎 大 阪 支l吉 株 式 会 社 東 京 ソ イ ル リ サ ー チ 大 阪 事 務 所 : サ ン コ ー コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 大 阪 事 務 所

k 阪 市 埴 車 区 天 王 阻 町 3 - 9 世 話 ( 961) 9  3  9  0  大 阪 市 大 淀 民 中 地 浜 辿 5 ー却電自民 ( 458) 6  0  0  1刊 :  k 阪市西1 > < : 江戸岨 3 丁 目 印 帯 地 電 話 ( 441) 1  1  5 6 UI:l 

国 際 航 撲 株 式 会 社 大 阪 支 庖 : 徳 永 エ 撲 練 式 会 社 ; 住 鉱 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 大 阪 営 換 所

k 阪市北1 > < : l'輔 副 町 5 帯 同 1 明I[i!l; ( 311)  8  6  5  1  ・ 京陥市上京区制国中北前門町仲之町 699 電 訴 京 間 ( 231) 70剖 :  k 阪 市 東 医 北 浜 5 - 15 彼自民 ( 203) 1  1  3  1  

株 式 会 社 興 陽 ポ ー リ ン グ ー 株 式 会 社 土 質 工 学 研 究 所 : 株 式 会 社 木 村 基 礎 工 事 京 都 支 庖

k 阪 rli 1m 品 医 判l 生 町 75 電 附 ( 351) 1  5  9  0  ・ 盟 中 市 曽 I J ! 東 町 2 ー 1 1tt it.1i _o.. rll ( 臼) 0  5  9  7  京 間 I(.f.j ヨ 柏 市 峨 尚 町 幽 場 14 町 5 屯間宇治 ( 22) 1  1  0  0  

中 国 ポ ー リ ン グ 株 式 会 社 大 阪 営 換 所 ; 石 井 地 研 株 式 会 社

k 阪 di A 淀 R 中 山 本 通 1 - 1  11. 凶 ( 371) 0  0  9  2 大 阪 市 東 区 谷 町 1 - 5 0 司t，;/i ( 941) 0 0 6 6仰
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S Pボ ー ド 代 理J吉

建 設 大 臣 認 定

- 三 段 ブ ロ ッ ク

- 日 本 鋼 管

N K プ レ ハ ブ 代 理 庖

工スシール#31 - 高 弾 性 目 地 材

神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 二 団 地 設 計 中

其 の 他 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

指 導

エスシール#21 .  

神戸市ｾ合区熊内田 ｲ 2 丁 目 8 8 接 地

;11i 0  7  8  ｉｾ＠ &  (  2  3 )  1  4  2  1 ・ 6 9  5  6  

東 京 営業所 1lt JIi 0  3  ( 2  9  4 )  6  1  6  7  ・ 6 1 7  7  

福山出張所 Ht 必 0 8 4 9 ( 5 3 ) 2  0  2  7  

- 防 水 材

キ土本

⑩ Z Fレ五五ゐ株式計主
.  .  .  .  .  .  .  .  •. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 圃・・ ..............................---------l
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株式会社日建設計

株 式 会 社 日 建 設 計 は 建 築 と 土 木 の 企 画 、 設 計 盟 主 理 お よ び 都 市 計 画 を

業 務 と す る 総 合 的 な 設 計 事 務 所 で あ り ま す 。

H召和 25年 ( 1950年 ) に 設 立 い た し ま し た が、 実 質 は 昭 和 8 年 ( 1933 

年 ) 長 谷 部竹 l煤 建 築 事 務 所 と し て 発足 し た 時 に 始 ま る と い う こ と が

できます。

創 設 い ら い 、 私 共 の 業 務 に 呆 せ ら れ た 社 会 的 役 割l を 自 覚 し 、 日 ご と

に 新 し い 時 代 の 要 求 に 応 え る た め 、 技 術 の研 鍛と 組 織 の 整備 充 実 に

つ と め て ま い り ま し た 。

コ ン ビ ュ ー タ ー も 昭和 38年 か ら 使 用 を 開 始 し プ ロ グ ラ ム の 開 発 、社

内 に お け る コ ン ビ ュ ー タ 一 人 口 の 明 大 を は か り そ の 活 用 に 努 力 い た

し て お り ま す 。 幸 い 国 の 内 外 に お き ま し て 皆 様 の 暖 い ご 支 援 の も と 、

数 千 件 に 及 ぶ 多 数 の 作 品 を 生 み 出 し て ま い り ま し た こ と は 、 私 共 の

ひ そ か に 誇 り と す る と こ ろ で あ り ま す 。

い ま や 日 本 経 済 の 急 激 な 発 展 に 伴 な い 、 都 市 の 再 開 発 、 文化 、医療、

住 居 等 広 〈 社 会 資 本 の 充 実 が 露 宴 な 課 題 と な っ て ま い り ま し た 。 こ

の よ う な 情 勢 の も と に 、 私 共 は さ ら に 努 力 を 重 ね て 、 社 会 の 要 請 に

応 え た い と 念 願 い た し て お り ま す 。

ト
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企パ レスサイ ド ビル デ ィ ン グ

企百十四銀行本的

企京都背少年科学セノター

.... 北大阪流通センター

4

司

世

界

貿

易

セ

ン

タ

ー

ピ

ル

、

株 式 会 社 日 3幸 三 己 三 +

L - J 系 ロ J え 0 1

本 社 太阪市東区償堀 2 丁目 3 8番地 (06)203- 2361 

・建築、土木の設計監理 大飯事務所 大阪市東区横場 2丁目 3 8番地 (06)203- 2361 

・地域計画 東京事務所 東京都文京区後楽l 丁目 4番27号 (03)813- 3361 

・コンサルタント業務 名古屋事務所 名古屋市中区栄 4 丁目 15番32号 (052)261 - 6131

. 調査業務 土木業務所 大阪市東区横堀 2丁目 3 8番地 (06)203- 2361

・コンビューター業務 主 所 仙台、静岡、 神戸、広島、北九州 、偏向
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白色 町 、l ' 喧 。 合 合

*  

‘w  
"， 

，全
。
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6 t ピ リ ン グ f主 。

*  *  
'陵

0 0 ' "  ・2色C.fI; 合 合 合 印 IJ. ，I( ' l i l r -lt u l ; I; ' }1賞 金 必 ね し て い る

品 質 要 求 特 性

コ ン トラ ク トカー ペ ッ ト 〈 グ レ ー ス 〉 は 織 維 の 持 つ 美 し き 、 快 適 性 に 加

え て 床 材 と し て 苛 酷 な 使 用 条 件 に 耐 え 得 る 機 能 性 を 持 つ こ れ ま で の カ ー

ペッ ト に な い 品 質 を 発 揮 す べ 〈 開 発 し た カ ー ベ ッ トです。 そ れ 故 従 来 の

カーペッ ト の 品 質 要 求 皮 に 加 え て 、 従 来 の カ ー ペ ッ ト の 常 識 で は 問題と

な る よ う な 場 所 に 使 用 で き る 耐 久 性 が 要 求 さ れ ま し た 。

一 般 に カ ー ペ ッ ト の 品 質 は 、 パ イ ル を 構 成 す る 織 維 の 組 成 及 び そ の 形 成

工 程 、 糸 形 成 工 程 、 カ ー ペ ッ ト 加 工 工 程 の 夫 々 の 工 程 に よ っ て 構 成 さ れ

て き ま す。 コ ン ト ラ ク ト カ ー ペ ッ ト 〈グ レ ー ス 〉 の 品 質 設 計 に 当 っ て 改

め て カ ー ベ y ト の 要 求 特 性 と カ ー ペ ッ ト 製 造 工 程 と の 関 連 を J検 討 し 、 設

計 上 の 重 点 を 左 の 表 の 通 り 決 め ま し た 。

イ 繊 維 組 成 と は 繊 維 の 種 類 を 意 味 し ま す。

ロ . 繊 維 形 成 と は 繊 維 の 繊 度 、 断 面 形 状 、 チ タ ン 含 有 量 等 の 繊 維 形 成 工

程 に よ っ て 定 ま る も の を 意 味 し ま す 。

ハ . 糸 形 成 と は 長 繊 維 の 場 合 、 加 工 糸 の 物 性 並 ぴ に 形 態 的 性 質 等 加 工 糸

形 成 工 程 で 決 定 す る も の を 意 味 し 、 短 繊 維 の 場 合 番 手 、 混 紡 率 、 撚

数 等 紡 縮 工 程 に よ っ て 定 ま っ て く る も の を 意 味 し ま す。

ニ. カ ー ペ ッ ト 加 工 と は タ フ テ イ ン グ 工 程 或 は 製 織 工 程 、 染 色 、 仕 上 等

の糸 形 成 以 后 の カ ー ペ ッ ト 加 工 を 全 て 含 む と と も に 規 格 、 模 様 、 色

彩 等 を 考 慮 し た も の で す。

グ レ ー ス の 静 電 気 シ ョ ッ ク 防 止 法

常IJ 電力日エとしてのセルガード加工

令 成 繊 維 は 一 般 に 帯 電 し 易 〈 カ ー ペ ッ ト 上 を 歩 行 し た 場 合の人体ショ ッ

ク或 は 、 火 花 放 電 に よ る 災 害 発 生 な ど い ず れ も 静 電 気 の い た ず ら で す。

特 に iJU!. 気 の低 い 11 月 一 4 月 の乾 燥 期 に は 静 電 気 が 発 生 し 易 〈、 天 然 繊 維

の ウー ル で も静 電 気 障害 が 発 生 し ま す。

合 成 繊 維 に 対 す る 従 来 の静 電気 防 止 方 法 と し て は

0 界 面 活 性 剤 法

o 樹 脂 加 工 法

0 ね り 込 み 法

0 金 属 繊 維 混 入 法

な どが一 般 的 に 知 られ て い ま す が 、 い ず れ も 耐 久 性 に 欠 け ー る か 、 低 湿 度

下てーの 効 果 が 十 分 で な い と か 、 繊 維 自 体 の 物 性 や 風合 を そこねる か、 高

価 であ る等 の 函 で 難 点 が あ り ま し た 。

セ ル ガ ー ド 加 工 は 画 期 的 な 除 電 能 を 持つ導 電 位 繊 維 「メ タ リア ン」 を 使

用 して 発 生 屯気 を 追 放 す る こ と が 可 能 と な り ま し た 。

特 に コ ン トラ ク トカ ーペッ ト 〈グ レース 〉 め 場 合 歩 行 頻 度 の大 き い 所 に

地 工 さ れ る こ と が 多 い と 考 え ら れ る こ と か ら 「 メ タ リ ア ン」 の 出 入丑 を

大き くし 制 電 効 果 を 十二 分 に 確 保 す る こ と に し ま し た 。

人

!事

帯

電

圧

キ

ロ - 9

，r， 

よ - 6

- 3  

人体帯電圧の測定例 入

1事

帯 ー 12

通 常 歩 行 す り 足 歩行 2S・c 、2S% R I1 璽

ナイロンカーペ y ト 三

キ - 9

ロ

ショック限界

.  . タ 1. - A  • 温 タ， - ， 

b- - <，. 11ーペ. t . ーペ. t . ーペ . t

ポ

"  ト 6

- 3  

人体帯電圧と相対温度との関係

相対滋度 { 特 R H)

@  

床 材 の 総 合 メ ー カ ー

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大阪市京区京怖 I 丁目 7番 O MMビル T E  L  (06) 943ー 1641 ( 代)
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建 材 の 頁

信用(/; Y 3技術ど伝統の

7X771LトZ喜 専 業 大J吉

新 工 法 ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

雲言矢偏商由
大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門J吉

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 事11戸 di 生田反北長狭i l l ! 4  - 1  ( 英和l ビル )

直 通 電 話 神 戸 ( 33) 0881- 3  

支 底 大阪 di 北区絹笠町50( 堂 ビル 5 階 502号室)

直 通 電 話 大 阪 ( 364 ) 2031- 4  

倉 庫 神戸 di ｩＧｩｾｻ 子医八幡通 ｬ ー Ｕ (屯 高 @2 9 2 3)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶縁 工 法 を

前回 ｾｉ ミー陣取帯

謁) 苧 ヲ q イト

本 社 東 京 都 中 央 医 銀 座 8 - 4  - 11 電話 (571)2703- 4・2370・4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 品 中 通 り 2- 3- 1 電話 (921) 2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 帆 出 猿 所 札 帆 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

( カタログ進呈)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥
新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式 ー
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岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 ( 981) 061 5  - 0  618 
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建 材 の頁

ブ

T A  3去ヨニP  

イタ

はハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 枕 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒音を完全に追放しま- した グ

田 主 な 特 長

ＱＮ ネ ジ 込力 を 杭れ Ｑ Ｑ 込ブ ｊ に盆える の で完 全 ｾＡ｜吋 ｍ 到ｾ l!I. F， ).!，ft ￬ｾｬＺ です

2. 似 入 長 さ が l主〈安定したム; 持杭が地工，' 1 ' ，米ま す

3. ス ラ イ ム の 沈 柏 は あ り ま せ ん。

せ る の で 大 き なえ: r'i :7J が WJ 作 11'， ;.fとます .
4. 完 全 に ぷ 作 Jr 'l に 告 必

5. イIIJ ; . t とでもヤトイ杭て"車内められ地下宅 の あ る 拙 築 に 以 j自 で す 。

ｾ＠ 二畳司ｾｾロー ｲ ・守安置百
く当伊〉株式害事主孟志歪量一 ｌ ［ｰ ｾｰｮ

. 本 社人: 地i . tliJUI >Z，¥':j!?世情 2 の 20( ，，'Ij 胞 新 ピ ル ) T  E  L 大 l以 ( 202)3233( 11:> 

. 名 古 屋 支 l苫 1' 11'1 h{  di  11 'i ;.(i fi; 1  - 3  - 2  ( 両nmi ピ ル )

. 福 岡 支 l苫 11，¥1刈，(j ，J¥; Jti 1  Ｍ ＱＵ Ｍ ＳＳ Ｈ 罫ｾ : 41話料品 ピ ル }

・ 営割健所 見• .[ ; ;( .  ｬ ，ｻ ｦｴｬｬＧＨｾ ・ Ｇ ，Ｚ， ＱＱＱＧＱＮ ム 品熊本・ Ｑ 沌児 ＧＧＧＮｾ ・ 工 場 大阪 ＧｲＢｬｩ ｾＮ Ｇ ｽＮ 庇ｾＱＮＡＮＩＺ， ｬ ｪ

防水剤

コンクリート用モルタル・

牢 ? ノ - ) レ防水斉IJ は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 擁 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

商 強 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プの 空 気 を 連 行 し 、牢 A E 効来により: i A i

ラ ス タ ー 及 ぴ 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。ま た 特 有 な 粘 E沿 |生 に よ っ て 材 料 分 離 、

事セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 て ¥ 水 や 空 気 中 の 復 類 、 酸 類

て楠 ｩ 怠物の耐久性を高め、その防水・ｼ坊 ｩｾ 効力は恒久的です 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・防 凍 剤

Z Z : : ' - I - ( セメント起泡剤1). % ' P2 - 1A晶 怒拍杭エ)

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 肋 材 綜 合 メ ー カ -

ＲＲＳ 由脂ｾｉＺ工事主
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 倉 東 京 (774)  4 111代 表

セ メ ン ト の 中 性 化 を 11，方 宮 、 鋼 材 、 木 材 等 の l荷蝕・ l潟 朽 を 防 止 しも 作 用 せ ず 、

( 21 ) 5 1 8 9  

(  34 )  7  1  1  1  

( 24 )  0・2 1 3

(971)  4  7  6  5  

浦

島

問

阪

上

福

感

大

官

官

官

官

ヨだ 械 県 1: illi rti 大 田r 1  2  1  3  

福 島 県 福 向 市 下 里f 寺 字 遼 原

岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12 - 5 0  

大阪市』如来 l実点 中 本 2 - 1 7 - 2 6  

関東営業所

東 北 営業所

盛 岡 営業所

大 阪 営業所

J  

ご一線次第

カタ ログ進 呈します
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平w互業株式会社@  

空 調 設 備 の 頁

ー

設 計 ・ 施 工

キ土本

大 阪 ，j i西 区江戸 J-F，t!; 凶2 の 2( 441 )附 1994 .  ( 443)  ( {t)0331  T E L  

空 気 調 和 ・恒 治'1宣 湿 ・冷 凍 ・ 冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

日差 ・冷 房 ・空 気 品 温 度 調 盤 装 置

設 計 施 工

@ 不 ニ 鰐 工 業 紘 舎 批

ｾ＠

-← 
回

大 阪 市 南 区 JIIIi 鹿 町 2 - 5  0  電 話 261- 2436({り

東京都大凶区i自民込 1 - 2  - 1  ｾｉｩ話 ＷＷＳ ー ＱＲＳｈ ω

銀 座 浜松 ・ 京 ｾｉｉ 神 戸 ・ 稲 岡

本 庖

東京支底

営 業 所

妻拘

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ピ l レ8 階)

屯 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

6!!! 高

大阪支 J市

社本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

. 込

墨画E乙

司題担F

新日本空調株式会社

社

大阪市西区京宙T地 1 丁目 6 2  電 話 (443) 代 表8161- 9  

名古屋市中村区水主町 l 町 1 2  電 話 (54 1)0966(  551 )1655 

京京都港区赤収 2 丁目 3 - 1  2  

赤坂ピークピル 5 階 m話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7 丁目 l 町 1 l1t;活 (34) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式ネ来業工国山

本 社

支 fh

出張所

大阪市北区 Ｇ［［ＨＺＱ 斗 ｩｾ ｪｉｦｬ ｬ Ｍ ＲＵ Ｈ 新大ピルＩ

屯 話 (  06)  344 - 6  0  3  1  (代)

束京高11中央区日本備本石町4- 2(三井第二別館)

屯諮 (  03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・九 州 ・広 島 札 帆 ・東 海 村 ・北| 濯 ・大 分

阪 玄 ! 万

本社東京支 l汚

大

空 気 調 和 設 備 -

f 計施工

換 気 ・ 除 塵 設 備 又

C: : : : : ID堕型医コ

理 研

大 阪 支 l吉

本社・工場

東 洋 熱 工 業 織 式 会 祉 大 飯 安 庖

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 腐 名 古 屋 ・ 福 岡
古名

空 調 事 業 部

庖支

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

Ｒ 毛ｾｾ震后￘ＡＡ Ｑ Ｓ］(，，，，m. 
会 社工 業 株 式

市 川 繁 雄

日 本 管

代表取締役

⑨ ーーーーーーーーー・ Ｔ 司 ＺｾＺｕ 唱Ｚ置

ーa:電'ー....，......、 *1羊キャリア工業( 株) 製品販売! 方・特約工事応

! ∞! 日本冷熱工産株式会社

てコ〆 本社及大阪営業所議実富市ま引1L 1野山

京都市南区内九条 ＱｾＲ B:l町 2 0 番地内 1

jlL話 ( 681) 5 1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 締 筋 1 - 37( 天満紙北詰)

m 訴 ( 352) 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 求 広 町 包 括 ③7431- 3  

大津市打出浜 13 - 15 電 話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i lt 市 栄 町 2 - 1  1  1  包括③ 3 6  1  0  

キ土

大 阪 営 換 所

本

、

四日市営換所

大 津 出 張 所

津 営 業 所

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作

冷 房 ・暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) (代 表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖出張所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・高 松 ・ 広 島

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ - ドア- シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

銅 機 株 式 会 社

大阪市東区高股楠 5 - 4 5  ( 興銀 ピJレ別館 )

' i[ 大 阪 代 (202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

司1 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 悉

東京都治区内I t - t <，( ti 4  - 15- 23( 第 5 興 和ビル)

市 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

給 ・ 排 水 ・衛 生 ・ 消 火 - 暖 冷 房 設 備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

長 尾 正 大

本社 大阪市大淀区天神橋筋六 (天六阪急ビル ) ( 35 1)  4927f t  

大阪営業所 ( 351) 4927代 サービス事業所 ( 328)  0364代

東京営業所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363(-t 

電話大阪 ( 458) 3531番

目11 ・ 稲 岡
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1  

電 気設 備 の 頁

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代点取締役 山 本 博 三

大阪 市北 区 中之 島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 上 佐 沼 通 り 4 の 8

T E し 代 点 (448) 1  3  6  1  

京 郎 市 布 京 区 内 京 極 1mh: i 野町 2 1 岳 地

T E L  代 表 (311 ) 1  1  8  5  

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

. 晶 、. . 1- ; ;_ヨヨ ./!::::::' . L島L. .....Jl. ./'>.... 

浅 滑 竜 丸 株 主L ま

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 在 松 町 1 丁 目 2 2  

m J舌 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 都 新 柄 区 戸 塚 1 - 9 5 - 7

-; lL 訴 ( 200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 制 岡

氾 川 ・ 浜絵姫路 ・ 広仏 ・ ，ＺＧｾ l公

社
A

S

A

 

式電陽

ヰ土

営 業 所

朝

本

社

キ土

東 京 支 社

本

営 業 所

支 府

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪 ､ｩ 点 ｉｾ ，ＺＧ ｾ関紙 Ｑ ， r 口二八百干I也 ' ; l L.活大阪 (202)0325 - 9  {号

本 社 見I[ 京 柿 千 代 m灰丙/ l ll lIl 1 丁 11 4  11'0 也 5 り

支 H  +L .見 ・fl iI fi . ) L ノ l付・名 内 k { ' IIo¥ 1河

ｈｾ＠ ｾｕ＠ I祈I I ! ! 川 内 河 ・ 隙 浜 的 問 . 'i :¥ 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 民 小 林 四 郎

社 大 阪 di t!，¥ !: .' i 区上t ; ，¥!:.¥ ｾヒ Ｑ - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代 )

大阪市此花区，巴1 ' t i哲 之 IIrf 7  3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  ( 代 )

A

S

A

 

エ藤エ太 陽

-1.: 

'，t! .力工 ιJH 三百11

設計・施工

司'

電 気 工 事電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪 ､ｩ 城 ＪＱ 旦ｾＨＭ i J: * 之 町 三 r 11 .  Il 

心 ll ，t  大 阪 (日引 ) (¥': U  7  3  1  1  - :; 

0 3 8 8 ・2 1  9  :l 

大阪市地点|元:.n;c* と̂岡r :  rfl  .  .  屯nli 大阪(川I)i (X，1  

ｾｴ ｈｬ Ｇ ， ｾｩ 副 ｉｉ［ｬｲ ､ ｩｩ 卸 Ａ ｦｩ ｬｪ 岨り ＺＱＶ ( ) 払Jii 目Ij i庁 2 2(削i . IZコリ

A

Q

一

A
式株

と
一
刈

芝 居

弔本中

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 若手 地 ( 来 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪ー ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 束 京 ・名 古屋 ・株主見 ・大 阪 商 ・神 戸 ・jよ山 ・九州|

ふ

一

品式

英

株

原3長

業

取 締 役 社 長

エ原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 拍 車 町 1 丁 目 1 1  0 砕 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京初品川区西五反 問6丁目 25番 11号 ( 福 仏 ピ ル )

包 括 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 自市 町 2 3 帯 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

ＮｉＺｉ ｾ ・千 葉 ・和歌山 ・ 名古屋

工晴

興

敏

凡
又事工

と

一

川電

干上

営 業 所

庖

本

支

社

林

大 阪 市 北 区中li 在日IT 5  0  ( 堂ピル 7 階)

必 ぷ 砂 3 6 7 1  ( 代)

51!: J; t 郎中央区日本陥箱崎町 3 r  112 信地

'，'u  .i1i  8J  1  4  7  8  ((¥':) 

111 由奇 ・利| 悦 1);( .  IW ・ N，¥ 111 

夫

株 式 会 社

代ぷi似締役

キ土

広

本

支

群出 恨戸斤出 張 所

理署¥ .J1d畠 ＭｉＭｾ＠ -4品 4 色、

弔民1 ' . 末エ、. . ｾ＠

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 五 O ( 堂 ピル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ J レ)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 密 地

包 括 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ey 市・ 高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

争 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 工事 設 計 施 工

宝ro 

大阪 市 凶 ｼ 正 ｾｴ 早川 ｩ 1  1'，;凶 1 r  11 6  S  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7! 48- 9  

点 点 ・ 名 ｉｾ Ｇ J，) ， 11. 、 山 . ｩｾ ， ｜＠ li( i] 

111  i以締役社長

社イ玄

社

社

本

支

営 業 所

日業所
市神出張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事 ・言十 装 工事 ・設 計施 工

A

Q

一

A

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 絹 川 IIJT 1  5 畠: 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京郡港区新橋 5 - 3 4 - 6 倒。! 日ピ Jレ5階

電 話 東 京 (434) 3848 .  (431)  8435 

大阪市 ・.f' L帆 ・r，山尾 ・I'LJ 11 di ' 松111 . 徳111

商

取締役社長

社 大

見L 京支 1，1，

本

社中 央 電 気 工 業 株 式

取 締 役 会 長 今 村 騰

取締役社長 立 Ti 11' 男

大 阪 市 北 区 得 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 剖1・i ;L i掌 . IW'  1判 ・水 jゐ ・福 岡

A

Q

冨

社本

、a

所

71 

張出

支 庖

営 業所



!  奉 仕 感 謝 の 庖 [  の謝
ト守 1 ・ヒr ム宅

ヘミン手しーチ・ミ〉オ子jレ

⑩ 

タ イ ル 工 事 施 工

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタ ログ進呈)

'I} 淳 窯 業 高 怠
. . 司

会 社

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町パス停前)

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 0 4 6 1  

姫路市北条口 126 番地 ( 住衣生命保険ピル 3 階)

電 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  

⑪ 

Board&Sl ate 

ネ土本

Standard 

姫路営業所

フ タ パ 黒 木 寂
大阪 di 東住吉医加美末次urJ 8  - 9 2  T E L 大阪06 ( 792 代 5858

長 ラ

ボ
Iy 

酸耐

網器、

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 脂 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付
セトモノのデパート

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (702) 代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・広 島 ・ 今 治 ・福 岡

F UT ABA Y A  DE C ORA TO RS ， L T D 

建 築 物 ・ 船 舶 等 の 造 作 工 事 及 び

室 内 装 飾 工 事 の 設 計 施 工

建具、パネノレ、家具、各種木工品の製作

内 外 装 飾 織 物 、 窓 掛 、 敷 物 、 壁 紙 類一式

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 株式会社

( 創 業大正 7 年 )庖

大 阪 支 庖

商石王里大干拓矢

株 式

会 社

大 阪 市 点 区 t:i } i 町日二丁目九 野 村 ビ ル 五 階

'7( i : 新大阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄 川崎町 2 の 6

電話・大阪 ( 371) 3321- 3・3630

k 阪府知 l 尚 E設なH

る) 都 I 6  2  I  6 号

本 社大阪市北区ｾＺ尚北町 Ｑ 6  T EL  (345)9055(代 表 )

本町営業所大阪，1，* 区本町4- 271卸金ピル T E L (252)  3  9  0  6  

織 峨 営 業 所 大 阪 市 東 区 償 胤 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

ｾｻ ｬ Ｉ＠ 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

")1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 E ・e ・.. 大 仏 敷 ・ 貼瓦

'̂"ノ 内 外 装 用 窯変 美術 タ イ ル ー 大イムタイ J レ

新 発 売 ・・ー・ ・・… 古代土器調高温〆タイル ・大 仏 古 代 タ イ ル

京知市東山区今熊野大仏池田町 9町 9 075(541 )3344(i l: )  

東 京 都 渋 谷 区 上 原 1 丁 目 29の 4 03 (467)1641 

五主 郎 清 水 ・ 山 城 瀬 戸

4R 木 潜 入 筆11 落 閉 止

耐 震 耐! 弘

ヮ 安 定 韓 量

瓦

キ朱

式

罰 金

量三土

-
議

市

擁

護

元

町

一

丁

目

七

回

一

ナニワ 媛匂 ｾＲ￣

物… 桂

三 幸 商 曾

各 種 lπ 謡1¥

ガラス製品卸問屋 ι W)

顎吉田芳雄商庖

72 



， 

<i .  

建 材 の 頁

腐らないそして燃えない

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

新しい型の

ひふくてっばん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 ( 782) 4171代

d 二百y o l n G

送 風 機

株 式 会 社 主宰叫』主義ヨ二男子

営 業 品 目

. L A F 形 リ ミッ トロ ー ド 送 風 機

・V A F形 可 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 汗妥 ス ト リ ー ム ラ イ ン i主主 JIiTI.校長

・C A F 形 遠 心 式 静 音 !Ii自流 送 風 機

( 持言午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 ( 93 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 T 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814) 6  6  5  1  - 3  

豊かな経験と

最 新 の 技 術・. .

東洋シャッタ一株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ピル T E  L  (762)5861代

本 社 東京 (543) 2281 ・名 古屋 (331) 6171 ・大阪 ( 352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・滋 賀 ・京都・神 戸 ・福 岡 ・他 全 国 主 要 都 市

73 



建 材 の 貰

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル@ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル
サ ッ 〉〆 • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ
、y

タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

か市立

23 22 三 高 製 作 所

近代建築の要求する

言5t 言十

製

対馬

イ乍

施

キ寺言午

工

川、 f 実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ヤ ‘ .. ，q -

11¥俣シャ・γ9- 工業棟式会社大阪支庖

ｅ 祖 ＭＭＺｊ ｔＮｾ＿ ｾＧ￱ 璽聖王

74 

プ ル ー 7 テ ッ ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 貿 エ ? ぶ ジ ョ ン に ポ

ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 浪 人 し 糊 状 と な し こ れ に 強 靭

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー 7 イ ン グ を 数 層 張 り 合 わ せ

。防 水 層 を 形 成 す る も の で 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す。

下 地 モ ル タ ル

保護モルタル

カレーフテックス4 回

プルーフテックス 3回

ヒ'ニロンクロース

ブうレーフテックス 2回

プルーフテックスl 固

耐酸工事・防水工事専門庖

耐酸化学工業株式会社

《特 長 》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 を 要 し な い

4 )耐 摩 耗 性

5  )物 理 的 強 度 優 秀

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 361 ・0178代

“  



建 材 の 頁

コニ

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタ J レスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P . M)

任 施責由自色 彩尺 物長

種

c  

同 日

タ 然 え な い

才コ才L 右ご、、
4・

腐 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス 2皮V i皮S 大 波S ノj 、記皮t皮キ反先見オ各

途用

オリ工! J 'j ｊｾ＠ j. ヲル製造株式会扱

大 阪 ( 412 ) 5131代 表ー

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 1幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

J 'd ・11!I，l 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

稲岡県遠ｾ郡水巻町頃末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2 中 級 ピ J レ

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 1吉 及 工 場

名 古 屋 支1吉 及 ヱ 渇

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

〉

全国有名建材底又は当社へ

⑧ 

き 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大 阪 市 住吉 区 粉浜 本 町 4 丁

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-
-
9

晶

σ

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

鎗

岬

紡

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

老見る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ ｾｊｉ 〆

q ィ5，z，

コート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・(541) 5757- 可

営 業 所 東京 ・高微・明石・姫路・四国・中 国

イ寸i星音水火
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冷 暖 房 y  各 柄 サ ッ シ

給排水、衛生ホ近 D. .  環 境 衛 生 純 設

電 気 1 =、荷 役 迩 搬 機 械

厨 房 ， ， 化 学 鉱山 機 械

= 幽 T 盤 株 式 ー ト fl J;; '::1:::- r七

ー・句珊_ ，_ 河電 会 社 ノ 、 wx . ) ι J 白

取 締 役 社 長 各 務 節

取 締 役支庖長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 信 大 阪 ( 202) 代表3071

本 I苫 東 京 ー日比谷・ 三 f胃ピル

支 唐名古屋、福岡、 '*U院、広島、仙 台 、 富 山

出 張 所 愉浜、金沢、静岡、高松

空 調 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 - 衛 生 設 備

設 計 ・施 工

お朝日三業社
《争

東京都港区芝浜松町 2 - 7 電話 (434) 6171( 大代)

大阪市東淀川区加島町 3 7 5 電話 (302) 2271  ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

釧路・ 函 館 ' ' A 岡・横 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

空気鯛和設備

設計施工

衛 生 設 備

⑩ e  

三建設備工業株ま富社

大 阪 市都 島 区 都 島 本 通4 ー 10 - 30 電 話 (922) 6 2 5 1 ( 代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嬬 毅町 2 ー 22 電 話 ( 667 ) 3431( 大 代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・ 広 島 ・福 岡・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大 阪 支 唐

本 社

支 社

電 気 ・空調 ・給排水 ・衛生設備 ・設計施工

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

出 版 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・ 横 浜

新 潟 . 1 : J 山 ・ 福 井 ・ 豊 田

e参

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 ヱ

。
三 発 空 調

大 阪 市 北 区 i. : s 回町 16 番 地 也君舌( 363) 大代表 1371

東京都千代凹区神田小川町 2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代表7751

広 砧 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 包 括( 47 Ｉ代表 ＴＵｾＵ

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 苦手 12号 包 括 ( 76 ) 代表3795

所 名占 ｨｬ ・ Ｇ ｉ［ｾ 111  .  iu¥ n  . 京 郷 ・神 戸 . ｬｩｾ 江

設計施工
生

気

水・術

房・換

排

冷

給

暖

棒式会社

本社 1i ，; J;ti 

土 防

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

株 式

会 社

a

a

 

--
a

 

須 賀 社

A 、

五
業 株 式工

ＮＺＺｾＭ 耳 ｾ ｈＨ 円 ・空気鯛辛口設備・給排水衛生 段 備・塗装設備

・蒸気噴射式 ［ 令謙 機 Ｏ ｽｕｴ ｾ ｴ Ｍ . 製作 ・施 工

建材社

株 式

会 社生ｲＮＭ，ｾ宝喜平 衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 線 通 1 丁目 1 4  

信 一 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

出 張 所一 高 松 ・北 九 州

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー 7 ⑨ ( 572) 7411 代

大 阪 支 庄 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨( 203) 3721 代

名 古 屋 支 底 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2 ー 13 ⑨(211) 1535 代

出 張 所 = 札 帆 目仙 台・盟 国・金 沢 ・神 戸

広 島 ・松 山・縮 問 ・パ ン コ y ?  

⑧ 
支

営 業 所 一 千 葉 ・償 浜 ・広 島

冷 凍 冷 蔵

⑧ 指111; ，告 線 繍 % ti f i ' %

地 盤 凍 結

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピ J レ8 階) 動慢番号 102

話 東 京( 03) 262  - 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和

水 道 ・ 衛生 ・暖冷房 ・其 f也管 工事

投 書 十 並 施 工

( 旧斎雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田r 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東京昔日千代悶区大予回T2 の 8 m: J也( 日本ピ J レ)

11i: J舌 東 京 ( 270) 7  4  1  1  昏 ( 代 表 )

本ωH市p前大ilJi西4 丁目l .flAl Jr.!浴室Hピル '，ll ，!li Ｇ ［ｦ叫ｊｲＮＡｾＺ， Ｗ Ｚ， Ｖ
金 沢 市 出 1品l 開r 2 佐 1 6  ｾ［Ｎ＠ Ｎ， ＱＱ ， Ａｬｩ 金 ｾＯｾ 21); l ( 斤4

NJ ｊｲ市御ｾ 2 の 1 '，ll ，l/; 鼠弁 W24: 16

尚 伝 市 2 俳 r 9  '，ll ，lt. ，: : ; 怯⑪! i IY5

IMI 山市大f J ¥ :l 8  0 の 1 '，ll ，l/; ｉｾｉ 山 ｦｙｦ ＾Ｔ ＸＶ

キ ωＧ ｊｲＮＡ Ｇ，Ｂ￭ Ｇ ｾ住所
金ｾ，しい ＢＧＺｽｩＯ 苛
郁}Tili!吸所

， ｾＺＮｾｦｴ 出Ｇ川 Ｑ ・叶
|品] 山出，*ii ，斤

創 業 暖 冷 房 ・倹 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院諸設備 ・給排水衛生・水族館設備施工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 唐 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 :h ピル 6 7  6 号

電話 212(代 )3751

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代 )4371

名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千 代 田 ピル 5 1  4 号

電話 261(代 :0641

京郎市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681(代) 1781

温湿度調盛装置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 地 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

仙 台 支 l苫

大 阪 市 北 区 日 田 町 3 0  1'1l I桁 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 印 区 丸 ノ 内 3- 3- 1(新 東 京 ビ J レ)

骨苫 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  (イ"¥:)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 倍 ( 971) 3  6  2  1  

名 古 屋 支1苫

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 期 通 l の l

76 

札 幌 庖

名 古 屋 庖

京 都 庖



全く新しい床タイルです

ニ星 ピ サ ロ ン は 、 従 米 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 介 が 全 く 追 い ま すo. J包ピの他に最近開発さ

れた新しい共重作体の特殊樹脂を用いた| 山i期 的 な

新 製 JIll で す。 軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

占星ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

責 任 施 工 の 出 米 る 協 組μ が人念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

一星 ピサロンの新しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 町 の 超 高 層 出 界 貿 易

センタービルの 4 F以上のれ附通路、エレベーター

ホールにも、使川されております。と三星 ピサロンミ

は そ の 模 様 が フ ラ ン ス の 画 家 ピ サ ロ の タ ッ チ に 似

て い る こ と か ら 、 名 付 け ら れ た も の で す。

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専用品〉
匠冒日こs

*m桁 = 333. 3 X333. 3 X 2 弘 9 枚 / が

333. 3 X333. 3 X 3 弘 9 枚 / m'  

女 色 数 = 18色

*fiUi 約 = 2 弘，Ji品，'， 1，200円 / m'  (300m' 以 u

3 引ん[/，，'， 1，800円 / m'  (300m' 以上)

小部屋四 ｊ ＮｉＨＹＮ断段 ＴＰＥｾＧＵ製 造 元= 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電 !ii ( 866) 6  1  0  1  

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電信 ( 441 )  5  9  5  1  
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